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はじめに 

 

 

 本報告書は、環境省自然環境局生物多様性センターから財団法人自然環境研究センター

が請け負った「平成 19 年度重要生態系監視地域モニタリング推進事業（全体とりまとめ）」

のうち、沿岸域以外の結果をとりまとめたものである（沿岸域については「その２」を参

照のこと）。 

 平成 14 年３月に決定された「新・生物多様性国家戦略」においては、自然環境の劣化を

早期に把握し、要因を特定するなど全国 1000 ヶ所程度の監視地域（モニタリングサイト）

を国が設定し、動植物や生息・生育環境の長期的モニタリングを展開することが主要テー

マとして掲げられた。 

 これを受けて平成 15 年度以降、分野（生態系）ごとに検討が進められ、モニタリングサ

イトの選定や現地調査（モニタリング）が開始されつつある。 

 このような事業全体の進捗を踏まえ、本業務では今年度、新たに検討会を設置して総合

的なとりまとめ及び基本方針の検討を行うとともに、未だ調査サイトが設定されていない

陸水域生態系について、作業部会において調査方針、調査サイトの配置、調査手法及び実

施体制等を検討した。また、検討会の検討委員、各生態系調査の請負者及び調査員を交え

たワークショップを開催し、課題について議論を行って本事業の要改善点をとりまとめた。

さらに、調査データ活用のための情報システムの検討、調査員向けのニューズレターの作

成及び気象・動植物の自動観測システムの導入・実用化のための試験を行った。 
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要  約 

 

 

１．モニタリングサイト 1000 は本年度で５年度目を迎え、第１期として想定されている当

初５年間の最終年度に至った。こうした事業全体の進捗を踏まえ、モニタリングサイト

1000 全体の基本方針、各生態系調査の実施状況に関する評価、今後の事業の改善方策等

について討議するために検討会（推進検討会）を設置し、必要な検討を行った。 

２．未だ調査サイトが設定されていない陸水域分野について、昨年に引き続き検討を進め、

調査要領案を作成した。 

３．本事業の第１期における全体的な進捗状況及び各生態系調査の実施状況について情報

の共有化を図るとともに課題を抽出・整理し、第 2 期（平成 20 年度～平成 24 年度）の

実施に向けて具体的な要改善点をとりまとめる目的でワークショップを開催した。 

４．その他、調査サイトの位置情報の整理、河川水辺の国勢調査の調査地点位置情報等の

整理、ニュースレターの作成、自動観測システムの導入・実用化のための試験等を実施

した。 
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Ⅰ 検討会および作業部会の設置および開催 
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Ⅰ 検討会および作業部会の設置および開催 

 

 モニタリングサイト 1000 の事業全体に関わる検討会（推進検討会）と、陸水域及び情報

システムについて、それぞれ作業部会を設置し、必要な検討を行った。 

 

１．検討会（推進検討会）の設置、開催 

 

 モニタリングサイト 1000 は本年度で５年度目を迎え、第１期として想定されている当初

５年間の最終年度に至った。こうした事業全体の進捗を踏まえ、モニタリングサイト 1000

全体の基本方針、各生態系調査の実施状況に関する評価、今後の事業の改善方策等につい

て討議するために検討会（推進検討会）を設置し、これまで行われていなかった各生態系

調査を横断した事業全体の検討を行った。 

 以下に、検討員名簿、議事次第を挙げる。当日の資料と議事録は、Ⅶ資料を参照のこと。 

 

■モニタリングサイト 1000 推進検討会 委員名簿（敬称略） 

 ○各分野からの検討委員 

  １森林：         中静 透 （東北大学） 

  ２陸生鳥類：      永田 尚志（国立環境研究所） 

  ３里地：        石井 実 （大阪府立大学） 

  ４ガンカモ類：     呉地 正行（日本雁を保護する会） 

  ５シギ・チドリ類：     高田 博 （NPO 法人南港ウェットランドグループ） 

  ６サンゴ礁：      野島 哲 （九州大学） 

  ７沿岸域：       仲岡 雅裕（千葉大学） 

  ８陸水域：       遊磨 正秀（龍谷大学） 

  ９情報システム：    金子 正美（酪農学園大学） 

 ○上記以外の検討委員 

  10 占部 城太郎（東北大学） 

  11 竹中 明夫（国立環境研究所） 

  12 矢原 徹一（九州大学） 
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■モニタリングサイト 1000 推進検討会議事次第 

 

 

重要生態系監視地域モニタリング推進事業 
（モニタリングサイト 1000） 

推進検討会 

 

日 時：平成 19 年 12 月 21 日（金）13:30～17:30 

                  場 所：(財)自然環境研究センター９階会議室 

 

議事次第 
 

１． 開会 

 

２． 環境省生物多様性センター長挨拶 

 

３． 議事 

 

(1)モニタリングサイト 1000 全体枠組みと実施状況 

(2)各生態系調査実施状況（１１分野）（各調査請負団体から調査実施状況の説明） 

(3)検討委員から全体及び各調査への質問及びコメント 

  ①全体及び各分野実施状況への質問及びコメント 

  ②第 1期の評価及び第２期に向けた課題整理 

＜休 憩＞ 

  (4) 第 2 期モニタリングに向けた方向性及び改善点の検討 

  ①モニタリングサイト 1000 全体枠組み及び運営体制の検討 

  ②生態系変化を定量的に把握するための調査設計及び手法の改善  

  ③情報の共有化及び提供の改善 

  ④その他 

 

４． 閉会 

 

配布資料一覧 

    資料１－１ モニタリングサイト 1000 実施概要と課題整理 

    資料１－２ モニタリングサイト 1000 調査項目及びサイト設置状況 

    資料２   各団体からの資料 

    資料３   モニタリングサイト 1000 実施のための全体枠組みと運営体制 

    資料４   生態系変化を定量的に把握するための調査設計 

    資料５－１ 情報の共有化と提供のためのフロー 

    資料５－２ 情報の共有化と提供のための留意点 
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２．陸水域作業部会の設置、開催 

 

 陸水域サイトの選定及び調査内容の検討のため、下記 6 名の専門家からなる作業部会を

設置した。作業部会は平成 19 年 10 月 3 日、平成 19 年 12 月 17 日及び平成 20 年 2月 21 日

の 3回実施した。 

 以下に、委員名簿と各回の議事次第を挙げる。検討結果については「Ⅳ 陸水域におけ

る調査の企画立案等」にとりまとめた。また、作業部会各回の資料と議事録は「Ⅶ 資料」

を参照のこと。 

 

■陸水域作業部会検討委員名簿（50 音順、敬称略） 

    國井秀伸（島根大学汽水域研究センター） 

    高村典子（国立環境研究所環境リスク研究センター） 

    西野麻知子（滋賀県琵琶湖環境科学研究センター） 

    細谷和海（近畿大学農学部環境管理学科） 

（座長）遊磨正秀（龍谷大学理工学部環境ソリューション工学科） 

    吉岡崇仁（京都大学フィールド科学教育研究センター） 

 

- 11 - 

 



 

■陸水域作業部会第１回議事次第 

 

 

モニタリングサイト 1000 
陸水域作業部会 

第１回 
 

平成 19 年 10 月３日（水） 

14：00～16：30 

環境省近畿地方環境事務所会議室 

 

議事次第 
 

１．開会 

 

２．環境省生物多様性センター挨拶 

 

３．自然環境研究センター挨拶 

 

４．議事 

 

（１）モニタリングサイト 1000 の現状 

（２）陸水域調査に関してのこれまでの検討状況 

（３）サイト選定について 

（４）調査体制、調査内容等について 

  （５）その他 

   

  ５．閉会 

 

 配布資料 

 

  資料１ モニタリングサイト 1000 について 

  資料２ 陸水域調査に関してのこれまでの検討状況 

  資料３ 湖沼についてのサイト選定の進め方（案） 

  資料４ 国土 10 区分、水系区分 

  資料５ 湖沼サイト一次候補案 

 

  参考資料１ 自然環境保全基礎調査 湖沼調査位置図 

参考資料２ 重要湿地 500 のなかの湖沼一覧 

  参考資料３ 重要湿地 500 のなかの湖沼の位置図 

  参考資料４ 自然環境保全基礎調査 特定湖沼一覧 

  参考資料５ モニタリングサイト 1000 ガンカモ調査位置図 

  参考資料６ 重要湿地 500 のなかの湿原一覧 

参考資料７ 重要湿地 500 のなかの湿原の位置図 

参考資料８ JaLTER サイト一覧 
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■陸水域作業部会第２回議事次第 

 

 

モニタリングサイト 1000 
陸水域作業部会 

第２回 
 

平成 19 年 12 月 17 日（月） 

14：00～17：00 

環境省近畿地方環境事務所会議室 

 

議事次第 
 

１．開会 

 

２．環境省生物多様性センター挨拶 

 

３．議事 

 

（１）前回作業部会の整理 

（２）サイト選定について 

     ・湖沼のサイト選定 

     ・湿原のサイト選定 

（３）調査体制、調査内容等について 

（４）その他 

   

 ４．閉会 

 

  配布資料一覧 

   資料１ 第１回作業部会（'07/10/3）の整理 

   資料２ 湖沼サイト選定のための一覧表 

   資料３ 湖沼サイト選定のための位置図 

   資料４ 湖沼サイト選定のためのマトリクス 

   資料５ 国土 10 区分、水系区分 

   資料６ 湿原サイト選定のための一覧表 

   資料７ 湿原サイト選定のための位置図 

   資料８ 湿原についてのサイト選定の進め方（案） 

   資料９ 調査実施者、調査内容について 

 

   参考資料１ 前回作業部会以降に検討対象から削除した湖沼 

   参考資料２ 重要湿地としての選定理由（湖沼） 

   参考資料３ モニタリングサイト 1000 ガンカモ調査位置図 

   参考資料４ 湿原サイト選定のための一覧表（面積順） 

   参考資料５ 重要湿地としての選定理由（湿原） 
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■陸水域作業部会第３回議事次第 

 

 

モニタリングサイト 1000 

陸水域作業部会 

第３回 

 

平成 20 年２月 21 日（木） 

14：00～17：00 

環境省近畿地方環境事務所会議室 

 

議事次第 
 

１．開会 

 

２．環境省生物多様性センター挨拶 

 

３．議事 

 

（１）前回作業部会の整理 

（２）湖沼のサイト選定について 

      ・淡水湖沼のサイト選定 

      ・汽水湖沼のサイト選定 

（３）湖沼の調査項目・手法について 

（４）湿原のサイト選定について 

（５）その他 

   

 ４．閉会 

 

  配布資料一覧 

 

  資料１ 第２回作業部会 議事概要 

  資料２ 湖沼の候補地における調査体制等の状況 

  資料３ 岡山理科大学波田善夫教授ヒアリング結果 

 

  参考資料１ 気象観測所位置図 

  参考資料２ 第２回作業部会 議事録 
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３．情報システム作業部会の設置、開催 

 

 モニタリングサイト 1000 におけるデータの収集、蓄積、提供、集計等についてのシステ

ム化のあり方を検討するため、下記２名の専門家からなる作業部会を設置した。作業部会

は平成 19 年９月 11 日及び平成 19 年 12 月 13 日の２回開催した。 

 以下に、委員名簿と各回の議事次第を挙げる。各回の資料と議事録はⅦ資料を参照のこ

と。 

 

■情報システム作業部会検討委員名簿（50 音順、敬称略） 

・金子正美 （酪農学園大学 環境システム学部 生命環境学科 教授） 

・原慶太郎 （東京情報大学 総合情報学部 環境情報学科 教授） 
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■情報システム作業部会第１回議事次第 

 

モニタリングサイト 1000 情報システム作業部会 

 
平成 19 年 9 月 11 日（火） 14:00~16:30 
財）自然環境研究センター9 階大会議室 

 

議事次第 

１．開会挨拶 
２．出席者紹介                                                        
３．これまでの経過 

１．モニタリングサイト 1000 の現状説明             
２．モニタリングサイト 1000 情報システムに関する説明  

４．全体の情報システムに係る意見交換             
１．データベース整備に進め方について 
２．データ形式の統一について 
３．データの共有・公開について 
４．MOTS と各調査別システムの役割について 

５．その他                             
６．閉会挨拶 

 

配付資料 

資料１ モニタリングサイト 1000 調査項目及びサイト設置状況 
資料２ モニタリングサイト 1000 情報システム概要説明 
資料３（CD-ROM）モニタリングサイト 1000 情報システム操作マニュアル 
   （情報管理団体・情報提供者用） 
資料４ モニタリングサイト 1000 における情報システム検討の今後の方向性 
資料５ モニタリングサイト 1000 森林調査データ取り扱い宇内部規約（原案） 
資料６ モニタリングサイト 1000 シギ・チドリ類調査データベース運用方針（案） 
資料７ 請負団体による Web サイト構築の際の取り決めについて 

 

出席者  

専門家 
金子 正美 （酪農学園大学 環境システム学部 生命環境学科 教授） 
原 慶太郎 （東京情報大学 総合情報学部 環境情報学科 教授） 

オブザーバー 

天野 一葉 （財）WWF ジャパン 
柏木 実  （特活）日本湿地ネットワーク 
高川 晋一 （財）日本自然保護協会 
水野 康次郎（特活）日本ウミガメ協議会 
神山 和夫 （特活）バードリサーチ        
今井 仁   （財）自然環境研究センター 

環境省 生物多様性センター 
阪口 法明 専門調査官 
岸田 宗範  
黒川 武雄  

事務局 
茨城 康弘（財）自然環境研究センター 
平本 成彦（財）自然環境研究センター 
名取 睦 （財）自然環境研究センター 
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■情報システム作業部会第２回議事次第 

 
モニタリングサイト 1000 情報システム作業部会  

 
平成 19 年 12 月 13 日（木） 15:00~17:30 
財）自然環境研究センター9 階大会議室 

 

議事次第 

１．開会挨拶 

２．出席者紹介                                                       
３．前回作業部会の整理                                               
４．モニタリングサイト 1000 調査結果データ 
     情報の収集から提供について      
５．第 1 期調査結果の集約について                                    
６．その他                              
７．閉会挨拶 

 

配付資料 

資料１ 第 1 回モニタリングサイト 1000 情報システム作業部会の整理 

資料 2-1 情報の共有化と提供のためのフロー 

資料 2-2 情報の共有化と提供のための留意点 

資料３ 調査データの共有化・提供を進める上での留意点 

 

出席者  

専門家 

金子 正美 （酪農学園大学 環境システム学部 生命環境学科 教授） 
原 慶太郎 （東京情報大学 総合情報学部 環境情報学科 教授） 
 

オブザーバー 

天野 一葉 （財）WWF ジャパン 
柏木 実  （特活）日本湿地ネットワーク 
高川 晋一 （財）日本自然保護協会 
島袋 寛盛 （特活）日本国際湿地保全連合 
神山 和夫 （特活）バードリサーチ 
仲村 昇  （財）山階鳥類研究所 
今井 仁   （財）自然環境研究センター 
 

環境省 生物多様性センター 

阪口 法明 専門調査官 
岸田 宗範  
黒川 武雄  
 

事務局 

茨城 康弘（財）自然環境研究センター 
平本 成彦（財）自然環境研究センター 
名取 睦 （財）自然環境研究センター 
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Ⅱ ワークショップの開催 
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Ⅱ ワークショップの開催 

 

 モニタリングサイト 1000 の第１期（平成 15 年度～平成 19 年度）における全体的な進捗

状況及び各生態系調査の実施状況について、環境省、各生態系調査の請負者及び調査員か

ら発表し、情報の共有化を図るとともに課題を抽出・整理し、第 2期（平成 20 年度～平成

24 年度）の実施に向けて具体的な要改善点をとりまとめることを目的にワークショップを

開催した。 

 

１．開催概要 

 

 ○開催目的 

  第一期の実施状況を全調査について発表し情報を共有。 

  課題を抽出し、主要テーマについて第二期に向けて具体的な改善点を見出す。 

  

 ○日時 

  平成 20（2008）年２月 29 日[金]・３月１日[土] 

  

 ○会場 

  主婦会館 プラザエフ 

  〒102-0085 東京都千代田区六番町 15 番地（JR 四ツ谷駅麹町口前歩 1分）  

  

 ○参加者 

  ・推進検討会委員 

  ・調査請負団体及び現地調査員 

  ・環境省生物多様性センター 

  ・自然環境研究センター（事務局）      計７１名（名簿、別紙） 

  

 ○プログラム  次ページのとおり 
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■モニタリングサイト１０００ワークショップ プログラム（'08/1/25・第３版） 

 

●平成 20（2008）年２月 29 日 [金] 

 

１０：３０ 参加者受付開始 

 

【ワークショップ－全体セッション】 

 

１１：００ 開会（自然研） 

１１：０５ 挨拶（生物多様性センター） 

１１：１０ 参加者紹介等、日程等のガイダンス（自然研） 

１１：２０ ○発表：モニタリングサイト 1000 全体実施状況（生物多様性センター） 

１１：５０ 質疑応答 

１２：１０ 午前終了 

 

 ＜＜各自 昼食＞＞ 

 

１３：００ 各生態系調査発表 開始（自然研） 

１３：１０ ○発表１：森林（発表１５分、質疑応答５分） 

１３：３０ ○発表２：陸生鳥類 

１３：５０ ○発表３：里地 

１４：１０ ○発表４：ガンカモ類 

１４：３０ ○発表５：シギチドリ類 

１４：５０ ○発表６：砂浜（ウミガメ） 

 

 ＜＜休憩 ２０分＞＞ 

 

１５：３０ ○発表７：サンゴ礁 

１５：５０ ○発表８：島嶼（海鳥） 

１６：１０ ○発表９：沿岸域 

１６：３０ ○発表 10：陸水域 

１６：５０ ○発表 11：情報システム 

 

 ＜＜休憩 １０分＞＞ 

 

１７：２０ ○課題の整理（自然研＋多様性センター） 

       翌日のグループセッションの座長選出 

１８：３０ 懇親会 

２０：３０ 懇親会終了 
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●平成 20（2008）年３月１日 [土] 

 

０９：００ ２日目からの参加者受付等（自然研） 

 

【ワークショップ】 

 

０９：３０ 開会（自然研） 

 

【ワークショップ－グループセッション】 

 

０９：４０ ○グループセッション１  ＋  ○グループセッション２ 

１１：４０ 座長１総括 ＋ 座長２総括 

１２：００ 午前終了 

 

 ＜＜各自 昼食＞＞ 

 

【ワークショップ－全体セッション】 

 

１３：００ 開始（自然研） 

１３：１０ ○発表１：グループセッション１の結果（座長から） 

       セッションのアウトプットとしてのメモ［課題と対応］の発表 

１３：２５ ○発表２：グループセッション２の結果（座長から） 

       セッションのアウトプットとしてのメモ［課題と対応］の発表 

１３：４０ ○全体討論 

       質疑応答 

       推進検討会委員コメント 

 

 ＜＜休憩 ２０分＞＞ 

 

１４：３０ ○総括（多様性センター） 

１５：００ 終了 

 

以上 
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プログラムについての補足説明 

 

■各生態系調査発表について 

 

 発表１５分、質疑応答５分を予定しています。 

 昨年１２月２１日の推進検討会の際のプレゼンを基本に、サイトの状況、調査体制、調 

査方法、調査結果等追加情報を盛り込んでいただければと思います。 

 また、つぎの「課題整理」につなげるため、課題解消のための取り組み例などがあれば、 

是非ご報告ください。 

 なお、発表者に、各サイトからご参加いただく現地調査員等の方に加わっていただいて 

も構いません。 

 

■課題整理の進め方 

 

 推進検討会の際に各団体から提出いただいた資料及びプレゼン内容をもとに、生態系調 

査ごとの課題を、つぎの５テーマに分けて一覧表に整理し、参加者の皆さんに配布します。 

 

 ①生態系変化をより高精度且つ効率的に把握するための調査手法、分析及び評価（体制 

  を含む）の改善 

 ②継続可能な調査体制構築 

 ③情報共有及び発信体制構築 

 ④調査結果の保全への活用 

 ⑤国際的枠組みとの連携 

 

 上記５つのテーマの一覧表に加え、当日の発表内容も踏まえて、17:20 からの「課題の 

整理」で、参加者から追加の課題を挙げてもらい整理し、課題解決の優先順位が高いと思 

われる４つのテーマを絞り込みます。それらテーマについて翌日のグループセッションで 

議論します。 

 

■グループセッションの進め方 

 

 ２グループに分かれて議論を進めます。 

 前日の「課題の整理」で絞り込んだ４つのテーマについて、テーマ毎に具体的な課題の 

解決方法について議論します。 

 参加者の皆さんの各グループへの振り分けは、偏りがないよう、事務局から提案させて 

いただきますが、適宜、入れ替わっていただいても構いません。 

 グループセッションの成果として、参加者の共通認識をメモ「課題と対応」にまとめた 

いと考えています。 
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 ■モニ１０００ワークショップ　出席者名簿
分野 氏名 所属 ２９日 1日

1 推進検討会委員 石井　実　 大阪府立大学 ○ ×
2 占部　城太郎 東北大学 × ×
3 金子　正美 酪農学園大学 ○ ○
4 呉地　正行 日本雁を保護する会 ○ ○
5 高田　博　 南港ウェットランドグループ ○ ○
6 竹中　明夫 国立環境研究所 ○ ○
7 中静　透　 東北大学 ○ ○
8 永田　尚志 国立環境研究所 ○ ○
9 野島　哲　 九州大学 ○ ○

10 矢原　徹一 九州大学 × ×
11 遊磨　正秀 龍谷大学 ○ ×
12 森林 石田　健 東京大学農学生命科学研究科 ○ ○
13 高嶋　敦史 琉球大学亜熱帯フィールド科学教育研究センター与那フィールド ○ ○
14 武生　雅明 東京農業大学地域環境科学部 ○ ○
15 新山　馨 森林総合研究所森林植生研究領域 ○ ○
16 西村　尚之 名古屋産業大学環境情報ビジネス学部 ○ ○
17 米倉　浩司 東北大学植物園 ○ ○
18 陸生鳥類 加藤　和明 日本野鳥の会自然保護室 ○ ○
19 金井　裕 日本野鳥の会自然保護室 ○ ○
20 佐藤　重穂 森林総合研究所四国支所 ○ ○
21 東條　一史 森林総合研究所 ○ ○
22 中村　豊 日本野鳥の会宮崎県支部 ○ ○
23 里地 笹木　進 ウェットランド中池見 ○ ○
24 高川　晋一 日本自然保護協会保全研究部 ○ ○
25 廣瀬　光子 日本自然保護協会保全研究部 ○ ○
26 福田　真由子 日本自然保護協会保全研究部 ○ ○
27 ガンカモ類 植田　睦之 バードリサーチ ○ ○
28 岸本　伸彦 日本野鳥の会 ○ ○
29 神山　和夫 バードリサーチ ○ ○
30 奴賀　俊光 千葉大学海洋バイオシステム研究センター ○ ○
31 シギ・チドリ類 天野　一葉 ＷＷＦジャパン ○ ○
32 伊藤　恵子 日本湿地ネットワーク ○ ○
33 伊藤　昌尚 日本湿地ネットワーク ○ ○
34 柏木　実 日本湿地ネットワーク ○ ○
35 高野　茂樹 八代野鳥の会 ○ ×
36 高橋　伸夫 西三河野鳥の会 × ○
37 花輪　伸一 ＷＷＦジャパン ○ ×
38 村田　朋子 南港ウェットランドグループ × ○
39 ウミガメ 大牟田　一美 屋久島うみがめ館 ○ ○
40 竹下　完 宮崎野生動物研究会 ○ ○
41 松沢　慶将 日本ウミガメ協議会 ○ ○
42 水野　康次郎 日本ウミガメ協議会 ○ ○
43 サンゴ礁 岩尾　研二 熱帯海洋生態研究振興財団・阿嘉島臨海研究所 ○ ○
44 野村　恵一 串本海中公園センター ○ ○
45 吉田　稔 海游 ○ ○
46 海鳥 尾崎　清明 山階鳥類研究所標識研究室 ○ ×
47 仲村　昇 山階鳥類研究所標識研究室 ○ ○
48 沿岸域 飯島　明子 日本国際湿地保全連合 ○ ○
49 石田　惣 大阪市立自然史博物館 ○ ×
50 木村　妙子 三重大学生物資源学部 ○ ×
51 武馬　弘幸 三重大学生物資源学部 ○ ○
52 島袋　寛盛 日本国際湿地保全連合 ○ ○
53 向井　宏 北海道大学名誉教授 ○ ○
54 生物多様性センター 岸田　宗範 生物多様性センター ○ ○
55 黒川　武雄 生物多様性センター ○ ○
56 阪口　法明 生物多様性センター ○ ○
57 鳥居　敏男 生物多様性センター ○ ○
58 事務局（自然環境研究センター）青山　銀三 自然環境研究センター ○ ○
59 石原　正恵 自然環境研究センター ○ ○
60 茨城　康弘 自然環境研究センター ○ ○
61 今井　仁 自然環境研究センター ○ ○
62 植村　文恵 自然環境研究センター ○ ○
63 岸本　年郎 自然環境研究センター ○ ○
64 木村　匡 自然環境研究センター ○ ○
65 小林　光 自然環境研究センター ○ ○
66 鋤柄　直純 自然環境研究センター ○ ○
67 戸田　光彦 自然環境研究センター ○ ○
68 豊田　鮎 自然環境研究センター ○ ○
69 中川　直美 自然環境研究センター ○ ○
70 名取　睦 自然環境研究センター ○ ○
71 畠瀬　頼子 自然環境研究センター ○ ○
72 平本　成彦 自然環境研究センター ○ ○
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２．議論の総括 

 

 ２つのグループセッションから、以下のアウトプットを得た。 

 

○ モニタリングサイト 1000 全体に関わる高次の課題としての指摘・提案 

 ・既存のデータ収集の必要性。 

 ・モニタリングサイト１０００でなければできないこと。これまで調査されていないよ 

  うなことの整理をするべき。 

 ・フレームワーク・調査の構造の整理。 

 ・テーマ設定の確認。アウトプットの方法として、分類群ではなくランドスケープ別に 

  整理し、公表していくほうが良いのではないか。 

 ・保全につなげていく必要性。生物多様性そのものの評価と危機の評価という整理でア 

  ウトプットできるのではないか。４つの危機と富栄養化など。 

 ・ある分類群を調べても、因果関係はわからないが、サインを読み取ることはできる。 

  ある特定の分類群を入口として、多様なつながりを有機的につなげてゆけるのではな 

  いか。 

 ・生物多様性については GEOSS のようなデータ集約のシステムがない。そのようなシス 

  テムを構築していくことが必要なのではないか。（モニタリング 1000 の枠組みを超え 

  た、より高次の話として。その中にモニタリングサイト 1000 を位置づけていくべき）。 

 ・調査のテーマに沿ったプロットの設定をするべきではないか。現状、個別に体制があ 

  る研究グループの興味・動機に頼っているのではないか。→必要に応じて検討し追加 

  する（20 年度からの高山など） 

       

①生態系変化をより高精度且つ効率的に把握するための調査手法、分析及び評価（体制を

含む）の改善 

サブテーマ 課題 活動方針 

1-1．サイトの適

切な配置 

・調査サイト以外の情報収集    

サイトの追加 ・カモ類の個体数把握のためにはサイト数が足りない。 

・国立公園にサイトがない。 

・毎年度の調査結果について全国規模および 10 区分単位別の比較

解析を可能にするためにはサイトの均等配置が必要。 
サイトの配置の

工夫 ・大半の湖沼では、外来種等、既に人為的な影響がある 

・温暖化把握のためには、南限や北限の両隣を見ないといけない。 

・シギチやウミガメのような生物対象の分野と、干潟や砂浜のような生

態系を対象とする分野が混在していると、抜ける環境がでる危険性が

あるのではないか。 
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サブテーマ 課題 活動方針 

1-2．体制整備 

・評価ワーキングと情報ワーキングは各調査検討会の上位レベルに置

くのがいい。短期的にどういうところを見るべきかを戦略的に考える部

分を各分野検討会の上位に置く必要がある。 
専門 WG の設置

・変化が現れたときにそのことを専門的に議論する別の委員会が必

要。データをどう解析して、どう施策に活かすかを考える委員会。 

・調査結果をどのように評価するか、方法の整理が必要ではないか。

どのような形で調査結果を発表するのか、アウトプットの設計が必要。 
 

 

サブテーマ 課題 活動方針 

1-3．調査設計 

・生物多様性国家戦略の 3 つの危機に応じたモニタリング設計になって

いない。 

・3 つの危機と現

調査設計との関

係を整理 

・他の事業や施

策（戦略的 

モニタリングを含

む）との連携を 

組み込んだ全体

設計 

・戦略的なモニタリングと基盤的なモニタリングの仕分け、研究者による

調査と市民による調査の仕分けが必要。 

・モニ１０００調査ですべてが分かるわけではない。他の調査や政策と

の関連を示すべき。 

・他分野のサイトの調査項目とのすりあわせ  

・他省庁や地方自治体などの既存の利用可能なデータとの連携（河川

水辺調査、都道府県が作成した植生図など）。 
 

 

サブテーマ 課題 活動方針 

1-4．データ精

度 

・調査手法の移行：調査精度向上、調査上の難点の解消、解析が容易

であることなどから、ラインセンサスからスポットセンサスへ移行を図る 

効率的かつ効果

的な 

調査手法の検討

・採集したベントスをどのレベルまで同定すべきか（干潟・アマモ場） 

・現場目視でベントスをどこまでチェックすべきか（アマモ場） 

・写真のみでのベントス同定はどのレベルまで可能か（磯） 

・永久方形枠、データロガー、波圧計の設置数と維持管理（磯・藻場） 

・データの質の管理 → 被度見積り手法の標準化、トレーニング、ワー

クショップ トレーニングの実

施 
・データ精度の保持とデータ管理 

・秋春に個体数が増えないサイトや、秋冬の個体数変化が激しく個体

数最大になる時期の調査ができないサイトでは考慮が必要。 

サイトごとの手法

の微調整 
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サブテーマ 課題 活動方針 

1-5．環境との

関連分析 

・周辺環境や食物量の変化を捉えるための環境調査方法・体制 

調査項目の追加

・減少原因の解明のための調査項目の追加息環境選択など） 

・詳細データの監視 → 種レベルの多様性のモニタリング 

・定点写真の撮影 

・底質の粒度組成の計測は必要か（干潟・アマモ場） 

・植生構造との関係分析 

解析手法の検討

・サイトの環境と合わせた解析手法の検討の必要性 

 

サブテーマ 課題 活動方針 

1-6．気象デー

タの収集 

・気温、地温の観測 
データロガーの

設置 
・砂中温度の計測 

 

サブテーマ 課題 活動方針 

1-7．標本の保

管と活用 

・どのような状態の標本にするか（同定レベル、保存形式）。どこの機関

に収蔵するか。             標本の収集・保

管 ・鳥の調査時に抜け落ちた羽を収集・保管しておくと、将来的に環境変

化の分析に利用できる。 
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②継続可能な調査体制構築 

 モニタリングサイト 1000 の調査員には様々なタイプがある（研究者・NGO・調査経験の

少ない市民など）。そのため目的にあった調査員の確保が必要。 

調査分野間の連携が重要。 

サブテーマ 課題 活動方針 

2-1．調査員確

保とトレーニン

グ 

・調査の研修：調査法の変更に伴う、研修会

の実施（スポットセンサス法および植生調査

法）。また、新しい調査員の確保。 

→現在のコアサイトの調査員を新規調査

のサイトの講習の講師として活躍してもらう。

能力開発 

・調査マニュアル作成、ガイドブック作成。 

 

・データの質の管理 → トレーニング、ワー

クショップ 

・調査範囲・方法などを徹底するための講習

会の必要性 

・調査設計とともに品質保証、調査精度も重

要。調査員そのものがいなくなるということも

ある。第 2 期には調査者育成プログラムのよ

うなものを真面目に考える必要がある。 

・調査技能の習得には時間がかかるものも

ある。 

・調査員の高齢化による新規調査員のリク

ルート 

・調査の継続性（後継者不足）と人材育成 

・既存のモニタリング実施場所や機関が限ら

れる 

・調査員がおらず調査できないサイトがある 

・学生のボランティア調査員は卒業してしま

い、場所を離れてしまうケースもある。（ウミ

ガメ協議会） 

・大学・研究機関などであっても個別のサイ

トでの継続性が危うい。 

リクルートの仕組み作り 

・観察会や交流会を通じた新規勧誘も可能

でないか。 

・会社の研修で調査を行うケースもある。

（ウミガメの例） 

・市民の動機（保全と研究への貢献）と研究

者の動機（研究への直結：論文化）は違うの

で、別個に考えたほうがよい。→データが蓄

積されれば、研究者は注目する。データの

蓄積がない現状でのリクルートが問題にな

る。（研究者へのアピールが必要） 

・大学、大学生を取り込んでいくことができ

ないか。（生態学会などでもモニ 1000 の知

名度は低い） 

 →ベントス学会ではリクルートはうまくいっ

ている。 

魅力・楽しさのアピール（成果の公表） 

・メーリングリストによる最新の情報の共

有。インターネット自然研の HP の中に置い

た情報の共有。 

・環境省の施設・地方環境事務所の活用・

連携。まずは情報の共有、成果の提供。地

方自治体に対しても情報の共有などを進め

るべき（イベントの連絡なども）。 
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サポート体制作り 

・博物館や動物園などの施設との連携。動

物園とフィールドをつなぐ取組（観察会の開

催）。里地分野では博物館が核になってい

るサイトもある。博物館のネットワーク、友の

会を取り込めないか。 

・都道府県レベルの調査との連携も必要。

NORNAC との連携。 

・複数のサイトで関わり合ってサポートでき

るような体制になると望ましい。 

 

 

サブテーマ 課題 活動方針 

2-2．調査意欲

の維持 

・保護施策に結び付くような形で結果のアウ

トプットをしないと調査員のモチベーションを

保ち続けることが難しい。 

成果の効果的な公表（上記 2-1 とも関連） 

・そもそもの調査の位置づけの確認が必要 

・記者発表を効果的に活用するべき 

モニタリング 1000 自体の宣伝 

・知名度をあげていく努力が必要 

・ロゴマーク作成・公募 

・調査の際に腕章があるとよい（里地では作

成済み。サンゴでは旗を作成） 

結果の保全への活用 

・結果の保全への活用ができれば、リクル

ートにも調査意欲の維持にもつながっていく

結果のフィードバック 

・モニタリングサイト 1000 全体の中での個々

の調査の位置づけがわかるような仕組みづ

くり。発表会や他分野との交流など 

・シギチドリ調査者の交流会などは良い例

（新たなリクルートやモチベーションの維持

にも役立つ） 

 

・保護施策への反映と調査員のモチベーショ

ン維持 

・データの保全への活用 → 調査員にとっ

てのインセンティブ 

・成果活用の道筋を示すこと（保全研究など

への活用） 

・ウミガメ調査の場合、調査をしている人たち

は行政に対して不信感がある。また、大学の

研究者に距離感や嫌悪感がある。 

・調査員は、自分がやっているサイトがどの

程度の重要性があるのか、またシギ・チドリ

以外の生物との関係でどう変わっていくのか

が知りたい。 

・せめて環境省に看板を作ってもらえない

か。それだけでも誇りをもってやれる。 

 →屋久島などでは看板設置で知名度があ

がるという効果も 

看板等の設置 

・資金面では、企業などからの協賛を得るこ

とも検討するべき 
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③情報の管理、共有及び発信体制構築 

 

サブテーマ 課題 活動方針 

3-1．データの

帰属、合意形成 

・調査の生データを環境省のサーバに一元化することは各

分野で合意されているのか？ 

  モニタリングは生データが重要で、環境省が必要なときに

見られる状態にしておく必要あり。 

１．調査者→環境省（Biodic）

の段階 

 ・モニ 1000 データと過去デ

ータの区別。 

 ・モニ 1000 データは原則す

べて Biodic で保管。 

 ・過去データは各調査者の

判断で提出。 

２．環境省（Biodic）→公開 

の段階 

①公開の方法、悪用を防ぐた

めのルール作りを行う。 

・誰が公開・非公開を判断す

るのか？ 

・ルールにどこまでの強制力

を持たせられるか。悪用を防

ぐための対策。 

②データの公開・非公開のク

ラス分け 

・データの種類による区分 

   非公開（生）データ 

   申請すれば公開可能な

データ 

   完全公開可能なデータ 

・利用目的による区分。 

・利用者による区分。 

   調査者 

   研究者 

   一般 

３．調査者の動機付け、心

配、達成感、使用権の保証 

・環境省と調査者の間で契約

（使用権などのルール） 

・データが保全政策に活用さ

れる。 

・データの永続性（調査者が

変わってもデータが活かされ

ていくしくみ）。 

・個々のサイトの状態（時系

列的な変化）が分かるような

解析結果を提示。（全国レベ

ルの解析結果だけではなく） 

・近隣のサイトとの連携、情

報交換の機会を作る。 

・データ提出に関するルールと公開に関するルールは全く

別。データ取得者の使用権はあるにしても、その後は全て

環境省が判断するということを、誓約書を取るなどしてまで

伝えておかないと、後々トラブルが起こる。データの帰属と

権利について共通で整理しておく必要がある。 

・環境省はデータ取得者からデータを「借りる」「公開させて

いただく」という姿勢の方がいい。 

 原票の提出を受けるのではなく、そのコピーを環境省で預

かるくらいがいい。 

・いずれにしろ約束ごとをつくらなくてはいけない。情報提供

の契約書の雛形を作っていただいて、それを議論するよう

な形で進めていかないと右往左往してしまう。 

・データの利用・提供に関するルール作り 

・調査者へのデータ利用の優先権について（調査後 3 年間

など）。 

・情報公開とプライオリティーの確保の整合性 

・情報の共有化と提供のための流れの整理 

・アウトプットが何か分かっていれば合意はしやすい。こうい

う形でデータがでて保全にこう役立つ、というイメージがあ

ればあまり問題は生じない。「何に使うか分からないが、と

にかくデータは出してくれ」というのでは調査員も判断が出

来ない。 

・シギ・チドリ調査の検討会でも同じことが議論された。調査

者はどんな使われ方をするのか分からなければ困る。そこ

をきちんと整理しないといけない。 

・コアサイトのように調査データの提出が義務的な場合と、

ボランタリーな市民調査のように提供をお願いする場合は、

分けて議論したほうがよい。 

・ガイドラインを作成する場合に、上位のルール（共通のル

ール）と、各分野や項目ごとのルールを区別しておいたほう

がよい。 

・生物多様性条約においてクリアリングハウスメカニズム整

備の義務があるが、モニタリングサイト 1000 でも対応を考え

る必要がある。 

・データの帰属、提供する・しないを、誰が判断するのか。環

境省と調査請負団体との関係性を議論しておく必要があ

る。 
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サブテーマ 課題 活動方針 

3-2．公開と利用 

・他の分野、研究との連携 

研究への活用 

・調査成果の公表：学会の自由集会等において、第一フェー

ズ（平成 16 年～19 年）の解析結果を公表する機会を作る。

森林性鳥類に関する情報交換会的な要素を加味して実施。 

・成果の保全・研究などへの活用 

・調査した結果はどのような状態で納品・公表するか。 

データの公表方法の検討 

・メタデータの仕様と公開方法の検討 

・データのアイデンティティが問題。環境省と共有すると、あた

かもデータが２つあるように見えてしまうので、同じデータに

は共通のIDを持たせなければならない。帰属が両方にあると

非常に複雑になる。 

・第 1 期調査データの登録 

 

サブテーマ 課題 活動方針 

3-3．希少種等

の保護情報 

・レッドリスト等の改定に合わせて公開情報のスクリーニング

変える必要がある。里地の絶滅危惧種のほとんどが 30 年前

は普通種。ある年の公開情報が、それ以降もそのまま残るの

が心配。 ガイドライン作り 

・産卵情報の公開方法 

 

サブテーマ 課題 活動方針 

3-4．ＤＢ設計と

構築 

・効率的に入力・集計をするためのデータベースの構築 

DB 構造の検討 

・データの標準化のためのガイドライン作り 

・種名（和名・学名）、生活史特性の共通データベース作成。  
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④保全施策との連携 

 

サブテーマ 課題 活動方針 

保全への活用

の 

課題・問題意識 

・データを保全事業へ提供する仕組み作り ・モニ 1000 の枠組みでどこまで実

施するか 

データ収集→解析→問題発見→

対策検討→実施→効果検証 

（前半３つがメイン。後半３つも実

施するが、他主体からのサポート

が必要） 

・誰が提言を行うのか。誰が対策

を立案するのか。 

→Biodic だけではなく研究者や委

員会などのサポートが必要。 

・誰が対策を実施するのか。モニ

1000 のデータを政策に活用するし

くみ。 

 →他省庁・他部局へ情報を提供

するしくみづくり（説明会、行政文

書、現行の委員会へ情報提供な

ど）。 

 →ローカルな問題に対しては、

地方自治体や地元との連携をと

る。 

・実施された対策に対して、モニ

1000 で効果を検証していく。 

・モニ 1000（調査、結果、対策、実

施結果など）を広く宣伝していく

（宣伝そのものが保全につなが

る）。 

・これから悪くなっていくことは分かっているので、今後

どう対処していくのかを具体的に示してもらわないと調

査員には伝わらない。調査員にアナウンスするときには

分かりやすくしてほしい。 

・調査がどう保全に結びつくのか？ フィードバックの形

を見せていくことが環境省としては重要。 

・調査結果をうまく施策に活かしていくことが大事。資料

４の設計図の中に、他の政策とどう関連するかというビ

ジョンを書いたほうがいい。 

・データの活用 → モニタリングから保全のアクション

へ 

リスク評価を踏まえた機敏な対応
・保全施策に関しては、原因が分かるのを待ってからで

は遅すぎる問題も多い。因果関係が十分分かっていな

いうちからリスクに対して対策をとるのだから、工夫が必

要。 

・結果利用の仕方について。現場で保護を考えている人

との関係が一番強いのは県レベル。各地方環境事務所

を通して、自治体レベルで連携をして地域の生物多様

性戦略を考えるというシステムが作れるといい。 

・ローカル（各サイト）な問題への

対策のために、地方自治体や地

元と連携をとるしくみを作る。 

・人為撹乱および移入種問題について、地元行政機関

等と連携して対応する。 

・他省庁・地方自治体・環境省内他部局への情報提供、

交渉、連携。 
 

・モニタリングサイト 1000 の中で、保全課題・保全対策

の優先順位を検討していくのか。 
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⑤国際的枠組みとの連携 

 

サブテーマ 課題 活動方針 

国際的枠組みと

の連携 

・繁殖地・越冬地の情報不足 →海外との連携必要 
国際プログラムとの連絡・調整 

・アジアと連携してモニ 1000 を国

際的に広げていくとりくみ（特に渡

り鳥）。 

 

・詳細データの監視（国際プログラムとの互換性） → 

多様性のモニタリング（種レベルの調査が必要） 

・地球環境変化の把握；渡り鳥の国外の繁殖地・越冬地

との相互比較、分布変化（特に冬鳥） 

・国際サンゴ礁年に対しての環境省からのアピール。 
・「日本のサンゴ礁」冊子の内容

（サンゴの種リスト）のリバイス。 

・条約など国が義務として情報提供しなければいけない

もの、他国とのパートナーシップとして情報提供すべきも

の、研究者や NGO などが独自に行っているもの、など、

それぞれのレベルで連携方法を整理したほうがよい。 

・CBD の CoP10（2010 年）でモニ

1000 の宣伝をする（冊子の作成な

ど）。 

・CBD の 2010 年目標へモニ 1000

から情報提供。 

・CBD 締約国の中で日本がイニシ

アチブをとる。 

 その他 

・国際的なモニ 1000 データの活用

状況を調査者へ知らせる（そのこ

とが励みになる）。 
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Ⅲ 各生態系調査のとりまとめ等 
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Ⅲ 各生態系調査のとりまとめ等 

 

１．データ形式等の整理 

 

 情報システム作業部会のなかで議論され、主なものとしてつぎのような意見があった。 

 

・モニ 1000 だけではなく生物多様性センター全体のデータをどう検索できるのかを考える

必要があり、その視点からの標準化を考えることが重要。 

・位置情報をモニ 1000 を越えたデータベースのなかでどう整備していくか、多様性センタ

ーの考え方を進めていく必要がある。 

・標準化は項目や構造の問題もあるが、種名なども統一する必要がある。 

・学名は変更される。確認作業が必要。また結論が出ていないというものや、図鑑によっ

て名前が違ったりもする。 

・データベース化されていないデータをどう報告するか。写真や、営巣区画の絵などはど

う扱うか。画像データの形式も統一しておかないと困る。 

・先進事例調査によって必要なことが出てくると思う。標準的なものは何なのか、先進国

では何をやっているのかということも共有したほうが良い。 

・国交省などとのデータの交換や同じ規格を使うことなどはないのか。使う人から見れば

環境省でも国交省のデータでも使いたい。 

・各生態系調査からデータを提供していただいて、データベースに入れる段階で、様々な

問題が見えてくる。 

 

 以上のような意見を踏まえ、来年度以降、データベースの先進事例の調査などを進める

とともに、相互に意見を出し合いながら継続して検討を進めることとなった。 

 

２．調査サイトの位置情報の整理等 

 

 各生態系調査の請負者から、平成 20 年１月末時点でのサイトリストが提出された。これ

をとりまとめ、必要と思われる属性情報を付加した。 

 平成 20 年１月末時点でのサイト数は以下のとおりであった。 

 次ページ以降にサイトリストを挙げる 

 

 

 

 

 

森林 草原 里地 水田 ため池 湖沼 河川 干潟 砂浜 サンゴ礁 沿海域 小島嶼 計
森林調査 40 40
陸生鳥類調査 331 67 398
里地調査 12 12
ガンカモ類調査 7 59 4 10
シギ・チドリ類調査 19 1 86 11 2 1 120
ウミガメ調査 41 41
サンゴ礁調査 24 24
海鳥調査 30 30

371 67 12 19 8 59 4 86 52 24 12 31

沿岸域森林域・里域

80

計 745
268477
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県
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イ
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査
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調
査
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イ
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現
地

調
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体

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
団

体
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物
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様

性
保

全
の
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の
国
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区

分

自
然

環
境
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全

地
域

等

国
立

公
園

国
定

公
園

1
雨

竜
4
4
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7
1
4
2
.2

8
1
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森
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0
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1
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1
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0
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湿
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湿
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0
0

4
苫

小
牧

4
2
.7

1
1
4
1
.5

7
1

北
海

道
森

林
森

林
調

査
本

コ
ア

サ
イ

ト
北

海
道

大
学

自
然

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

1
0

0
5

仁
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0
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潟
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岡
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0
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0

0
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0
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0
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0
5
3
9

唐
仁

原
3
1
.4

4
1
3
0
.2

9
4
6

鹿
児

島
県

森
林

陸
生

鳥
類

調
査

一
般

サ
イ

ト
鹿

児
島

県
支

部
日

本
野

鳥
の

会
0

0
0

0
1
0
0
5
4
0

深
耶

馬
溪

3
3
.3

8
1
3
1
.1

9
4
4

大
分

県
森

林
陸

生
鳥

類
調

査
一

般
サ

イ
ト

大
分

県
支

部
日

本
野

鳥
の

会
0

0
0

1
国

定
公

園
第

1
0
0
5
4
1

母
島

3
2
.7

2
1
3
2
.5

7
3
9

高
知

県
森

林
陸

生
鳥

類
調

査
一

般
サ

イ
ト

高
知

県
支

部
日

本
野

鳥
の

会
0

0
1

0
国

立
公

1
0
0
5
4
2

福
岡

西
南

部
3
3
.5

2
1
3
0
.3

7
4
0

福
岡

県
森

林
陸

生
鳥

類
調

査
一

般
サ

イ
ト

福
岡

支
部

日
本

野
鳥

の
会

0
0

0
0

1
0
0
5
4
3

吾
妻

山
3
7
.7

1
1
4
0
.2

5
7

福
島

県
森

林
陸

生
鳥

類
調

査
一

般
サ

イ
ト

福
島

支
部

日
本

野
鳥

の
会

1
0

1
0

国
立

公
園

第
1
0
0
5
4
4

静
岡

東
部

3
4
.9

7
1
3
8
.4

4
2
2

静
岡

県
森

林
陸

生
鳥

類
調

査
一

般
サ

イ
ト

静
岡

支
部

日
本

野
鳥

の
会

0
0

0
0

1
0
0
5
4
5

蕎
麦

粒
山

3
5
.1

5
1
3
8
.0

3
2
2

静
岡

県
森

林
陸

生
鳥

類
調

査
一

般
サ

イ
ト

静
岡

支
部

日
本

野
鳥

の
会

0
0

0
0

1
0
0
5
4
6

和
田

島
3
5
.1

0
1
3
8
.4

0
2
2

静
岡

県
森

林
陸

生
鳥

類
調

査
一

般
サ

イ
ト

静
岡

支
部

日
本

野
鳥

の
会

0
0

0
0

1
0
0
5
4
8

三
瓶

山
東

部
3
5
.1

3
1
3
2
.6

3
3
2

島
根

県
森

林
陸

生
鳥

類
調

査
一

般
サ

イ
ト

個
人

日
本

野
鳥

の
会

1
0

1
0

国
立

公
1
0
0
5
4
9

平
田

3
5
.4

2
1
3
2
.7

5
3
2

島
根

県
森

林
陸

生
鳥

類
調

査
一

般
サ

イ
ト

個
人

日
本

野
鳥

の
会

0
0

0
0

1
0
0
5
5
0

西
郷

3
6
.2

4
1
3
3
.3

3
3
2

島
根

県
森

林
陸

生
鳥

類
調

査
一

般
サ

イ
ト

個
人

日
本

野
鳥

の
会

1
0

0
0

1
0
0
5
5
1

平
良

2
4
.8

1
1
2
5
.3

2
4
7

沖
縄

県
森

林
陸

生
鳥

類
調

査
一

般
サ

イ
ト

個
人

日
本

野
鳥

の
会

0
0

0
0

1
0
0
5
5
2

西
表

大
原

2
4
.2

7
1
2
3
.8

7
4
7

沖
縄

県
森

林
陸

生
鳥

類
調

査
一

般
サ

イ
ト

個
人

日
本

野
鳥

の
会

0
0

0
0

園
特

保
1

1
0

0
1
種

0
1

0
0

3
種

0
0

0
0

0
0

0
0

3
種

0
1

0
1

0
1

0
1

0
1

0
0

1
種

0
1

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
種

0
1

0
0

0
0

0
1

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
種

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

園
海

中
0

0
0

0
0

0
0

0
2
種

0
1

0
1

2
種

0
1

0
1

0
0

0
0

0
1

0
0

0
1

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

2
種

0
1

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
1

0
0

2
種

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

2
種

0
0

0
0

園
特

保
0

0
0

0
0

1
0

0
1
種

0
1

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

園
特

保
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

1
0

1
0

0
0

0

- 45 - 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■
里

地
調

査
注

：各
種

保
護

地
域

の
コ

ー
ド

は
、

サ
イ

ト
が

保
護

地
域

等
に

含
ま

れ
る

場
合

は
1、

含
ま

れ
な

い
場

合
は

0

調
査

別
サ

イ
ト

番
号

調
査

サ
イ

ト
名

緯
度

経
度

都
道

府
県

コ
ー ド

都
道

府
県

生
態

系
タ

イ
プ

調
査

名
称

調
査

サ
イ

ト
タ

イ
プ

現
地

調
査

主
体

S
aC

00
1

宍
塚

の
里

山
－

－
－

－
8

茨
城

県
里

地
里

地
調

査
本

コ
ア

サ
イ

ト
N

P
O

法
人

　
宍

塚
の

自
然

と
歴

史
の

会
日

本

S
aC

00
2

中
池

見
湿

地
－

－
－

－
18

福
井

県
里

地
里

地
調

査
本

コ
ア

サ
イ

ト
N

P
O

法
人

　
ウ

ェ
ッ

ト
ラ

ン
ド

中
池

見
日

本

S
aC

00
3

穂
谷

の
里

山
－

－
－

－
27

大
阪

府
里

地
里

地
調

査
本

コ
ア

サ
イ

ト
(社

)大
阪

自
然

環
境

保
全

協
会

日
本

S
aC

00
4

久
住

草
原

－
－

－
－

44
大

分
県

里
地

里
地

調
査

本
コ

ア
サ

イ
ト

N
P

O
法

人
　

お
お

い
た

生
物

多
様

性
保

全
セ

ン
タ

ー
日

本

S
aC

00
5

天
狗

森
－

－
－

－
6

山
形

県
里

地
里

地
調

査
本

コ
ア

サ
イ

ト
出

羽
三

山
の

自
然

を
守

る
会

日
本

S
aC

00
6

ハ
サ

ン
ベ

ツ
里

山
計

画
地

－
－

－
－

1
北

海
道

里
地

里
地

調
査

本
コ

ア
サ

イ
ト

栗
山

町
ハ

サ
ン

ベ
ツ

里
山

計
画

実
行

委
員

会
日

本

S
aC

00
7

樺
ノ

沢
－

－
－

－
3

岩
手

県
里

地
里

地
調

査
本

コ
ア

サ
イ

ト
N

P
O

法
人

　
里

山
自

然
学

校
は

ず
み

の
里

日
本

S
aC

00
8

た
ね

ほ
さ

ん
の

ハ
ナ

ノ
キ

湿
地

－
－

－
－

20
長

野
県

里
地

里
地

調
査

準
コ

ア
サ

イ
ト

は
な

の
き

友
の

会
日

本

S
aC

00
9

小
清

水
原

生
花

園
－

－
－

－
1

北
海

道
里

地
里

地
調

査
準

コ
ア

サ
イ

ト
N

P
O

法
人

　
グ

ラ
ウ

ン
ド

ワ
ー

ク
こ

し
み

ず
日

本

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
団

体

生
物

多
様

性
保

全
の

た
め

の
国

土
区

分

自
然

環
境

保
全

地
域 等

国
立

公
園

国
定

公
園

国
立

公
園

及
び

国
定

公
園

の
保

護
区

分

国
指

定
鳥

獣
保

護
区

都
道

府
県

指
定

鳥
獣

保
護 区

ラ
ム

サ
ー

ル
条

約
登

録
湿 地

重
要

湿
地

50
0

自
然

保
護

協
会

0
0

0
0

0
1

0
0

自
然

保
護

協
会

0
0

0
0

0
1

0
1

自
然

保
護

協
会

0
0

0
0

0
1

0
0

自
然

保
護

協
会

0
0

1
0

国
立

公
園

普
通

0
0

0
0

自
然

保
護

協
会

0
0

0
0

0
0

0
0

自
然

保
護

協
会

0
0

0
0

0
0

0
0

自
然

保
護

協
会

0
0

0
0

0
0

0
0

自
然

保
護

協
会

0
0

0
0

0
0

0
0

自
然

保
護

協
会

0
0

0
1

国
定

公
園

第
2種

0
0

0
1

S
aC

01
0

黒
谷

の
棚

田
－

－
－

－
28

兵
庫

県
里

地
里

地
調

査
準

コ
ア

サ
イ

ト
N

P
O

法
人

　
ア

ル
フ

ァ
グ

リ
ー

ン
ネ

ッ
ト

日
本

自
然

保
護

協
会

0
0

0
0

0
0

0
0

S
aC

01
1

三
瓶

山
北

の
原

－
－

－
－

32
島

根
県

里
地

里
地

調
査

準
コ

ア
サ

イ
ト

財
団

法
人

　
三

瓶
フ

ィ
ー

ル
ド

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

財
団

日
本

自
然

保
護

協
会

0
0

1
0

国
立

公
園

第
2種

0
1

0
0

S
aC

01
2

漆
の

里
山

－
－

－
－

46
鹿

児
島

県
里

地
里

地
調

査
本

コ
ア

サ
イ

ト
N

P
O

法
人

く
す

の
木

自
然

館
日

本
自

然
保

護
協

会
0

0
0

0
0

0
0

0
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■
ガ

ン
カ

モ
類

調
査

注
：
各

種
保

護
地

域
の

コ
ー

ド
は

、
サ

イ
ト

が
保

護
地

域
等

に
含

ま
れ

る
場

合
は

1
、

含
ま

れ
な

い
場

合
は

0

調
査

別
サ

イ
ト

番
号

調
査

サ
イ

ト
名

緯
度

経
度

都
道

府
県

コ
ー ド

都
道

府
県

生
態

系
タ

イ
プ

調
査

名
称

調
査

サ
イ

ト
タ

イ
プ

現
地

調
査

主
体

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
団

体

生
物

多
様

性
保

全
の

た
め

の
国

土
区

分

自
然

環
境

保
全

地
域

等

国
立

公
園

国
定

公
園

国 公
園

の
保

護

1
大

沼
4
5
.3

8
1
4
1
.7

4
1

北
海

道
湖

沼
ガ

ン
カ

モ
類

調
査

随
意

サ
イ

ト
バ

ー
ド

リ
サ

ー
チ

0
0

0
0

2
ポ

ロ
沼

4
5
.2

8
1
4
2
.2

1
1

北
海

道
湖

沼
ガ

ン
カ

モ
類

調
査

随
意

サ
イ

ト
バ

ー
ド

リ
サ

ー
チ

0
0

0
0

3
猿

骨
沼

4
5
.3

1
1
4
2
.1

9
1

北
海

道
湖

沼
ガ

ン
カ

モ
類

調
査

随
意

サ
イ

ト
バ

ー
ド

リ
サ

ー
チ

0
0

0
0

4
ク

ッ
チ

ャ
ロ

湖
4
5
.1

3
1
4
2
.3

3
1

北
海

道
湖

沼
ガ

ン
カ

モ
類

調
査

コ
ア

サ
イ

ト
バ

ー
ド

リ
サ

ー
チ

1
0

0
0

5
ペ

ン
ケ

沼
4
5
.0

7
1
4
1
.7

1
1

北
海

道
湖

沼
ガ

ン
カ

モ
類

調
査

コ
ア

サ
イ

ト
バ

ー
ド

リ
サ

ー
チ

1
0

1
0

国
立

公
6

兜
沼

4
5
.2

2
1
4
1
.6

9
1

北
海

道
湖

沼
ガ

ン
カ

モ
類

調
査

随
意

サ
イ

ト
バ

ー
ド

リ
サ

ー
チ

0
0

0
0

7
旧

天
塩

川
4
5
.0

0
1
4
1
.8

5
1

北
海

道
湖

沼
ガ

ン
カ

モ
類

調
査

随
意

サ
イ

ト
バ

ー
ド

リ
サ

ー
チ

0
0

0
0

8
コ

ム
ケ

湖
4
4
.2

6
1
4
3
.5

1
1

北
海

道
湖

沼
ガ

ン
カ

モ
類

調
査

コ
ア

サ
イ

ト
バ

ー
ド

リ
サ

ー
チ

0
0

0
0

9
シ

ブ
ノ

ツ
ナ

イ
湖

4
4
.2

5
1
4
3
.5

5
1

北
海

道
湖

沼
ガ

ン
カ

モ
類

調
査

随
意

サ
イ

ト
バ

ー
ド

リ
サ

ー
チ

0
0

0
0

1
0

能
取

湖
4
4
.0

9
1
4
4
.1

6
1

北
海

道
湖

沼
ガ

ン
カ

モ
類

調
査

随
意

サ
イ

ト
バ

ー
ド

リ
サ

ー
チ

0
0

0
1

国
定

公
1
1

濤
沸

湖
4
3
.9

3
1
4
4
.4

0
1

北
海

道
湖

沼
ガ

ン
カ

モ
類

調
査

コ
ア

サ
イ

ト
バ

ー
ド

リ
サ

ー
チ

0
0

0
1

国
定

公
1
2

野
付

湾
4
3
.5

8
1
4
5
.2

7
1

北
海

道
沿

海
域

ガ
ン

カ
モ

類
調

査
コ

ア
サ

イ
ト

バ
ー

ド
リ

サ
ー

チ
0

0
0

0
1
3

風
蓮

湖
4
3
.2

8
1
4
5
.3

9
1

北
海

道
湖

沼
ガ

ン
カ

モ
類

調
査

コ
ア

サ
イ

ト
バ

ー
ド

リ
サ

ー
チ

0
0

0
0

1
4

琵
琶

瀬
湾

4
3
.0

7
1
4
5
.1

1
1

北
海

道
沿

海
域

ガ
ン

カ
モ

類
調

査
随

意
サ

イ
ト

バ
ー

ド
リ

サ
ー

チ
0

0
0

0
1
5

厚
岸

湖
4
3
.0

5
1
4
4
.8

9
1

北
海

道
湖

沼
ガ

ン
カ

モ
類

調
査

コ
ア

サ
イ

ト
バ

ー
ド

リ
サ

ー
チ

0
0

0
0

1
6

シ
ラ

ル
ト

ロ
湖

4
3
.1

7
1
4
4
.4

9
1

北
海

道
湖

沼
ガ

ン
カ

モ
類

調
査

随
意

サ
イ

ト
バ

ー
ド

リ
サ

ー
チ

1
0

1
0

国
立

公
1
7

赤
沼

4
3
.1

1
1
4
4
.3

6
1

北
海

道
湖

沼
ガ

ン
カ

モ
類

調
査

随
意

サ
イ

ト
バ

ー
ド

リ
サ

ー
チ

1
0

1
0

国
立

公
1
8

塘
路

湖
4
3
.1

5
1
4
4
.5

4
1

北
海

道
湖

沼
ガ

ン
カ

モ
類

調
査
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：
各

種
保

護
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ド
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地
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場
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査
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イ
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査
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生
物

多
様

性
保

全
の

た
め

の
国

土
区

分

自
然

環
境

保
全

地
域

等

国
立

公
園

国
定

公
園

1
西

表
島

　
ウ

ブ
浜

2
4
.2

8
1
2
3
.7

5
4
7

沖
縄

県
砂

浜
ウ

ミ
ガ

メ
調

国
立

公
園

及
び

国
定

公
園

の
保

護
区

分

国
指

定
鳥

獣
保

護
区

都
道

府
県

指
定

鳥
獣

保
護

区

ラ
ム

サ
ー

ル
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約
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湿
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-
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ウ
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0
1

0
2

西
表

島
　

サ
ザ

レ
浜

2
4
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縄
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ウ
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縄
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0
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会
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0
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海
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1
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1
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5
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県
砂

浜
ウ

ミ
ガ

メ
調

国
定
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普
通

0
0

0
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-
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ウ
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協
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会
0

0
0

1
2
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3
1
.9

6
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県
砂

浜
ウ
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調

国
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ウ
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岸
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ウ
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0
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岸
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1
3
6
.8

2
2
4

三
重

県
砂

浜
ウ

ミ
ガ

メ
調

国
立

公
園

普
通

0
0

0
0

査
-

日
本

ウ
ミ

ガ
メ

協
議

会
0

0
1

0
3
3

日
出

・
堀

切
海

岸
3
4
.6

7
1
3
7
.0

7
2
3

愛
知

県
砂

浜
ウ

ミ
ガ

メ
調

国
立

公
園

普
通

0
0

0
0

査
-

日
本

ウ
ミ

ガ
メ

協
議

会
0

0
0

1
3
4

赤
羽

根
海

岸
3
4
.6

1
1
3
7
.2

0
2
3

愛
知

県
砂

浜
ウ

ミ
ガ

メ
調

国
定

公
園

普
通

0
0

0
0

査
-

日
本

ウ
ミ

ガ
メ

協
議

会
0

0
0

1
3
5

豊
橋

海
岸

3
4
.6

6
1
3
7
.4

1
2
3

愛
知

県
砂

浜
ウ

ミ
ガ

メ
調

国
定

公
園

普
通

0
0

0
0

査
-

日
本

ウ
ミ

ガ
メ

協
議

会
0

0
0

1
3
6

湖
西

白
須

賀
海

岸
3
4
.6

8
1
3
7
.5

1
2
2

静
岡

県
砂

浜
ウ

ミ
ガ

メ
調

国
定

公
園

普
通

0
0

0
1

査
-

日
本

ウ
ミ

ガ
メ

協
議

会
0

0
0

3
7

御
前

崎
海

岸
3
4
.6

1
1
3
8
.1

9
2
2

静
岡

県
砂

浜
ウ

ミ
ガ

メ
調

0
0

1
0

1
査

-
日

本
ウ

ミ
ガ

メ
協

議
会

0
0

0
3
8

相
良

海
岸

3
4
.6

9
1
3
8
.2

1
2
2

静
岡

県
砂

浜
ウ

ミ
ガ

メ
調

0
0

1
0

0
査

-
日

本
ウ

ミ
ガ

メ
協

議
会

0
0

0
3
9

小
笠

原
父

島
　

初
寝

浦
2
7
.0

8
1
4
2
.2

3
1
3

東
京

都
砂

浜
ウ

ミ
ガ

メ
調

0
0

0
0

1
査

-
日

本
ウ

ミ
ガ

メ
協

議
会

0
0

1
0

4
0

小
笠

原
父

島
　

北
初

寝
浦

2
7
.0

8
1
4
2
.2

2
1
3

東
京

都
砂

浜
ウ

ミ
ガ

メ
調

国
立

公
園

普
通

1
1

0
1

査
-

日
本

ウ
ミ

ガ
メ

協
議

会
0

0
1

0
4
1

小
笠

原
南

島
2
7
.0

4
1
4
2
.1

8
1
3

東
京

都
砂

浜
ウ

ミ
ガ

メ
調

国
立

公
園

特
保

1
1

0
1

査
-

日
本

ウ
ミ

ガ
メ

協
議

会
0

0
1

0
国

立
公

園
特

保
1

1
0

1
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■
サ

ン
ゴ

礁
調

査
注

：
各

種
保

護
地

域
の

コ
ー

ド
は

、
サ

イ
ト

が
保

護
地

域
等

に
含

ま
れ

る
場

合
は

1、
含

ま
れ

な
い

場
合

は
0

調
査

別
サ

イ
ト

番
号

調
査

サ
イ

ト
名

緯
度

経
度

都
道

府
県

コ
ー ド

都
道

府
県

生
態

系
タ

イ
プ

調
査

名
称

調
査

サ
イ

ト
タ

イ
プ

現
地

調
査

主
体

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
団

体

生
物

多
様

性
保

全
の

た
め

の
国

土
区

分

自
然

環
境

保
全

地
域

等

1
屋

久
島

周
辺

海
域

3
0.

26
13

0.
41

46
鹿

児
島

県
サ

ン
ゴ

礁
サ

ン
ゴ

礁
調

-
自

然
環

境
研

究
セ

ン
タ

ー

2
小

宝
島

周
辺

海
域

2
9.

22
12

9.
33

46
鹿

児
島

県
サ

ン
ゴ

礁
サ

ン
ゴ

礁
調

-
自

然
環

境
研

究
セ

ン
タ

ー

3
奄

美
大

島
　

瀬
戸

内
周

辺
海

域
2
8.

14
12

9.
31

46
鹿

児
島

県
サ

ン
ゴ

礁
サ

ン
ゴ

礁
調

-
自

然
環

境
研

究
セ

ン
タ

ー

4
東

村
～

奥
海

域
2
6.

78
12

8.
33

47
沖

縄
県

サ
ン

ゴ
礁

サ
ン

ゴ
礁

調
-

自
然

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

5
恩

納
村

～
残

波
岬

海
域

2
6.

50
12

7.
84

47
沖

縄
県

サ
ン

ゴ
礁

サ
ン

ゴ
礁

調
-

自
然

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

6
水

納
島

・伊
是

名
島

・
伊

平
屋

島
海

国
立

公
園

国
定

公
園

国
立

公
園

及
び

国
定

公
園

の
保

護
区

分

国
指

定
鳥

獣
保

護
区

都
道

府
県

指
定

鳥
獣

保
護 区

ラ
ム

サ
ー

ル
条

約
登

録
湿 地

重
要

湿
地

50
0

0
0

1
0

国
立

公
園

海
中

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
1

国
定

公
園

普
通

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

国
定

公
園

普
通

0
0

0
0

域
2
6.

65
12

7.
81

47
沖

縄
県

サ
ン

ゴ
礁

サ
ン

ゴ
礁

調
-

自
然

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

7
慶

良
間

諸
島

中
心

海
域

（阿
嘉

島
、

2
6.

19
12

7.
29

47
沖

縄
県

サ
ン

ゴ
礁

サ
ン

ゴ
礁

調
-

自
然

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

8
大

東
諸

島
2
5.

87
13

1.
25

47
沖

縄
県

サ
ン

ゴ
礁

サ
ン

ゴ
礁

調
-

自
然

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

9
宮

古
島

周
辺

海
域

2
4.

93
12

5.
24

47
沖

縄
県

サ
ン

ゴ
礁

サ
ン

ゴ
礁

調
-

自
然

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

1
0

八
重

干
瀬

2
5.

03
12

5.
26

47
沖

縄
県

サ
ン

ゴ
礁

サ
ン

ゴ
礁

調
-

自
然

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

1
1

平
久

保
崎

～
宮

良
湾

2
4.

49
12

4.
28

47
沖

縄
県

サ
ン

ゴ
礁

サ
ン

ゴ
礁

調
-

自
然

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

1
2

川
平

～
大

崎
海

域
2
4.

45
12

4.
09

47
沖

縄
県

サ
ン

ゴ
礁

サ
ン

ゴ
礁

調
-

自
然

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

1
3

小
浜

島
周

辺
海

域
2
4.

34
12

3.
99

47
沖

縄
県

サ
ン

ゴ
礁

サ
ン

ゴ
礁

調
-

自
然

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

1
4

カ
タ

グ
ァ

ー
周

辺
海

域
2
4.

30
12

4.
08

47
沖

縄
県

サ
ン

ゴ
礁

サ
ン

ゴ
礁

調
-

自
然

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

1
5

シ
モ

ビ
シ

～
仲

間
崎

沖
海

域
2
4.

27
12

3.
91

47
沖

縄
県

サ
ン

ゴ
礁

サ
ン

ゴ
礁

調
-

自
然

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

1
6

黒
島

～
新

城
島

海
域

2
4.

23
12

3.
97

47
沖

縄
県

サ
ン

ゴ
礁

サ
ン

ゴ
礁

調
-

自
然

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

1
7

崎
山

湾
（西

表
島

西
部

）
周

辺
海

域
2
4.

32
12

3.
68

47
沖

縄
県

サ
ン

ゴ
礁

サ
ン

ゴ
礁

調
-

自
然

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

1
8

小
笠

原
父

島
周

辺
海

域
2
7.

08
14

2.
19

13
東

京
都

サ
ン

ゴ
礁

サ
ン

ゴ
礁

調
-

自
然

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

1
9

館
山

3
4.

98
13

9.
75

12
千

葉
県

サ
ン

ゴ
礁

サ
ン

ゴ
礁

調
-

自
然

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

2
0

壱
岐

周
辺

3
3.

75
12

9.
67

42
長

崎
県

サ
ン

ゴ
礁

サ
ン

ゴ
礁

調
-

自
然

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

2
1

串
本

周
辺

3
3.

48
13

5.
74

30
和

歌
山

県
サ

ン
ゴ

礁
サ

ン
ゴ

礁
調

-
自

然
環

境
研

究
セ

ン
タ

ー

2
2

四
国

西
岸

（宇
和

海
～

足
摺

岬
）

3
2.

78
13

2.
86

38
高

知
県

、
愛

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
1

0
0

0
1

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

1
0

国
立

公
園

普
通

0
0

0
0

0
0

1
0

国
立

公
園

普
通

0
0

0
0

0
0

1
0

国
立

公
園

普
通

0
0

0
1

0
0

1
0

国
立

公
園

普
通

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

1
0

国
立

公
園

普
通

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

1
0

国
立

公
園

普
通

0
0

0
1

0
0

0
1

国
定

公
園

普
通

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

国
立

公
園

海
中

0
0

0
1

媛サ
ン

ゴ
礁

サ
ン

ゴ
礁

調
-

自
然

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

2
3

鹿
児

島
県

南
部

海
域

3
0.

99
13

0.
66

46
鹿

児
島

県
サ

ン
ゴ

礁
サ

ン
ゴ

礁
調

-
自

然
環

境
研

究
セ

ン
タ

ー

0
0

1
0

国
立

公
園

海
中

0
1

0
0

0
0

1
0

国
立

公
園

普
通

0
0

0
0

2
4

天
草

周
辺

3
2.

34
12

9.
98

43
熊

本
県

サ
ン

ゴ
礁

サ
ン

ゴ
礁

調
-

自
然

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

0
0

1
0

国
立

公
園

普
通

0
0

0
0
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■
海

鳥
調

査
注

：各
種

保
護

地
域

の
コ

ー
ド

は
、

サ
イ

ト
が

保
護

地
域

等
に

含
ま

れ
る

場
合

は
1、

含
ま

れ
な

い
場

合
は

0

調
査

別
サ

イ
ト

番
号

調
査

サ
イ

ト
名

緯
度

経
度

都
道

府
県

コ
ー ド

都
道

府
県

生
態

系
タ

イ
プ

調
査

名
称

調
査

サ
イ

ト
タ

イ
プ

現
地

調
査

主
体

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
団

体

生
物

多
様

性
保

全
の

た
め

の
国

土
区

分

自
然

環
境

保
全

地
域

等

1
渡

島
大

島
－

－
－

－
1

北
海

道
小

島
嶼

海
鳥

調
査

-
山

階
鳥

類
研

究
所

2
大

黒
島

－
－

－
－

1
北

海
道

小
島

嶼
海

鳥
調

査
-

山
階

鳥
類

研
究

所
3

ユ
ル

リ
島

・
モ

ユ
ル

リ
島

－
－

－
－

1
北

海
道

小
島

嶼
海

鳥
調

査
-

山
階

鳥
類

研
究

所
4

天
売

島
－

－
－

－
1

北
海

道
小

島
嶼

海
鳥

調
査

-
山

階
鳥

類
研

究
所

5
知

床
半

島
－

－
－

－
1

北
海

道
小

島
嶼

海
鳥

調
査

-
山

階
鳥

類
研

究
所

1
0

6
蕪

島
－

－
－

－
2

青
森

県
小

島
嶼

海
鳥

調
査

-
山

階
鳥

類
研

究
所

7
弁

天
島

（東
通

村
）

－
－

－
－

2
青

森
県

小
島

嶼
海

鳥
調

査
-

山
階

鳥
類

研
究

所
8

三
貫

島
－

－
－

－
3

岩
手

県
小

島
嶼

海
鳥

調
査

-
山

階
鳥

類
研

究
所

0
0

9
日

出
島

－
－

－
－

3
岩

手
県

小
島

嶼
海

鳥
調

査
-

山
階

鳥
類

研
究

所
0

0
10

足
島

－
－

－
－

4
宮

城
県

小
島

嶼
海

鳥
調

査
-

山
階

鳥
類

研
究

所
0

0
11

飛
島

・御
積

島
－

－
－

－
6

山
形

県
小

島
嶼

海
鳥

調
査

-
山

階
鳥

類
研

究
所

12
聟

島
列

島
－

－
－

－
1
3

東
京

都
小

島
嶼

海
鳥

調
査

-
山

階
鳥

類
研

究
所

13
鳥

島
－

－
－

－
13

東
京

都
小

島
嶼

海
鳥

調
査

-
山

階
鳥

類
研

究
所

14
神

津
島

－
－

－
－

13
東

京
都

小
島

嶼
海

鳥
調

査
-

山
階

鳥
類

研
究

所
14

御
蔵

島
－

－
－

－
13

東
京

都
小

島
嶼

海
鳥

調
査

-
山

階
鳥

類
研

究
所

14
八

丈
島

－
－

－
－

13
東

京
都

小
島

嶼
海

鳥
調

査
-

山
階

鳥
類

研
究

所
15

冠
島

・沓
島

－
－

－
－

26
京

都
府

小
島

嶼
海

鳥
調

査
-

山
階

鳥
類

研
究

所
16

経
島

－
－

－
－

32
島

根
県

小
島

嶼
海

鳥
調

査
-

山
階

鳥
類

研
究

所
17

隠
岐

諸
島

－
－

－
－

3
2

島
根

県
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３．河川水辺の国勢調査の調査地点位置情報等の整理 

 

 陸水域作業部会の参考資料とするため、国土交通省が実施する河川水辺の国勢調査（河

川版、ダム湖版）の調査地点の位置情報について GIS データ（Shape 形式）を作成した。 

 データは、同調査で実施されている６項目の生物調査、すなわち、植物調査、両生類・

爬虫類・哺乳類調査、鳥類調査、魚介類調査、底生動物調査、陸上昆虫類等調査について

とりまとめた。 

 それぞれのレコード数（延べ調査地点数）は、以下のとおりである。 

   植  物：675,110 レコード 

   両 爬 哺： 60,660 レコード 

   鳥  類：578,640 レコード 

   魚 介 類：116,726 レコード 

   底生動物：431,216 レコード 

   陸上昆虫：850,473 レコード 

 

 次ページに、表示例を示す。 
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図３－１ 調査地点位置図の表示例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－２ 属性情報の表示例 
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Ⅳ 陸水域における調査の企画立案等 
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Ⅳ 陸水域における調査の企画立案等 

 

１．作業部会における検討結果 

 

（１）調査対象環境 

 

 陸水域には湖沼や河川、湿原、ため池から地下水、雪氷などさまざまな要素が含まれる。

このうち、生物群集による物質循環系をもつ陸水生態系として主なものは河川、湖沼、ダ

ム湖、ため池、湿原、河口やその周辺の湿地（干潟など）がある。これらの中には既に大

規模な調査が実施されているものや、既にモニタリングサイト 1000 の別分野の調査が実施

されているものも含まれる。 

 そこで、以下にそれぞれについて既存調査の実施状況やモニタリングサイト 1000 の別分

野調査との切り分けについて整理し、モニタリングサイト 1000 陸水域分野で見るべき環境

の抽出を行った。 

 

河川：国土交通省が河川水辺の国勢調査で多項目の生物調査を実施しているなど、統一手

法で行われている全国規模の既存調査があり、必要に応じてデータの利用が可能。モニ

タリングサイト 1000 別分野調査は未実施。 

湖沼：ILEC（国際湖沼環境委員会）や GEMS/Water（地球環境監視システム/陸水監視プログ

ラム）全国規模でのモニタリングネットワークが存在するが、調査項目は物理環境が主

で生物調査はほとんど含まれない。モニタリングサイト 1000 ではガンカモ類のみ調査実

施中。 

ダム湖：国土交通省が河川水辺の国勢調査で多項目の生物調査を実施しているなど、統一

手法で行われている全国規模の既存調査があり、必要に応じてデータの利用が可能。モ

ニタリングサイト 1000 別分野調査は未実施。 

ため池：全国的な既存調査は無い。モニタリングサイト 1000 の別分野調査との整理では、

里地分野に含まれる。 

湿原：全国的な既存調査は無い。モニタリングサイト 1000 の別分野調査は未実施。 

河口（干潟）：かつて、自然環境保全基礎調査の浅海域生態系調査において全国的な調査

が実施された。この調査は既に終了しているが、調査内容や箇所数を縮小したうえでモ

ニタリングサイト 1000 の沿岸域調査での実施を検討中。 

 

 以上よりモニタリングサイト 1000 陸水域分野では、既存の生物調査データが乏しくかつ

モニタリングサイト 1000 の別分野調査においても調査が行われていない、湖沼と湿原を調

査対象環境とすることとした。 
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（２）調査サイト候補地 

 

 調査サイトの選定にあたっては「重要湿地 500」を基にした。重要湿地 500 とは、環境省

が生物多様性保全上重要な湿地として 500 箇所を選定したものである。 

 

 １）淡水湖沼 

 重要湿地 500 から、その属性に「湖沼」が含まれるものを抽出し、明らかに干潟や湿原

であるものおよび人口湖沼を取り除き、生物の特異な分布のある湖沼を追加して淡水湖沼

のサイト候補地リストを作成した。重要湿地 500 はその性質上、1箇所に複数の湖沼が含ま

れる場合もあるため、その場合は次の手順により１つの湖沼を抽出して候補地とした。 

①選定理由により多くの生物群が含まれるものを選定する。 

②選定理由となる生物群が同数の場合は、より面積の大きい湖沼を選定する。 

 作成されたリストを基に、主に調査実施体制の有無や地理的均等配置の観点より以下の

17 湖沼を淡水湖沼のサイト候補地として選定した（図４－１）。 

 

・摩周湖      （北海道）  北緯 43°35′東経 144°33′ 

・釧路湿原湖沼（北海道）  北緯 43°9′ 東経 144°33′ ※塘路湖の座標 

・阿寒湖      （北海道）  北緯 43°27′東経 144°6′ 

・支笏湖      （北海道）  北緯 42°45′東経 141°20′ 

・大沼        （北海道）  北緯 42°0′ 東経 140°41′ 

・宇曽利山湖  （青森県）  北緯 41°19′東経 141°5′ 

・伊豆沼      （宮城県）  北緯 38°43′東経 141°6′ 

・猪苗代湖    （福島県）  北緯 37°28′東経 140°6′ 

・尾瀬沼      （群馬県）  北緯 36°56′東経 139°18′ 

・霞ケ浦      （茨城県）  北緯 36°2′ 東経 140°24′ 

・山中湖      （山梨県）  北緯 35°25′東経 138°52′ 

・木崎湖      （長野県）  北緯 36°33′東経 137°50′ 

・諏訪湖      （長野県）  北緯 36°3′ 東経 138°5′ 

・琵琶湖      （滋賀県）  北緯 35°15′東経 136°5′ 

・多鯰ケ池    （鳥取県）  北緯 35°32′東経 134°14′ 

・上江津湖    （熊本県）  北緯 32°47′東経 130°44′ 

・池田湖      （鹿児島県） 北緯 31°14′東経 130°34′ 

 

 ２）汽水湖沼 

 重要湿地 500 から、その属性に「湖沼」が含まれるものを抽出し、明らかに干潟や湿原

であるものおよび人口湖沼を取り除き、生物の特異な分布のある湖沼を追加して汽水湖沼

のサイト候補地リストを作成した。重要湿地 500 はその性質上、1箇所に複数の湖沼が含ま

れる場合もあるため、その場合は次の手順により１つの湖沼を抽出して候補地とした。 

①選定理由により多くの生物群が含まれるものを選定する。 

②選定理由となる生物群が同数の場合は、より面積の大きい湖沼を選定する。 
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 作成されたリストを基に、主に調査実施体制の有無や地理的均等配置の観点より以下の 8

湖沼を汽水湖沼のサイト候補地として選定した（図４－１）。 

 

・能取湖      （北海道） 北緯 44°3′ 東経 144°9′ 

・厚岸湖      （北海道） 北緯 43°3′ 東経 144°54′ 

・小川原湖    （青森県） 北緯 40°47′東経 141°20′ 

・十三湖      （青森県） 北緯 41°1′ 東経 140°22′ 

・涸沼        （茨城県） 北緯 36°17′東経 140°30′ 

・三方五湖    （福井県） 北緯 35°35′東経 135°53′ 

・浜名湖      （静岡県） 北緯 34°45′東経 137°35′ 

・中海・宍道湖（島根県） 北緯 35°27′東経 133°4′ 

 

 ３）湿原 

 重要湿地 500 を基に、地球温暖化などの影響が現れやすいとの観点から、その属性に「高

層湿原」が含まれるものを抽出し、生物の特異な分布のある湿原を追加して湿原のサイト

候補地リストを作成した。候補地は下記の 49 箇所の湿原である（図４－２）。 

 湿原のサイト候補地に関してはまだ十分な絞込みができておらず、湿原の専門家の意見

を取り入れた上で 5～10 箇所程度まで絞り込んでゆく必要がある。 

 

・サロベツ原野                   (北海道)              北緯 45°5′ 東経 141°42′ 

・松山湿原・ピヤシリ湿原         (北海道)              北緯 44°30′東経 142°36′ 

・知床半島山稜湿原               (北海道)              北緯 44°2′ 東経 145°5′ 

・標津湿原                       (北海道)              北緯 43°39′東経 145°6′ 

・根室湿原群                     (北海道)              北緯 43°20′東経 145°39′ 

・ユルリ島湿原                   (北海道)              北緯 43°13′東経 145°36′ 

・霧多布湿原・幌戸湿原およびその地先 (北海道)             北緯 43°4′ 東経 145°3′ 

・別寒辺牛湿原                   (北海道)              北緯 43°10′東経 144°50′ 

・釧路湿原                       (北海道)              北緯 43°9′ 東経 144°24′ 

・浮島湿原                       (北海道)              北緯 43°56′東経 142°58′ 

・大雪山系トムラウシ山周辺湿原群 (北海道)              北緯 43°34′東経 142°54′ 

・雨竜沼湿原                     (北海道)              北緯 43°42′東経 141°36′ 

・原始ヶ原湿原                   (北海道)              北緯 43°22′東経 142°38′ 

・美唄湿原                       (北海道)              北緯 43°20′東経 141°49′ 

・月ヶ湖湿原                     (北海道)              北緯 43°18′東経 141°37′ 

・後志山地湿原群                 (北海道)              北緯 42°53′東経 141°7′ 

・ニセコ連山の湿原               (北海道)              北緯 42°54′東経 140°36′ 

・歌才湿原                       (北海道)              北緯 42°38′東経 140°21′ 

・八甲田山湿原群                 (青森県)              北緯 40°40′東経 140°52′ 

・八幡平周辺湿原群          (岩手県、秋田県)      北緯 39°57′東経 140°52′ 

・南八幡平山稜湿原群             (岩手県､ 秋田県)      北緯 39°48′東経 140°52′ 

・栗駒山湿原群                   (岩手県､宮城県､秋田県)北緯 38°58′東経 140°47′ 

・蔵王山周辺湿原群               (宮城県､山形県)       北緯 38°9′ 東経 140°26′ 

・苔沼                           (秋田県)              北緯 39°1′ 東経 140°38′ 
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・加田喜沼                      (秋田県)              北緯 39°27′東経 140°10′ 

・虎毛山湿地                     (秋田県)              北緯 38°54′東経 140°37′ 

・鳥海山湿原群                  (秋田県､山形県)       北緯 39°6′ 東経 140°3′ 

・月山・湯殿山湿原群             (山形県)              北緯 38°32′東経 140°2′ 

・朝日連峰湿原群                 (山形県)              北緯 38°15′東経 139°55′ 

・吾妻山周辺湿原群               (山形県､福島県)       北緯 37°44′東経 140°9′ 

・雄国沼湿原                     (福島県)              北緯 37°37′東経 140°0′ 

・矢の原湿原                     (福島県)              北緯 37°18′東経 139°37′ 

・田代山湿原                     (福島県)              北緯 36°58′東経 139°29′ 

・尾瀬ヶ原・尾瀬沼               (福島県､群馬県､新潟県)北緯 36°56′東経 139°14′ 

・会津駒ケ岳周辺湿原群           (福島県)              北緯 37°3′ 東経 139°21′ 

・湯の湖・戦場ヶ原・小田代ヶ原湿原 (栃木県)             北緯 36°47′東経 139°26′ 

・草津周辺湿原群                 (群馬県)              北緯 36°39′東経 138°33′ 

・利根川源流山稜高層湿原群       (群馬県、新潟県)      北緯 37°0′ 東経 139°10′ 

・大峰沼湿原                     (群馬県)              北緯 36°43′東経 138°57′ 

・仙石原湿原                     (神奈川県)            北緯 35°16′東経 139°1′ 

・苗場山周辺湿原                 (新潟県､長野県)       北緯 36°51′東経 138°41′ 

・霧ケ峰湿原群                   (長野県)              北緯 36°6′ 東経 138°12′ 

・志賀高原周辺湿原群             (長野県)              北緯 36°42′東経 138°31′ 

・乗鞍岳湿原                     (長野県)              北緯 36°6′ 東経 137°37′ 

・天生湿原                       (岐阜県)              北緯 36°15′東経 136°58′ 

・八丁平湿原                     (京都府)              北緯 35°14′東経 135°50′ 

・大フケ湿原およびその周辺湿地   (京都府)              北緯 35°39′東経 135°11′ 

・小田の池                       (大分県)              北緯 33°12′東経 131°18′ 

・屋久島花之江河周辺             (鹿児島県)            北緯 30°19′東経 130°31′ 
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図４－１ 湖沼のサイト候補地 
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図４－２ 湿原のサイト候補地 
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２．調査要領案 

  

（１）湖沼（淡水湖沼、汽水湖沼） 

 

 湖沼においては、①生物の生息環境としての植生、②高次消費者としての魚類、③生物

生産の基礎となる植物プランクトンの 3 項目を調査項目とする。各項目の調査内容（案）

は以下のとおり。 

 １）植生 

 a. 湖辺植生の広がりの把握 

 衛星写真や航空写真等の既存情報を収集する。また、一般市民でも可能な方法として、

ある程度の高さから植生を見渡せる場所もしくは湖辺の定点からの写真撮影もあわせて行

う。 

 b. 生育状況の把握 

 湖岸から垂直方向（沖合い方向）へのライントランゼクト調査により、種組成や植生の

高さなどを記録する。 

 ２）魚類 

 a. 魚種、量の変化の把握 

 漁業が行われている場合は、漁獲統計資料を整理することにより魚種や量の変化を記録

する。 

 b. 各サイト共通種による環境変化の検知 

 全国的に分布し、漁獲や放流の対象となっていない魚種を選び（例：ウグイ）、一定の

方法（ウグイの場合は、産卵期の遡上個体を投網で捕獲など）で捕獲する。捕獲された個

体の体長組成などを調べる。 

 ３）植物プランクトン 

 a. クロロフィル a量の測定 

 植物プランクトン量の指標としてクロロフィル a量を測定する。 

 b. サンプルの保存 

 将来何か変化が生じた時など、種組成を調べる必要が生じた時のために、植物プランク

トンのサンプルを保管する。サンプルは可能な限り一定の方法で採集する。 

 

（２）湿原 

 

 湿原においては調査そのものが生態系に対しての大きな撹乱要因となりうるため、調査

は可能な限りリモートな手法を用いて行う。 

 １）面積の変化 

 ラジコンヘリやバルーンなどを用いて、湿原の上空からの写真撮影を行う。写真判読に
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より、湿原の開放水面面積や植生帯の面積を把握する。 

 ２）生物調査 

 a. 植生調査 

 立ち入りによる撹乱を避けるため、木道が設置されている場所に限り、木道からのライ

ントランゼクト調査を行う。また、1m 四方程度の調査枠を設置して定点写真を撮影し、こ

れによって種組成の変化を見る。 

 b. その他 

 湿原においては専門家や調査実施団体などが常駐している場所がほとんど無い。しかし、

一方で湿原を訪れる一般の愛好家は少なくないと考えられる。よって、一般の愛好家でも

可能な調査項目として、植物の開花時期などの調査も取り入れる。 

 

（３）調査実施体制 

 

 淡水湖沼および汽水湖沼のサイト候補地である 25 湖沼において、現地で調査実施団体と

なりうる調査研究機関や団体の有無や過去に調査研究を行った事のある機関の有無等を調

べた。また、魚類調査における漁獲統計資料利用の観点から、当該湖沼での漁業活動の有

無を調べた。あわせて公共用水域水質データの有無および近傍のアメダス観測点での観測

項目を示した（表４－１）。 

  

表４－１ 湖沼の候補地における調査体制等の状況 

○淡水湖沼 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施体制の状況 漁業 アメダス観測点

湖沼名 研究機関 ※1 NPO・団体 ※2 備考 漁業活動 備考 地点名 観測項目

1 － 摩周湖 △ ×

地球環境観測システム（GEMS）のベースラインステーショ
ンであり、生物調査ではないが国立環境研究所と北見工
業大学が水質データをとっている。環境省が以前ウチダ
ザリガニの生息状況調査をおこなっている。調査の担い
手となりうる環境団体などは見当たらない。

× ×
川湯(カワユ)
標高： 158 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間 積雪深

2 30
釧路湿原湖沼群
（※塘路湖の例）

△ △

国立環境研究所や北海道環境科学研究センターが過去
に環境調査をしている。また環境省が自然再生事業で環
境調査を実施した。施設は塘路湖エコミュージアムセン
ターがあるが、研究機関ではない。釧路湿原自然再生協
議会関係の団体は複数あるので、簡単な調査の担い手
はある。

○ ×
塘路(トウロ)
標高： 25 m

降水量

3 32 阿寒湖 △ △

北海道環境科学研究センターがかつて1次生産や物理環
境の調査をおこなったことがある。阿寒湖エコミュージア
ムセンターあり。センター内にあるマリモ研究室が水生植
物を主とした調査を実施している。簡単な調査の担い手
にはなりうる。水環境ではないが阿寒国際ツルセンターも
ある。

○ ○
阿寒湖畔(アカ
ンコハン)
標高： 430 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間 積雪深

4 － 支笏湖 △ △

以前、千歳サケのふるさと館と北海道大学が共同で外来
魚類の影響調査を行っている。施設は支笏湖ビジターセ
ンターがあり、自然観察会などを行っている。環境系団体
はいくつかあるが、調査能力は不明。

×
漁業権はある
が、ほとんど
が遊漁

○
支笏湖半(シコ
ツコハン)
標高： 290 m

気温・降水量・
風向風速・日照
時間

5 58 大沼 △ △

近年、北海道教育大がNPOと共同で水質調査を行ったこ
とがある。環境NPOは複数あるが、調査実績は不明。施
設としては道森林管理局の駒ケ岳・大沼森林環境保全ふ
れあいセンターがあるが、主に対象は森林。

○ ○
大沼(オオヌマ)
標高： 165 m

降水量 積雪深

6 67 宇曽利山湖 △ ×
酸性環境に適応したウグイの研究は行われているが、環
境調査のようなものは見当たらない。NPOなどの団体も
見あたらない。

× ×
湯野川(ユノカ
ワ)
標高： 162 m

降水量

7 87 伊豆沼 ○ ○

宮城県内水面水産試験場がバス駆除と魚類調査を実施
している。また、現地組織としては伊豆沼・内沼環境保護
財団があり、環境調査を実施している。環境NPOも複数
ある。

○ ○
築館(ツキダテ)
標高： 25 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間

8 121 猪苗代湖 ○ ○

福島県環境センターが水質調査を実施している。福島県
が猪苗代・裏磐梯湖沼水環境保全対策推進協議会を立
ち上げていて、この助成事業でいくつかの団体が水質調
査などを実施している。

○ ○
猪苗代(イナワ
シロ)
標高： 522 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間 積雪深

9 127 尾瀬沼 △ ○

福島県が水質調査を実施。群馬県立尾瀬高校が水質や
植物などの調査を行っている。尾瀬沼尾瀬保護財団が2
つのビジターセンターを置いており、数名の自然観察指導
員がいるが水環境よりは陸上。

×

漁業権はある
が漁はほとん
ど行っていな
い

○
片品(カタシナ)
標高： 868 m
（ただし、遠い）

降水量

通し
番号

重要
湿地
番号

公共用水域
水質データ
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○淡水湖沼（つづき） 

実施体制の状況 漁業 アメダス観測点

湖沼名 研究機関 ※1 NPO・団体 ※2 備考 漁業活動 備考 地点名 観測項目

10 130 霞ヶ浦 ○ ○

JaLTERコアサイト。国立環境研究所がモニタリングを実
施。霞ヶ浦環境科学センターも水質やプランクトンの調査
を実施。地球環境観測システム（GEMS）のトレンドステー
ションでもある。アサザ基金などの環境NPOもいくつかあ
る 県内水面水産試験場も調査実施

○ ○
土浦(ツチウラ)
標高： 26 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間

11 193 山中湖 △ ○
山梨県の機関である水産技術センターが近辺にあり、過
去に生物調査をおこなっている。県の活動団体では富士
北麓生態系調査会が過去に調査を実施している。

×
ほとんどが遊
漁

○
山中(ヤマナカ)
標高： 992 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間

12 195 木崎湖 △ ×
特に見当たらない。信州大学山地水環境教育研究セン
ターが木崎湖観測ステーションを持っているが、詳細は不
明。

×
ほとんどが遊
漁

○
大町(オオマチ)
標高： 784 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間 積雪深

13 － 諏訪湖 ○ △
信州大学山地環境教育研究センターがあり、水質モニタ
リングの他、さまざまな調査を実施している。環境活動団
体も複数あるが、調査能力は不明。

○ ○
諏訪(スワ)
標高： 760 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間 積雪深
湿度 気圧

14 256 琵琶湖 ○ ○
滋賀県琵琶湖環境科学センターが様々な調査を実施して
いるほか、様々な主体が調査を実施している。環境系
NPOも多数ある。

○ ○
彦根(ヒコネ)
標高： 87 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間 積雪深
湿度 気圧

15 298 多鯰ヶ池 × × 特に見当たらない。 ×
少なくとも大
規模な活動は
ない

×
湖山(コヤマ：鳥
取空港)
標高： 15 m

気温 降水量
風向 風速

16 385 上江津湖 △ ○

かつて九州東海大学が地下水環境の調査を行っていた。
江津湖研究会という大学や高校の教員が所属する団体
がある。この他環境団体が複数ある。また、過去に九州
電力が生物や水質の調査を行っている。

○ ×
熊本(クマモト)
標高： 38 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間 湿度
気圧

17 － 池田湖 × △
水質や水利に関する調査は行われているが、近年の生
物調査は見当たらない。環境団体はあるが、調査能力は
不明。

×
区画漁業権
のみ（養殖の
み）

○
指宿(イブスキ)
標高： 5 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間

通し
番号

重要
湿地
番号

公共用水域
水質データ

 

 

○汽水湖沼 
実施体制の状況 漁業

湖沼名 研究機関 ※1 NPO・団体 ※2 備考 漁業活動 地点名 観測項目

1 12 能取湖 ○ ×
東京農大の臨海研究センターがあり、水質やプランクトン
の調査を実施している。NPOなどの団体は見当たらない。

○ ○
常呂(トコロ)
標高： 4 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間

2 27 厚岸湖 ○ △

北海道大学の臨海実験所があり、厚岸湖の生態系に関
する様々な調査を行っている。この他にも、施設は環境省
の（厚岸町運営）厚岸水鳥観察館があり普及啓発活動を
おこなっているほか、研究助成もおこなっている。植樹活
動をしている漁業者中心の地元活動団体があるが、調査
能力は不明。

○ ○
太田(オオタ)
標高： 85 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間 積雪深

3 64 十三湖 △ ×
過去に青森県水産総合研究センターがシジミの資源調査
をおこなっている。団体は特に見当たらない。

○ ×
六ケ所(ロッカ
ショ)
標高： 80 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間

4 69 小川原湖 △ ○

過去に東京工業大学がシジミの生息環境調査をおこなっ
ている。地元の河川事務所が生物調査を実施したり、官
民で環境を考えるネットワークを構築したりしている。環境
系NPOもいくつかある。国土交通省の総合観測所がある
（クロロフィルaを含む15項目の自動観測）。

○ ○
市浦(シウラ)
標高： 20 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間

5 129 涸沼 ○ ×

平成15年くらいまでは茨城大学と茨城県が共同で環境保
全･活用のWGをつくり水質や生物の調査を実施していた
が、現在は不明。霞ヶ浦環境科学センターが水質やプラ
ンクトン調査を行っている。少し離れるが、施設としては
霞ヶ浦環境科学センターがある。

○ ○
水戸(ミト)
標高： 29 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間 積雪深
湿度 気圧

6 222 水月湖 ○ ×

県が水質や生物などの情報をまとめて公開している。福
井県自然保護センターが近年水草の調査を行っている。
信州大学の研究室が湖沼堆積物中の細菌類の調査をお
こなっている。環境系NPOは見当たらない。

○ ○
美浜(ミハマ)
標高： 10 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間

7 242 浜名湖 ○ △

東京大学の水産実験所と県水産試験場があり、水質や
底生生物の調査などが行われているが、生物相調査の
ようなものは見当たらない。浜名湖を対象とする研究者の
集まりがある。NPOはあるが調査系ではなさそう。

○ ○
三ヶ日(ミッカビ)
標高： 2 m

降水量

8 300 中海・宍道湖 ○ △

JaLTERコアサイト。島根大学汽水域研究センターがモニ
タリングを実施。島根県も水質調査や市民参加型環境調
査を行っている。一部で鳥取県栽培漁業センターも調査
を行っている。NPOもいくつかあるが調査能力は不明。

○ ○

松江(マツエ)
標高： 17 m
境(サカイ)
標高： 2 m
米子(ヨナゴ)
標高： 6 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間 積雪深
湿度 気圧

通し
番号

重
要

公共用水域
水質データ

アメダス観測点

 
※1 研究機関（都道府県の機関を含む） 

○：現在何らかの環境調査を実施している機関が近辺にある。
△：過去に何らかの環境調査を実施した機関がある。
×：特に見当たらない。 

 

 
※2 NPO・団体等

 ○：調査能力を持った環境系 NPO・団体等がある。
△：調査能力は不明だが、環境系 NPO・団体等がある。
×：特に見当たらず。  
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Ⅴ ニュースレターの作成 
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Ⅴ ニュースレターの作成 

 

 各地で調査に携わってくださっている調査員の方々に「モニタリングサイト１０００」

の全体の状況をお知らせし、調査員の方々の調査参加意欲の維持、向上につなげるために、

ニュースレターを 5,000 部作成、各調査団体を通じて配布した。 

 今回は、前述した２月 29 日・３月１日開催のワークショップの紹介を内容とした。 
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Ⅵ 自動観測システムの導入・実用化のための試験 
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Ⅵ 自動観測システムの導入・実用化のための試験 

 

 フィールドにおいて長期間にわたって物理環境の計測及び動植物のモニタリングを行う

システムを「モニタリングサイト 1000」に導入するため、つぎの機器を購入し、森林調査

サイトの一つである北海道大学苫小牧研究林において、実用化を検討するための試験を実

施した。 

【購入機器】 

 株式会社 イーラボ・エクスペリエンス製 フィールドサーバーⅣ ３６０度カメラ版 

 ・日射量センサー、気温センサー、湿度センサー、土壌温度センサーを標準装備 

 ・メッシュネットを構築可能な、無線 LAN ルーターを搭載 

 ・全方位撮影可能な 22 倍ズームオートフォーカスカメラを搭載 

 ・アナログポート×8ch (4ch 内部)、デジタルイン×4ch、デジアルアウト×4ch、 

  シリアルポート×2(1chVAISALA 気象センサ専用、1ch 汎用、同時使用不可)、 

  Rs232c×1、LAN ポート×１ 

 

１．試験の概要 

 

設置場所：北海道大学苫小牧研究林 

 森林観測塔 屋上 （地上 30.87m） 

 フィールドサーバ（以下 FS）：地上 32.4m 

 ウェザートランスミッターWXT510 VAISALA 社（以

下 VAISALA 気象計）：地上 32.5m 

試験時の環境条件： 

気温 -17.1℃ ～ 14℃ 

湿度 19.7 ～ 98.2% 

風速  最大瞬間風速 19m/秒 

試験協力：日浦勉、奥山悟、奥田篤志、田中夕美子

（北海道大学苫小牧研究林） 

測定間隔：毎分～5分 

図６－１ フィールドサーバーの設置状況 測定期間：2007 年 12 月 19 日～2008 年 1 月 8 日 

 2008 年 1 月 10 日～2月 12 日、3月 18 日～4月 7日 

測定項目： 

FS:気温、土壌温度（注）、相対湿度、日射量、画像 

VAISALA 気象計:気温、相対湿度、風速、風向、降雨量、降雹量 

データ記録：USB メモリースティックに記録させた。 

 注：FS を建物の屋上に設置したため、土壌の温度は計測していない。 
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２．結果 

 

（１）システム稼動の安定性 

 

気温-17.1℃-14℃、湿度 19.7％～98.7%のもとで、稼動を確認した。しかし、3回の連続

測定期間中、3 回記録が停止していることがあった（1 月 13 日 2 時 16 分、2 月 1 日 5 時 4

分、3 月 22 日 12 時 55 分）。原因は不明である。発見時には、電源が入っており、電源を

入れなおすとデータの記録が再開されたことから、停電による記録停止ではないと考えら

れる。また USB メモリースティックの空き容量は発見時に十分あったため、空き容量がな

くなったためでもない。さらに、3月 22 日 12 時 55 分の気温は 10.6℃であり、低温による

サーバーダウンでもないと考えられる。 

 

（２）気象観測の精度について 

 

 １）気温 

 

 FS の気温センサーでは-7℃以下は計測できなかった（図６－２左）。また、FS で計測し

た気温は、VAISALA 気象計の気温よりも 1～5℃高く計測された。VAISALA 気象計で計測した

一時間平均気温は、苫小牧研究林が計測している地上 19m での気温（一時間ごとの瞬間値）

とほぼ等しかった（図６－２右）。このことから、FS の気温は、実際の気温よりも高く計

測されているものと推定された。 
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（左）、VAISALA 気象計の気温と地上 19m で 1 時間ごとに計測された気温（右）. 

図 6-2.測器間の計測値の差.VAISALA 気象計とフィールドサーバによって測定された気温 
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そこで、3月 16 日により低温域を計測できる気温センサーに交換した。その後－7℃以下

に気温が低下しなかったため、新センサーの測定可能範囲については不明のままである。 

新しいセンサーの測定精度については、交換前センサーと同様、FS で計測した気温は

VAISALA 気象計の気温よりも 0.5～6.1℃高く計測された（図 3、５）。日平均気温では、例

えば３月２０日では約２℃の差となった。その差は一定ではなく、特に日中の気温が上昇

するときに大きくなる傾向がみられた（図６－３）。 
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記録停止

図 6-3.新しい気温センサーに交換した後のフィールドサーバで計測した気温と VAISALA 気

象計で計測した気温.（3 月 22 日 12 時 55 分に記録が停止した.） 

FS と VAISALA 気象計の気温とどちらが実気温に近いのかを調べた。アスマン乾湿計で計

測した気温と VAISALA 気象計の気温はほぼ等しく、FS の気温は４℃高かった（図６－４）。

このことから、FS の気温は実気温よりも高く計測されているといえる。 

FS で計測した気温の値は、補正値を用いることで実気温に直せるのかを検討した。

VAISALA の気温を FS の気温(Tfs)、相対湿度(RHfs)、日射量(Rfs)を用いて重回帰分析を行

ったところ、FS の気温、相対湿度、日射量、および日射量と相対湿度の交互作用を含むモ

デルが選択された。 

T＝0.7781Tfs－0.02417RHfs+0.0007899Rfs - 0.0000768*RHfs*Rfs＋0.6953 

 （R2 = 0.98, P < 0.001） 

 FS の気温のみの単回帰式の決定係数（R２=0.95）よりも決定係数は高くなった。このこと

から、FS で計測される気温には湿度や日射量が影響を与えている可能性が示唆される。し

かし、このモデルから求められる気温でも実気温とは、最大で±2.7℃の差があった（図６

－５）。 
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 ２）湿度 

 

 湿度に関しては、気温センサー交換前は FS での湿度と VAISALA の湿度は最大で 17％の差

が見られたものの、ほぼ１：１関係が見られた（図 6-6、7 上）。しかしセンサー交換後は

VAISALA の湿度のほうが FS よりも 0－25％高くなった。原因は特定できていない。 
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アスマン乾湿計による気温（℃）

気
温

（
℃

）

VAISALA
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図 6-4.アスマン乾湿計による気温とフィール

ドサーバ、VAISALA 気象計による気温.3 月

18 日 11：30－12：39（風速 0.5－2.9m/秒）実

施. 

図 6-5.VAISALA 気象計による気温に対するフィール

ドサーバーによる気温（灰色）と、フィールドサーバー

による気温、湿度、日射量をいれた回帰式から推定

した気温（黒）. 
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図 6-6．FS と VAISALA 気象計で計測した

相対湿度 

12 月 19 日～1 月 25 日に毎分計測した. 

赤い実線は回帰式（FSの相対湿度＝1.03

＊VAISALA 気象計の相対湿度－2.63）、

赤い破線は 1：1を示す. 
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図 6-8 日射量（出力電圧）の変化. 
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図 6-7.フィールドサーバで計測した相対湿度（黒線）と VAISALA 気象計で計測した相対湿

度（灰色線）.２月１日に記録が停止した.気温センサー交換後、FS の湿度と VAISALA

の湿度の差が大きくなった. 

 

 

 

 

 ３）日射量 

 

 日射量は太陽光発電パネルの出力電圧を計測しており、相対値な傾向を示す値である。

天候を反映していた。 

 

 

曇り 快晴 晴れのち曇

3 月 20 日 曇っているた

め樽前山が見えない（FS

による画像） 

3 月 21 日 樽前山が明瞭に見

える（FS による画像） 
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 ４）画像 

 

 画像は、JPEG 形式（1280×960 もしくは 640×480 ピクセル、40－120KB）で撮影可能で

ある。天候の変化、積雪・融雪を捉えることができた。オートフォーカスの場合、風、被

写体の状態などによって、ピントが合わないこともあった。これはまた、カメラ移動直後

に記録が行われた場合も、不明瞭な画像が得られた。測定間隔を長く設定すると（たとえ

ば同一地点を 2 時間に 1 回撮影）、ピントの合わない画像のみが撮影されてしまうことも

ある。こうした問題は、カメラの移動設定と記録タイミングの設定を工夫することである

程度改善される。 

 またカメラが収納されているアクリル板に光が反射したり、水滴がつく、鳥の糞がつく

ために、画像に影響がでることもあった。 

 特に光の反射は、晴天時太陽の方向を撮影する場合に必ず生じる。画像を解析する場合

には問題となると思われる。また、今回は数ヶ月の設置試験であったため、アクリル板の

耐光性については検討できなかった。 

 

1 月 23 日から 25 日の様子 

 1 月 23 日  1 月 25 日快晴 

 

 

 

 

 

 1 月 24 日積雪 
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360 度パノラマ写真

（12 枚の画像をつな

げた） 

1 月 22 日 積雪前（上） 

1 月 25 日 積雪後（下） 



 

遠景（かすむ） 遠景（明瞭） 

 ① ②

 

② 
① 

④ 
③ 

④

③ 

同一地点でも、ぼやける

ことがある。 
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画像に影響がでる例 

FS のアクリル板にカメラが反射する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雨天はアクリル板についた水滴にピントが

合ってしまうこともある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥の糞がアクリル板につく。 
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■モニタリングサイト 1000 推進検討会 配布資料 
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資料１－１．モニタリングサイト１０００実施概要と課題整理 

 
１．目標 
 わが国の代表的生態系の状態を把握し、継続的にモニタリングすることで、種の減少、
生態系の劣化など、自然環境の異変をいち早く捉え、適切な自然環境保全施策に貢献 

 
２．実施状況 
平成 15 年度に開始、これまでの実施内容は下記の通り。 

① 全国の生態系の状態の変化を把握するため、森林、里地、陸水域（湖沼、湿原等）、沿
岸域（砂浜、磯、藻場、干潟、サンゴ礁）、小島嶼などの生態系に、地形、気候区分等
を考慮し、合計 1000 箇所程度を目処に調査サイトを設置。平成 18 年度末現在 700 カ
所余り設置 

② 各生態系において重要な機能を果たす指標生物群を定量的に評価することで生態系機
能の変化を把握 

③ 研究者、地域の専門家、NPO 等とネットワークを構築し、その協力により継続的な長期
にわたるデータを収集 

④ 収集した情報を生物多様性センターでデータベースとして蓄積・管理し、毎年報告書
を作成 

⑤ 解析結果は、種や生態系の保全、自然再生、持続可能な資源利用の実現等の自然環境
保全施策に幅広く活用されるよう、関係機関に情報提供するとともに、HP 等を通じて
広く公開 

⑥ アジア水鳥センサス(AWC)へのシギ・チドリ及びガンカモ類調査結果のデータ提供（国
際連携） 

 
３．今後の実施課題 
(1)第１期（H15〜H19 年度）＝短期的作業目標 
 サイト設置と調査手法の検討  
・里地一般サイト設置（公募による調査地募集：150 カ所程度） 
・陸水域及び沿岸域の調査地設定、調査項目及び手法確定 

 
(2)第２期以降（H20 年度〜）＝中長期的作業目標 
① 生態系変化をより高精度且つ効率的に把握するための調査手法、分析及び評価（体制

を含む）の改善 
 ・地球温暖化の生態系への影響を定量的に把握 
 ・収集したデータの迅速且つ適切な分析・評価 
② 継続可能な調査体制構築 

市民参加型調査（里地、シギ・チドリ、ガンカモ調査）の結果発表会、ワークショップ
等開催による調査継続へのインセンティブ向上 

③  情報共有及び発信体制構築 
・第１期調査成果集作成印刷：各分野及び総合評価集の印刷（H20） 
・モニタリングサイト１０００データベースシステム構築 
・調査員、調査団体及びセンター間の情報ネットワークにより生態系に影響する情報を

即時に収集。速報、Web 等を通じて関係者間で共有、一般及び関係機関に対し情報提
供 

④ 国際的枠組みとの連携 
・全球地球観測システム（GEOSS）、地球規模生物多様性情報機構（GBIF）との連携及び

データ提供 
・CBD CoP10 に向けた取り組み（H21-H22）：成果アピールのための英文冊子印刷、シン

ポジウム等開催 
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■モニタリングサイト 1000 推進検討会 配布資料 

調査サイト 主要調査項目 調査主体 備考

カテゴリ
2007年3
月現在

2007年度
予定

コアサイト
（毎年調査）

①植生概況調査
②毎木調査
③落葉落枝調査
④地上徘徊性甲虫類調査
⑤陸生鳥類調査

16 2 研究者

準コアサイト
（５年毎に調査）

①植生概況調査
②毎木調査
③陸生鳥類調査

19 4 研究者

一般サイト
（５年毎に調査）

①植生概況調査
②陸生鳥類調査

385 42 市民調査員

コアサイト ①人為的インパクト調査
②草本植物調査
③水環境調査
④指標動物調査

14 5 市民調査員

一般サイト コアサイトの9調査の中から１
調査

150 市民調査員 調査内容、実施方針、公募基
準等条件を決定し、公募型で
調査サイト募集

コアサイト 検討中 30 検討中 H19年度中に
・サイト選定
・調査項目及び手法決定

一般サイト ①植生概況調査
②ガンカモ類調査

80 市民調査員

砂浜 ①海浜概況調査（面積、植生、
砂粒度組成）
②ウミガメ産卵上陸状況調査
③後背地植生調査

41 市民調査員

磯 検討中 10 検討中 H19年度中に
・サイト選定
・調査項目及び手法決定

コアサイト 検討中 10 検討中 同上

一般サイト ①干潟概況調査
②シギ・チドリ調査

121 市民調査員

アマモ
場

検討中 10 検討中 H19年度中に
・サイト選定
・調査項目及び手法決定

海藻藻
場

検討中 10 検討中 同上

サンゴ
礁

①概況調査（底質、底質中懸
濁物含有量の計測）
②サンゴ被度、生育型、オニヒ
トデ個体数調査等

24 研究者

島嶼の
うち小
島嶼

①植生概況調査
②全生息鳥種調査
③対象種調査

28 研究者

728 273

719

陸
域

海
域

陸
水
域

里地

湖沼
湿原

重複箇所を除く合計（暫定値・今後精査が必要）

資料１－２　モニタリングサイト1000　調査項目及びサイト設置状況

分野

森林

干潟

合　　　　　計

海
域

沿
岸
・
浅
海
域

サイト数
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モニタリングサイト1000実施のための
全体枠組みと運営体制

２．全体の枠組み

自然環境保全基礎調査

全国の自然環境の現状を面的・
網羅的に把握

モニタリングサイト1000

生態系の状態変化を定点で対象を
絞って定量的に把握

生態系サービス（ミレニアム生態系評価）

生物多様性の状態の評価（地球規模生物
多様性概況）

◆生態系タイプごとに調査サイトを全国に均等配置

◆生態系変化を定量的に把握するための調査方法、分析及び評価手法の確立

◆持続可能な調査体制を構築

◆調査結果を自然環境保全施策に活用

◆調査結果の関係者間での共有化を促進し、一般に広く情報提供

資料３

適切な自然環境保全施策

（種・生態系保全、自然再生、保護区設定等）

上位目標

我が国の生態系の状態を長期的かつ定量的にモニタリングし、その異変をいち
早く検出し、自然環境保全施策に資する。

自然環境の状態とその変化の総合的把握

１．モニタリングサイト１０００の位置づけ

下位目標
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 ３．平成２０年度運営体制案

モニ1000推進委員会

森
林
調
査
検
討
会

里
地
調
査
検
討
会

陸
生
鳥
類
調
査
検
討
会

ガ
ン
カ
モ
類
調
査
検
討
会

サ
ン
ゴ
礁
調
査
検
討
会

ウ
ミ
ガ
メ
調
査
検
討
会

沿
岸
域
調
査
検
討
会

海
鳥
類
調
査
検
討
会

シ
ギ
・チ
ド
リ
類
調
査
検
討
会

陸
水
域
調
査
検
討
会

情報WG

●個別の調査検討会
各生態系タイプの調査について、調査手法やサイトの配置、
課題の検討、データの解析手法、調査体制等を検討。

●モニ1000推進委員会
モニ1000の事業の総合評価を行い、改善方策を検討。
調査結果、運営状況等を含む事業全体を評価。
生態系タイプを超えて、客観的な評価を実施。

＃：平成20年度より作業部会から昇格予定
＊：平成20年度より設置予定
今後、必要に応じて、陸域、陸水域、海域、鳥類等を対象とした合同
の検討会開催も検討。

＊

環境省

計画・実施

＊##

#
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生態系変化を定量的に把握するための調査設計

資料４

地球環境と生態系（武田・占部編）より

鳥類
高次消費者、

種子散布者、渡り鳥

地表徘徊性
甲虫類

高次消費者

モニ1000森林調査の事例

国民の共有財産としての
生態系サービスの変化

評価体系が未確立

生態系機能（物質循環・エネルギー流）の変化

詳細測定は労力・費用的に不可能

生態系機能の指標（重要な生物機能群や物理化学的変量）の変化

調査対象

重要な機能群とは・・・
①各生態系内で重要な機能を担い、他の多くの生物の

現存量に影響を与えている生物群
（生態系エンジニア、優占種、キーストーン種、送粉者、種子散布者等）

②生態系間を移動し、生態系をつなぐ機能をもつ生物群
（渡りや回遊をする生物）

このような視点で指標生物群を検討していく。

樹木
優占する生産者、
生態系エンジニア
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 調査設計

生態系A

① 指標生物群の定量的把握

課 題： 指標生物群の選定、生物の同定、定量化、統計処理

② 異変の検出
課 題： 自然変動から外れる基準は？

③ 異変の原因の特定
課 題： 温暖化指標など最低限の物理化学要因の測定

④ 生態系機能への影響評価
課 題： 新たな知見の収集・蓄積

指標生物群a

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②異変

自然の変動幅

異変

③異変の原因 ④生態系機能への影響

異変の原因の特定及び生態系
への影響評価のための研究者
との連携

適切な自然環境保全施策

①自然の変動

特定 評価検出

定量的把握
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環境省 一般
行政

研究者

入力完了

整理整頓

請負者調査員

精度管理

原票データ
（調査実施中）

一般公開可能な

原票データ

データ入力

現地調査

原票データ
【年度確定版】

報告書

原票
（紙媒体） 原票

（紙媒体）

原則として調査原票
に含まれる情報を
すべて入力

各種データ処理の効率
化やデータ利用の利便
性向上のため、データ
の標準化が必要

原則としてHP掲載
可能な仕様で作成

スクリーニング

閲覧希望者への開示

一般公開

ＨＰ掲載、国会図書館への納本など

一般公開

現地調査を依頼の際
データの取扱いについて
調査員の承諾が必要

調査実施されて
いる間に原票
データを共有す
る場合、特別の
ルールが必要

資料５－１ 情報の共有化と提供のためのフロー

情報共有 情報共有 実施状況の把握
インセンティブ
の向上やネット
ワーク化の促進

開示の可否を判断
（規定に基づく）

非公開の
原票データ

抽出

集計・解析

報告書等の作成

ＨＰ掲載、GBIF登録など

納品

納品

納品

原票データ
【年度確定版】

速報・ニューレター
Webコンテンツ

速報・ニューレター
Webコンテンツ

報告書
非公開版報告書は
必要に応じて作成

納品

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

メタデータを核とした
情報提供基盤の整備

JaLTERなど他の
ネットワークとの
互換性を備えた
データ仕様

メタデータ 一般公開

メタデータによる
原票データの検索

※1

※4

※2

※6

※5

※3
※7

yes

閲覧

閲覧

検索

閲覧

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題 今年度の対策 来年度以降の計画

※1
調査員に対し、提出したデータをどのように取り扱うの
かについて具体的に説明していない。

-
現地調査を依頼する際に、データをどのように取り
扱うのか説明し、必要な場合、承諾を得る。

※2
環境省に原票が保管されていない。
（18年度までは、原票を納品することを業務仕様で定め
ていない。）

-
各請負者に対し、過年度の原票について提供を依
頼する予定。
業務仕様において原票の納品を明記する。

※3
原票データの様式について標準化がなされていない。
（標準化の具体的対象：、各種コード、種リスト、調査日
時、調査サイトの基本情報など。）

-

メタデータ仕様、ＧＢＩＦ登録の検討と合わせ、原票
データを標準化するための検討を進める。
データ様式を標準化するためのガイドラインを作成
し、それにしたがい過年度の原票データをコンバー
トする。

※4
環境省に原票データが保管されていない。
（18年度までは、原票データを納品することを業務仕様
で定めていない。）

業務仕様において原票データの納品を明
記。
各請負者に対し、過年度の原票データにつ
いて提供を依頼する予定。

業務仕様において原票データの納品を明記。（継
続）

※5
原票データのうち一般公開可能な範囲が定まっておら
ず、スクリーニングができない。

一部の調査分野において、一般公開可能な
範囲を検討中。

一般公開可能な範囲を検討し、スクリーニングを可
能にする。

※6 メタデータの仕様について検討されていない。 -
メタデータについて、ＪａＬＴＥＲの情報管理委員会と
調整を図りつつ、データ仕様を固める。

※7 報告書をＨＰに掲載していない。 -
ＨＰ掲載にむけて報告書の公開基準を検討し、そ
れに従って報告書を作成する。

資料５－２　情報の共有化と提供のための留意点
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日時：平成１９年１２月２１日（金） 

場所：自然環境研究センター9階会議室  

 
■検討委員から全体及び各調査への質問及びコメント 
○多様性センターの HP やパンフレットには具体的な内容が掲載されていない。今回の検

討会の資料等は公開したらどうか。 
○調査がどのように保全に結びつくのか、調査に関わっている方々へのフィードバックが重要。 
○生物多様性モニタリングでは写真が重要である。定点写真は市民にも出来て分かりやす

く、データとしても有効である。 
○国立公園内のサイトがないようであるが、シカの食害で壊滅的になっている公園もある。自然保護

官事務所があるならは、継続的に写真を撮るなどの作業ができるため、サイトを設けてはどうか。 
○調査の生データを環境省のサーバに一元化することは、各分野で合意されているのか。 

モニタリングは生データが重要である。関係者の合意を得て、環境省が必要な時に生デ

ータが見られる状態にしておかなければならない。 
○南限や北限に注目することは温暖化の影響の把握にとって重要であるが、具体的な動き

を判断するためには、その両隣を見なければならない。 
○陸水域などのサイト設定の際に、他のデータとの重なりを考えて設計していくと良いの

ではないか。他分野のサイトとのすりあわせなども考えていくべきである。 
○標本の扱いを検討する必要がある。将来、技術がどのように進歩するか分からないため、

標本は残しておきたい。残しておくと 100 年後へのプレゼントになる。 
 
■第２期モニタリングの方向性・改善点の検討 
①モニタリングサイト 1000 全体枠組み及び運営体制の検討 
○資料３の上位目標に不満がある。すでに異変は顕在化しており、生物多様性国家戦略で

も課題とした３つの危機に応じたモニタリング設計になっていない。 
○シギ・チドリ調査の場合は 1970 年代から調査している人が多く、既に干潟が危機的であ

ることは熟知している。上位目標を漠然と書いても実際に調査している人には伝わらな

い。調査員にアナウンスするときにはもっと分かりやすくしてほしい。 
○モニタリングすることだけでなく、対策に結びつけることが最大の目的であると思うが、

変化の原因を追究するためには、自然再生事業や国立公園施策等の他の事業や施策と結

びつけていく必要がある。また、環境省だけでなく自治体や他省庁の事業とも結び付け

ていけるよう考えていく必要があると認識している。 
○結果を保全に活かすためには、どういった点に着目して解析するのかについて、今の段
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階から目標を持って考えていくことが必要。５年ごとの解析には、仮説でも良いので、

具体的な着眼点が必要。解析の視点を分野ごとに考えておく必要がある。 
○評価ワーキンググループと情報ワーキンググループを各調査検討会の上位レベルに置い

てはどうか。短期的に、どういったところを見るべきかを戦略的に考える部分を、各分

野検討会の上位に置く必要がある。 
 
②生態系変化を定量的に把握するための調査設計及び手法の改善 
○資料４は具体性がない。すでに顕在化している異変に対する戦略的なモニタリングと、

100 年間続ける基盤的なモニタリングの二本立てにすべき。 
○森林調査ではターゲットを絞ることについて既に議論した。予算規模や人的資源も考慮

しながら、予想されない変化も含めて、ある程度のことが把握できる設計になっている。 
○調査設計とともに調査精度も重要。また、調査員の育成も重要。第２期には調査者育成

プログラムのようなものを真面目に考える必要がある。今開始しなければ、100 年続か

ない。設計がいくら立派でも、調査員がいなければ調査を継続することは厳しい。 
○森林調査のようにステーションがあって研究者がいるところと、里地調査のように市民

に依拠しているものが混在している。両者の調査設計について整理すべき。研究者がい

るところは精度を確保する。市民が関わるところは市民にとってのデータの意味がはっ

きりしている必要がある。この二つは仕分けした方が良い。また、100 年継続していく

ために、インフラ整備や市民への支援などをしていく必要がある。 
○調査の継続が厳しいサイトもあり、後継者の育成等について、現場ではこの状況を何と

かしなければならないと考えている。 
 
③情報の共有化及び提供の改善 
○調査者が情報を環境省に渡すときのルールと、環境省が情報を公開するときのルールを

分けて整理する必要がある。調査者のデータ使用権はあるにしても、その後は全て環境

省が判断するということを伝えておく必要がある。 
○人や請負団体によって調査データが出たり出なかったりすることがないように、統一し

た考え方で進められれば良い。 
○調査マニュアルで書かれているもの以外のデータは、提出しなくても良い。調査者とあ

る種の契約のようなものを結んで納得していただいた上でデータを受け取れば良いので

はないか。マニュアルさえ決めておけば、何年経っても同じ質のデータが出てくる。 
○森林調査の場合、調査者は基本的に研究者で、モニタリングサイト 1000 以外の調査も国

の予算で実施していることが多い。税金で実施している調査であるため、いずれの形で

あれ公開すべきと認識している。 
○いずれにしろ約束ごとをつくらなくてはいけない。情報提供の契約書の雛形を作り、そ

れを議論するような形で進めてはどうか。                  以上 
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資料１ 

モニタリングサイト１０００について 

 

１．目標 

 わが国の代表的生態系の状態を把握し、継続的にモニタリングすることで、種の減少、

生態系の劣化など、自然環境の異変をいち早く捉え、適切な生物多様性保全施策に貢献 

 

２．実施状況 

平成 15 年度に開始、これまでの実施内容は下記の通り。 

⑦ 全国の生態系の状態の変化を把握していくため、森林、里地、陸水域（湖沼、湿原等）、

沿岸域（砂浜、磯、藻場、干潟、サンゴ礁）、小島嶼などの生態系タイプごとに、全国

の生態的な地域区分を考慮しながら、合計 1000 箇所程度を目安として、順次調査サイ

トを配置。 

⑧ 研究者、地域の専門家、NPO 等とネットワークを構築し、その協力により継続的な長期

にわたるデータを収集。 

⑨ 収集された情報を生物多様性センターにおいて蓄積・管理し、毎年報告書として取りま

とめるとともに５年ごとに総合解析を実施。 

⑩ 解析結果は、種や生態系の保全、自然再生、持続可能な資源利用の実現等の生物多様性

保全施策に幅広く活用されるよう、ホームページ等を通じて広く公開。 

 

３．今後の計画 

(1)短期的作業目標（〜H19 年度） 

① サイト追加設置（森林及び里地） 

② 里地一般サイト設置及び調査内容確定（公募による調査地募集：150 カ所程度） 

③ 陸水域及び沿岸域（干潟、藻場及び岩礁海岸）の調査地設定、調査項目及び手法確定 

 

(2)中長期的作業目標（H20 年度〜） 

⑤ 第１フェーズ成果集等印刷 

・分野毎の成果集作成及び全分野統合成果集の印刷（H20） 

・調査要領集の整備（H20） 

⑥ CBD CoP10 に向けた取り組み 

成果の整理と発表のための英語版冊子印刷、シンポジウム等の開催（H21-H22） 

⑦ 継続可能な調査体制構築 

里地、シギ・チドリ、ガンカモ調査等市民参加型調査の結果発表会、ワークショップ等

開催による調査継続へのインセンティブ向上 

④ 結果公表・情報発信体制構築 

 【報告書作成と公表】 

毎年調査結果を分析、整理し報告書作成、ウエブで公表 

 【最新情報の収集と発信】 

・モニタリングサイト１０００データベースシステム構築 

・調査員、調査団体及び多様性センター間の情報ネットワークにより生態系に影響する情

報を即時に収集し、Web 等を通じて一般、関係機関に対し情報提供 
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資料１ 

 

 

 
調査サイト 主要調査項目 備考

カテゴリ
2007年2月

現在
2007年度

予定

コアサイト
（毎年調査）

①植生概況調査
②毎木調査
③落葉落枝調査
④地上徘徊性甲虫類調査
⑤陸生鳥類調査

16 1

準コアサイト
（５年毎に調査）

①植生概況調査
②毎木調査
③陸生鳥類調査

17 6

一般サイト
（５年毎に調査）

①植生概況調査
②陸生鳥類調査

385 42

コアサイト ①土地利用の変遷調査
②植物相調査
③水環境調査
④指標動物調査

14 5

一般サイト 調査項目未定 150 H19年度に調査内容、実施方針、公募
基準等条件を決定し、公募型で調査サ
イト募集

コアサイト 調査項目未定 30

一般サイト ①植生概況調査
②ガンカモ類調査

80

砂浜 ①海浜概況調査（面積、植
生、砂粒度組成）
②ウミガメ産卵上陸状況調査
③後背地植生調査

41

コアサイト 調査項目未定 30

一般サイト ①干潟概況調査
②シギ・チドリ調査

114

藻場 調査項目未定 30 ・H19年度にサイト、調査項目、調査手
法を検討

サンゴ
礁

①概況調査（底質、底質中懸
濁物含有量の計測）
②サンゴ被度、生育型、オニ
ヒトデ個体数調査等

24

島嶼の
うち小
島嶼

①植生概況調査
②全生息鳥種調査
③対象種調査

28

719 294

707

サイト数

陸
域

海
域

陸
水
域

里地

河川
湖沼
湿原

・H19年度に調査項目、調査手法を検
討

重複箇所を除く合計（暫定値・今後精査が必要）

モニタリングサイト1000　調査項目及びサイト設置状況

分野

・サイト選定
・調査項目及び手法を決定

森林

干潟

合　　　　　計

海
域

沿
岸
・
浅
海
域

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■陸水域作業部会 第１回 配布資料 

 

- 127 - 

湖沼

資料２ 

■陸水域調査に関してのこれまでの検討状況 
 
●目的  
 

陸水域生態系の状態を定量的かつ長期的にモニタリングすることにより、
生態系の異変をいち早く捉え、もって生態系及び生物多様性の保全施策につ
なげる。 

 
●対象とする生態系タイプ 
   

（重要湿地 500 を中心に。汽水湖も含む。） 
湿原（重要湿地 500 を中心に。） 

溜池・水田 ⇒ モニ 1000 里地調査の一般サイトにおいて調査実施を検討 
          田んぼの生き物調査のデータを活用 

河川 ⇒ 河川水辺の国勢調査のデータを活用 
 
●調査の設計 
【作業部会の設置】 
  湖沼・湿原生態系のモニタリングに詳しい研究者の方々に、調査のデザイ
ンを検討していただく。 

 
【調査実施体制の構築】 

・既存のモニタリング体制をネットワーキングする 
  ・・・JaLTER サイト、臨湖実験所、各地域の NGO、水試、水研等 

  ・研究者だけでなく、NGO も参加する調査体制が組めるか？ 
   
【調査サイトの選定】 

重要湿地 500 から 30 箇所程度を選定 
・水系区分等の生態的地域区分ごとに均等に配置 
・過去の調査（基礎調査等）のデータがあるところへの優先的配置 
・湖沼のタイプ・湿原のタイプの考慮 
・ガンカモ類調査との重複調査サイト（10 箇所程度）の設置 
・ほか 

 
【調査対象の選定】 
  ①湖沼生態系・湿原生態系の主要な物質循環の過程を既存の知見より推定

する 
  ②その変化を捉えることが可能な生物的指標あるいは物理化学的指標を洗

い出す（例えば、生態系の中で特定の機能を持つ種群（機能群）の個体
数や現存量など） 

  ③省力的かつ定量的にモニタリング可能な指標を選定する 
  
【調査手法の選定】 
 ①モニ 1000 事例調査業務の成果を含めた既存の調査手法の比較検討 
 ②暫定プロトコルの作成 
 ③試行調査の実施 
 ④試行調査結果のプロトコルへのフィードバック 
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資料３ 

 

■湖沼についてのサイト選定の進め方（案） 

 
○検討の基礎 
 
 A：自然環境保全基礎調査（湖沼調査）対象湖沼（１ha以上の天然湖沼）：４８８湖沼（参考資料１） 
 B：「重要湿地５００」のなかの「湖沼」に該当するもの：90 ヶ所（参考資料２） 
 C：湖沼調査の内の特定湖沼（魚類調査記録あり）：60 湖沼（参考資料４） 
 D：ガンカモ類モニタリングサイト：81 ヶ所（参考資料５） 
 
○進め方 
 
 ①＜Ｂ且つＣ＞ を一次候補とする 
 
 

B：重要湿地 500 
   (90） 

   C: 特定湖沼 
     (60） 32 湖沼

 
 
 
 
 
 
  B の 90 ヶ所は、希少種の生息地など、生態系の健全性が高いと考えられる湖沼が含 
まれている。一方、C の 60 ヶ所には、過去の魚類調査データがある。 

  そこで、この両者に該当する３２ヶ所を一次候補とする。     資料５－１ 
 
 ②つぎの観点から追加・削除 
 
  1)国土 10 区分・水系区分等ごとの均等配置（資料４） 
  2)JaLTER サイト（洞爺湖、霞ヶ浦、宍道湖・中海）（参考資料８） 
  3)ガンカモ調査実施サイト（上記Ｄ＝参考資料5） 
  4)生態系があまり人為的に攪乱されていないこと 
  5)実施体制 
 
   具体例：北海道の箇所数を調整 
       青森の４ヶ所を１ヶ所に 
       茨城、長野などの集中箇所を１ヶ所に           資料５－２ 
       河口湖など、ブラックバスの影響が大きい湖沼を除外 
       四国、中国、九州の追加を考慮 
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資料５－１ 
 

■湖沼サイト一次候補案 

 
 
○一次候補の３２湖沼（「重要湿地５００」 且つ 「特定湖沼」） 
 

 
湖沼番号

県コー
ド

県名 湖沼名漢字 成因
淡水型・
汽水型区

分

湖沼型区
分

0110 01 北海道 クッチャロ湖 海跡湖 淡水型 富栄養湖　
0200 01 北海道 サロマ湖 海跡湖 汽水型 富栄養湖　
0480 01 北海道 阿寒湖 カルデラ湖 淡水型 富栄養湖　
0770 01 北海道 湧洞沼 海跡湖 汽水型 腐植栄養湖
1220 01 北海道 大沼 堰止湖 淡水型 富栄養湖　
1310 02 青森県 宇曽利山湖 カルデラ湖 淡水型 酸栄養湖　
1330 02 青森県 十三湖 海跡湖 汽水型 中栄養湖　
1490 02 青森県 小川原湖 海跡湖 汽水型 中栄養湖　
1720 02 青森県 十和田湖 カルデラ湖 淡水型 貧栄養湖　
2640 07 福島県 桧原湖 堰止湖 淡水型 中栄養湖　
2770 07 福島県 猪苗代湖 断層湖 淡水型 酸栄養湖　
2830 08 茨城県 涸沼 海跡湖 汽水型 富栄養湖　
2870 08 茨城県 霞ヶ浦 海跡湖 淡水型 富栄養湖　
2880 08 茨城県 北浦 海跡湖 淡水型 富栄養湖　
2960 09 栃木県 湯の湖 堰止湖 淡水型 中栄養湖　
3000 09 栃木県 中禅寺湖 堰止湖 淡水型 貧栄養湖　
3010 10 群馬県 尾瀬沼 堰止湖 淡水型 中栄養湖　
3300 14 神奈川県 芦ノ湖 カルデラ湖 淡水型 中栄養湖　
3590 17 石川県 河北潟 海跡湖 汽水型 富栄養湖　
3680 18 福井県 水月湖 その他 汽水型 富栄養湖　
3690 18 福井県 三方湖 その他 淡水型 富栄養湖　
3710 19 山梨県 河口湖 堰止湖 淡水型 富栄養湖　
3750 19 山梨県 山中湖 堰止湖 淡水型 中栄養湖　
3930 20 長野県 青木湖 断層湖 淡水型 貧栄養湖　
3940 20 長野県 中綱湖 断層湖 淡水型 中栄養湖　
3970 20 長野県 木崎湖 断層湖 淡水型 中栄養湖　
4250 22 静岡県 浜名湖 海跡湖 汽水型 中栄養湖　
4310 25 滋賀県 琵琶湖 断層湖 淡水型 中栄養湖　
4480 32 島根県 中海 海跡湖 汽水型 富栄養湖　
4490 32 島根県 宍道湖 海跡湖 汽水型 富栄養湖　
4770 46 鹿児島県 鰻池 火山湖 淡水型 中栄養湖　
4800 47 沖縄県 大池 その他 汽水型 富栄養湖　
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資料５－２ 
○一次候補の位置図 
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■重要湿地５００のなかの湖沼一覧（９０カ所）

S／N 番号 湿地名 都道府県 湿地タイプ 生物群 生育･生息域 選定理由

3 北海道
中間湿原､低層湿
原、湖沼、河川

湿原植生 メグマ沼湿原
北海道最北の湿原として重要。ワタスゲ、エゾゼンテイカが優占する。ヨシ－イワノガリヤス群
落。ハンノキ林。イソツツジ－チャミズゴケ群落など。ガンコウラン、ヒメシャクナゲが生育す
る。

3 北海道
中間湿原､低層湿
原、湖沼、河川

ガン･カモ類 大沼
コハクチョウの渡来地。１０年ほど前から人為的にコハクチョウを誘引した場所。現在３万～４
万羽のコハクチョウが４月と１０月に飛来する。

3 北海道
中間湿原､低層湿
原、湖沼、河川

淡水魚類 声問川 イトウの生息地。

4 北海道
高層湿原､中間湿
原､低層湿原､汽水
湖沼

湿原植生
浅茅野湿原（モケウニ
沼、カムイト沼、瓢箪
沼を含む）

北オホーツク沿岸湿原の原形を残す重要な湿原。湿原生アカエゾマツ林が特に貴重、湿原
のケヤマハンノキ林も珍しい。ホロムイイチゴ－ムラサキミズゴケ群落、ヤチスゲ－サンカクミ
ズゴケ群落、ヌマガヤ－ムジナスゲ群落、ヤチヤナギ－ムジナスゲ群落、ヨシ－イワノガリヤ

4 北海道
高層湿原､中間湿
原､低層湿原､汽水
湖沼

水草
猿払原野湖沼群（ポ
ロ沼、カムイト沼他）

北海道北部の腐植栄養湖沼の植生の典型。

4 北海道
高層湿原､中間湿
原､低層湿原､汽水
湖沼

ガン･カモ類 ポロ沼、猿骨沼
コハクチョウ、ヒシクイ(亜種オオヒシクイ）の渡来地。毎年2000～3000羽のコハクチョウが日本
に飛来、飛去する際にクッチャロ湖に立ち寄る。また、一時避難などにも利用しており、7000
～8000羽が確認される場合がある。

4 北海道
高層湿原､中間湿
原､低層湿原､汽水
湖沼

淡水魚類
猿払原野のイトウ生息
地

知来別川、鬼志別川、猿骨川、猿払川など猿払原野のイトウの生息する大小河川と周辺湖
沼群。カラフトマスの自然産卵も見られる。

4 北海道
高層湿原､中間湿
原､低層湿原､汽水
湖沼

淡水貝類 猿払川
カワシンジュガイ（絶滅危惧Ⅱ類）、ミズシタダミ類、マメシジミ類。種の多様性が高い（北方系
貝類要素）。

4 北海道
高層湿原､中間湿
原､低層湿原､汽水
湖沼

底生動物
猿払原野湖沼群（ポ
ロ沼、モケウニ沼な
ど）

ヤマトシジミ、ヒメシラトリガイなど汽水性ベントスの生息地。

5 北海道
低層湿原､潟湖干
潟のある汽水湖沼

湿原植生 クッチャロ湖
ヨシ－イワノガリヤス群落、ヤチヤナギ－ムジナスゲ群落、ヤラメスゲ群落などの低層湿原植
生と湿原生アカエゾマツ林およびハンノキ林。

5 北海道
低層湿原､潟湖干
潟のある汽水湖沼

ガン･カモ類 クッチャロ湖 コハクチョウの渡来地。

5 北海道
低層湿原､潟湖干
潟のある汽水湖沼

底生動物 クッチャロ湖 ヤマトシジミなどの汽水性ベントスの生息地。

6 北海道
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

湿原植生
サロベツ原野（サロベ
ツ湿原、長沼湖沼
群、ペンケ沼、パンケ

サロベツ原野にはホロムイイチゴ－イボミズゴケ群落、ヌマガヤ－イボミズゴケ群落、ホロムイ
ソウ－ミカヅキグサ群落、ナガバノモウセンゴケ－ウツクシミズゴケ群落、ヌマガヤ－ホロムイ
スゲ群落、ヨシ－イワノガリヤス群落、ハンノキ林。湖沼にはオヒルムシロ、ジュンサイ、ヒシな

6 北海道
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

水草 サロベツ海岸湖沼群 稚咲内砂丘に成立した湖沼群。コウホネ類などが多産。

6 北海道
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

ガン･カモ類
サロベツ原野（ペンケ
沼、兜沼、旧天塩川）

ヒシクイ(亜種オオヒシクイ）の渡来地。

6 北海道
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

爬虫両生類 サロベツ原野 コモチカナヘビの生息地。

6 北海道
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

淡水魚類
サロベツ原野のイトウ
生息地

サロベツ川などサロベツ原野のイトウの生息する河川、湖沼。

6 北海道
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

昆虫類 サロベツ原野 チャバネエンマコガネ、カラフトマルガタゲンゴロウ、イイジマルリボシヤンマの生息地。

6 北海道
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

底生動物 天塩川（河口域） ヤマトシジミなどの生息地。

6 北海道
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

底生動物
サロベツ原野湖沼群
（パンケ沼、ペンケ沼
など）

ヤマトシジミなどの低塩分性ベントスの生息地。

参考資料 ２

1

2

3

4

大沼・メグマ沼湿原、声問川

猿払
サルフツ

原野（ポロ沼、カムイト沼、猿

骨沼、浅茅野湿原、モケウニ沼、

猿払川など）

クッチャロ湖

サロベツ原野（サロベツ湿原、長

沼湖沼群、ペンケ沼、パンケ沼、

兜沼）
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参考資料３

 
■重要湿地 500 のなかの湖沼の位置図  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  参考資料２（湖沼一覧）に対応。  
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 参考資料　４ 

■自然環境保全基礎調査　特定湖沼一覧 

4110 諏訪湖 1
4300 余呉湖 2
3940 中綱湖 3
3970 木崎湖 4
4310 琵琶湖 5

貧栄養 3930 青木湖 6
酸栄養 2770 猪苗代湖 7
富栄養 0480 阿寒湖 8

3300 芦ノ湖 9
4760 池田湖 10
1010 支笏湖 11
1120 洞爺湖 12
1720 十和田湖 13
2780 沼沢沼 14
0440 屈斜路湖 15
1310 宇曽利山湖 16
2170 田沢湖 17

富栄養 3270 大路池 18
3090 (赤城)大沼 19
3110 榛名湖 20
4770 鰻池 21
2280 板戸沼 22
4660 御池 23
1220 (北海道)大沼 24
3210 手賀沼 25
3220 印旛沼 26
3290 震生湖 27
3710 河口湖 28
3730 精進湖 29
2640 檜原湖 30
2960 湯ノ湖 31
3010 尾瀬沼 32
3050 丸沼 33
3750 山中湖 34
3000 中禅寺湖 35
3040 菅沼 36
3720 西湖 37
3740 本栖湖 38
0110 クッチャロ湖 39
0200 サロマ湖 40
2830 涸沼 41
2870 霞ヶ浦 42
2880 北浦 43
3330 加茂湖 44
3590 河北潟 45
3610 柴山潟 46
4260 佐鳴湖 47
4440 湖山池 48
4450 東郷池 49
4480 中海 50
4490 宍道湖 51
1330 十三湖 52
1490 小川原湖 53
4250 浜名湖 54

腐食栄養 0770 湧洞沼 55
その他 2930 中沼 56

3680 水月湖 57
3690 三方湖 58
4800 (沖縄)大池 59

貧栄養 3820 野尻湖 60

富栄養

中栄養

湖沼名

富栄養

湖沼番号

海跡湖

富栄養

中栄養

カルデラ
湖

中栄養

貧栄養

酸栄養

成因

断層湖

火山湖

中栄養

貧栄養

堰止湖

富栄養

中栄養

湖沼型

貧栄養
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参考資料５

 
■モニタリングサイト 1000 ガンカモ調査位置図 
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きらら浜（阿知須干拓）および土路石川河口

松岡・敷戸の溜池群

小野湖

宍道湖（斐伊川河口）
中海

琵琶湖
西池 九頭竜川流域水田

大堤
片野鴨池

河北潟
邑知潟

鵜の池
朝日池

佐潟
瓢湖
鳥屋野潟

福島潟 上池・下池
最上川河口

化女沼
蕪栗沼
伊豆沼・内沼

長沼

八郎潟
角助堤
小友沼 陸奥湾南部（原別海岸、小湊浅所海岸など）

廻堰大溜池
砂沢溜池
狄ヶ館溜池

小川原湖および周辺水田

尾駮沼
陸奥湾北部（大湊湾など）
下北半島沿岸北部

九十九里（栗山川）

三番瀬
葛西臨海公園

盤州

北浦

菅生沼
霞ヶ浦

涸沼

蒲生海岸

南三陸海岸

湧洞沼生花苗沼 長節沼
池田キモントウ 三日月沼

育素多沼赤沼
達古武沼
塘路湖

厚岸湖
琵琶瀬湾

弁天沼
ウトナイ湖

旧長都沼および周辺水田
シラルトロ湖三角沼

手形沼
宮島沼

茶志内沼
袋池沼

浦臼新沼
浦臼沼

風蓮湖

野付湾

濤沸湖

旧天塩川

クッチャロ湖
ポロ沼

猿骨沼

大沼

兜沼

ペンケ沼 能取湖

シブノツナイ湖
コムケ湖

ガンカモサイト

# うち、重要湿地500選定あり  (47)
重要湿地500選定なし   (34)
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参考資料　６

■重要湿地５００のなかの湿原一覧（１０５カ所）

S/N 番号 湿地名 都道府県 湿地タイプ 生物群 生育･生息域 選定理由

1 1
利尻島湿地群（オタドマリ沼、沼
浦湿原、南浜湿原）

北海道
中間湿原、低層湿
原

湿原植生
利尻島湿地群（オタド
マリ沼、沼浦湿原、南
浜湿原）

オタドマリ沼・沼浦湿原：ヨシ群落、ヨシ－ヌマガヤ群落、アカエゾマツ－クマイザサ群落。林
床にイソツツジ、ハイイヌツゲ、ミツバオウレン、ツルコケモモ、モウセンゴケ、ムラサキミズゴケ
など生育 南浜湿原 湿原生アカ ゾ ツ林 ワタスゲ ミズゴケ群落 ヤ ドリゼン イ群

3
中間湿原､低層湿
原、湖沼、河川

湿原植生 メグマ沼湿原
北海道最北の湿原として重要。ワタスゲ、エゾゼンテイカが優占する。ヨシ－イワノガリヤス群
落。ハンノキ林。イソツツジ－チャミズゴケ群落など。ガンコウラン、ヒメシャクナゲが生育す
る

3
中間湿原､低層湿
原、湖沼、河川

ガン･カモ類 大沼
コハクチョウの渡来地。１０年ほど前から人為的にコハクチョウを誘引した場所。現在３万～４
万羽のコハクチョウが４月と１０月に飛来する。

3
中間湿原､低層湿
原、湖沼、河川

淡水魚類 声問川 イトウの生息地。

4
高層湿原､中間湿
原､低層湿原､汽水
湖沼

湿原植生
浅茅野湿原（モケウニ
沼、カムイト沼、瓢箪
沼を含む）

北オホーツク沿岸湿原の原形を残す重要な湿原。湿原生アカエゾマツ林が特に貴重、湿原
のケヤマハンノキ林も珍しい。ホロムイイチゴ－ムラサキミズゴケ群落、ヤチスゲ－サンカクミ
ズゴケ群落 ヌ ガヤ ムジナスゲ群落 ヤチヤナギ ムジナスゲ群落 ヨシ イワノガリヤ

4
高層湿原､中間湿
原､低層湿原､汽水
湖沼

水草
猿払原野湖沼群（ポ
ロ沼、カムイト沼他）

北海道北部の腐植栄養湖沼の植生の典型。

4
高層湿原､中間湿
原､低層湿原､汽水
湖沼

ガン･カモ類 ポロ沼、猿骨沼
コハクチョウ、ヒシクイ(亜種オオヒシクイ）の渡来地。毎年2000～3000羽のコハクチョウが日本
に飛来、飛去する際にクッチャロ湖に立ち寄る。また、一時避難などにも利用しており、7000

8000羽が確認される場合がある
4

高層湿原､中間湿
原､低層湿原､汽水
湖沼

淡水魚類
猿払原野のイトウ生息
地

知来別川、鬼志別川、猿骨川、猿払川など猿払原野のイトウの生息する大小河川と周辺湖
沼群。カラフトマスの自然産卵も見られる。

4
高層湿原､中間湿
原､低層湿原､汽水
湖沼

淡水貝類 猿払川
カワシンジュガイ（絶滅危惧Ⅱ類）、ミズシタダミ類、マメシジミ類。種の多様性が高い（北方系
貝類要素）。

4
高層湿原､中間湿
原､低層湿原､汽水
湖沼

底生動物
猿払原野湖沼群（ポ
ロ沼、モケウニ沼な
ど）

ヤマトシジミ、ヒメシラトリガイなど汽水性ベントスの生息地。

5
低層湿原､潟湖干
潟のある汽水湖沼

湿原植生 クッチャロ湖
ヨシ－イワノガリヤス群落、ヤチヤナギ－ムジナスゲ群落、ヤラメスゲ群落などの低層湿原植
生と湿原生アカエゾマツ林およびハンノキ林。

5
低層湿原､潟湖干
潟のある汽水湖沼

ガン･カモ類 クッチャロ湖 コハクチョウの渡来地。

5
低層湿原､潟湖干
潟のある汽水湖沼

底生動物 クッチャロ湖 ヤマトシジミなどの汽水性ベントスの生息地。

6
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

湿原植生
サロベツ原野（サロベ
ツ湿原、長沼湖沼
群 ペンケ沼 パンケ

サロベツ原野にはホロムイイチゴ－イボミズゴケ群落、ヌマガヤ－イボミズゴケ群落、ホロムイ
ソウ－ミカヅキグサ群落、ナガバノモウセンゴケ－ウツクシミズゴケ群落、ヌマガヤ－ホロムイ
スゲ群落 ヨシ イワノガリヤス群落 ンノキ林 湖沼にはオヒルムシロ ジ ンサイ ヒシな

6
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

水草 サロベツ海岸湖沼群 稚咲内砂丘に成立した湖沼群。コウホネ類などが多産。

6
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

ガン･カモ類
サロベツ原野（ペンケ
沼、兜沼、旧天塩川）

ヒシクイ(亜種オオヒシクイ）の渡来地。

6
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

爬虫両生類 サロベツ原野 コモチカナヘビの生息地。

6
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

淡水魚類
サロベツ原野のイトウ
生息地

サロベツ川などサロベツ原野のイトウの生息する河川、湖沼。

6
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

昆虫類 サロベツ原野 チャバネエンマコガネ、カラフトマルガタゲンゴロウ、イイジマルリボシヤンマの生息地。

6
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

底生動物 天塩川（河口域） ヤマトシジミなどの生息地。

6
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

底生動物
サロベツ原野湖沼群
（パンケ沼、ペンケ沼
など）

ヤマトシジミなどの低塩分性ベントスの生息地。

3

猿払
サルフツ

原野（ポロ沼、カムイト沼、猿

骨沼、浅茅野湿原、モケウニ沼、

猿払川など）

北海道

2 大沼・メグマ沼湿原、声問川 北海道

5

サロベツ原野（サロベツ湿原、長

沼湖沼群、ペンケ沼、パンケ沼、

兜沼）

北海道

4
クッチャロ湖

北海道
※ラムサール条約登録湿地

 

 

（以下、略） 
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 参考資料７

 
■重要湿地 500 のなかの湿原の位置図  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  参考資料６（湿原一覧）に対応。  
  全 105 件のうち、35 件は「湖沼」と重複。  
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参考資料８
 
■JaLTER サイト一覧 
 
○コアサイト 
 
サイト略称 サイト名    組織名（略称)    生態系タイプ 
(事務局案)  
 
赤津  赤津研究林白坂南谷・北谷小流域 東京大・演習林   森林 
淡路島  淡路島    神戸大・内海域センター  海洋 
綾  綾リサーチサイト   森林総研    森林 
秩父  秩父冷温帯落葉広葉樹天然林  東京大・演習林   森林 
カヌマ沢  カヌマ沢渓畔林試験地  森林総研    森林 
霞ヶ浦  霞ヶ浦ﾄﾚﾝﾄﾞﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｽﾃｰｼｮﾝ  国立環境研   湖沼 

粕屋  粕屋森林サイト   九州大・演習林   森林 
宍道湖・中海 斐伊川水系宍道湖・中海  島根大・汽水研セ   湖沼 

北海道北  北海道北研究林   北大・北方生物圏セ・北管理部 森林 
小川  小川試験地   森林総研    森林 
白浜  白浜    京都大・瀬戸臨海   海洋 
高山  高山サイト   岐阜大・流域圏センター  森林 
苫小牧  苫小牧研究林   北大・北方生物圏セ ・苫小牧  森林 
和歌山  和歌山研究林   京都大・和歌山研究林  森林 
与那  与那    琉球大・与那   森林 
  
○準サイト 
 
サイト略称 サイト名    組織名（略称)    生態系タイプ 
(事務局案)  
 
厚岸  厚岸湖・厚岸湾   北大・北方生物圏セ・厚岸臨海  海洋 
足寄  足寄森林サイト   九州大学・演習林   森林 
阿蘇  九州沖縄農業研究センター  草地動態研究グループ  草地 
  阿蘇高原施設 
銚子  銚子実験場   千葉大・海洋バイオ・銚子  海洋 
富士北麓  富士北麓フラックス観測サイト 国立環境研   森林 
藤荷田山  藤荷田山生態観測試験地  草地動態研究グループ  草地 
ひなの原  ひなの原生態観測試験地  草地動態研究グループ  草地 
川渡  川渡旧 IBP特別研究調査地  草地動態研究グループ  草地 
桐生  桐生試験地   京都大・森林水文   森林 
小湊  小湊実験場   千葉大・海洋バイオ・小湊  海洋 
神津  財団法人神津牧場   草地動態研究グループ  草地 
草木  草木長期生態学調査地  東京農工大FS ｾﾝﾀｰFM 草木  森林 
洞爺湖  洞爺湖    北大・北方生物圏セ・洞爺  湖沼 

舞鶴  舞鶴水産実験所   京都大・フィールド研  海洋 
野辺山  野辺山    筑波大・八演   森林 
北苫小牧  苫小牧広葉樹試験地   森林総研北支   森林 
大山沢  大山沢渓畔林試験地   大山沢プロ   森林 
大槌湾  大槌湾    東京大・海洋研国際沿岸ｾﾝﾀ  ー  海洋 
嶺北  嶺北フィールド   高知大・ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲｴﾝｽｾﾝﾀ  ー  森林 
三瓶山  三瓶山生態観測試験地  草地動態研究グループ  草地 
椎葉  椎葉森林サイト   九州大・演習林   森林 
多摩  FM多摩プロット   東京農工大学FS ｾﾝﾀｰ FM多摩丘陵 森林 
田野  田野常緑広葉樹二次林サイト  宮崎大・田野フィールド  森林 
瀬戸内海西 瀬戸内海西部周防灘   瀬戸内水研藻場干潟研  海洋 
  干潟・安芸灘海草藻場 
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モニタリングサイト 1000 陸水域作業部会 

第１回 議事概要 

 

日時：平成１９年１０月３日（水） 

場所：環境省近畿地方環境事務所会議室 

 
■モニタリングサイト 1000 の現状について 

○琵琶湖のような、既に変化してしまっている場所は外れるのではないか。琵琶湖と霞ヶ浦

はあまりにも条件が特殊である。 

○湖沼の現状としては、既に外来種なりの影響が出ている場所が多い。撹乱を受けていない

良好な場所だけを選ぶのは難しい。 

 

■陸水域調査に関してのこれまでの検討状況 

○どの程度のタイムスケールで異変を察知したいのかを明確にする必要がある。５年単位で

変化するようなものを見たいのか、それとも毎年起こる変化を追いたいのか。それによ

って、選定するサイトも変わる。 

○全てのサイトがそうである必要はないと思うが、やはり毎年の変化を見るサイトは必要。 

○サイトに指定されると、開発への抑制になるのではないかと期待されているところもある。

もっと保護を必要とするような、規模の小さい危険な場所を選ぶことも必要。 

○湖沼の場合、年に 1回だけの調査でものを言うのは難しい。最低でも２ヶ月に１度か、四

季で調査を実施しなければならない。そうなると、それだけの頻度で調査ができるサイ

トは、施設の目の前にある場所になる。 

○ガンカモ類であれば、調査は１年に１回でもいい。生物種を限定すれば調査回数が少なく

ても済むものもある。また、専門家は関わらなければならないが、調査自体は一般市民

を巻き込んで行うことも可能。 

○研究機関の活用と一般参加型調査をうまく連動させられる場所を選ぶのがいい。 

○温暖化が声高に叫ばれている状態であることから、温暖化の影響を見るという視点も必要

ではないか。 

○小笠原のような生物多様性から重要な場所が抜けている。生物多様性の観点も必要。 

 

■サイト選定等について 

○湖沼の循環様式のことを考えなければいけない。湖沼の循環様式が変わることによる生物

群集への影響を考えると、それをサイト選定の１つの基準にあげることができるのでは

ないかと思う。 

○自然再生事業地等は、考えなくてもよいのではないか。環境省しか調査する必然性がない
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ような場所を選ぶべきである。 

○琵琶湖と霞ヶ浦はあまりにも条件が特殊なため、当面外して考えた方がいい。 

○比較的外来種の少ない所を選ぶ方が良い。意図的な放流が頻繁に繰り返されている所はモ

ニタリングしても意味がない。 

○湿原では、まず植物が重要である。まず高層や低層等で分け、それから地域性を考慮する。

動物については、昆虫から考えてはどうか。 

○温暖化の点から考えると、高層湿原に重点を置いて考えた方が良い。 

○湿原の面積も考慮した方が良い。面積が広い方が多様な環境があり、生物多様性が高い。 

○湿原は生物の調査が難しい。面積を指標とし、またそれがどう変わっていくかをモニタリ

ングしていくべき。 

○航空写真やランドサット等を利用すれば、人手はさほどかからない。 

○生物種の変遷や外来種の割合等、今までいた生物がいなくなってしまうなどの変化を捉え

ることは重要であると思われる。 

 

以上 
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資料１ ■第１回作業部会（'07/10/3）の整理 
 
○湖沼 
 
 ・サイト選定について 
 

 琵琶湖のような既に変化しまっている場所は外れるのではないか。琵琶湖と霞ヶ浦
はあまりにも条件が特殊 

 サイト指定が、開発の抑制になると期待される 
 研究機関の活用と一般参加型調査をうまく連動させられる場所を選ぶ 
 生物多様性の観点から重要な場所が抜けている 
 循環様式が変わることによる生物群集への影響を、サイト選定の 1つの基準に 
 自然再生が進むような場所ではなく、環境省しか調査する必然性がないような場所

を 
 比較的外来種の少ない場所を。意図的な放流が繰り返されている所はモニタリング

しても意味がない 
 
  ・調査の担い手について 
 

 専門家は関わらなければならないが、調査自体は一般市民を巻き込んでやることも 
 研究機関の活用と一般参加型調査をうまく連動させる 
 地方の環境研究所にお金を出して相応の調査をお願いする 

 
  ・調査内容・項目について 
 

 対象となる生物群を絞る 
 温暖化の影響を見るという視点も必要。例えば水生昆虫は影響が大きい 
 もっと一般的にいろいろな場所で同じような物を見る。例えば透明度 
 生物種の変遷、外来種の割合など。今までいたものがいなくなってしまうというの

は重要 
 調査内容が全く同じではなくてもいいが、共通する部分は必要 

 
○湿原 
 
  ・サイト選定について 
 

 温暖化の観点から、高層湿原に重点を置く 
 北限や南限など、特異な要素は温暖化とも関連するので考慮 
 湿原の面積も考慮。面積が広い方が多様な環境があり、生物多様性が高い 
 過去の調査データから、重要な場所を 

 
  ・調査の担い手について 
 
  ・調査内容・項目について 
 

 まず重要なのは植物。動物は昆虫 
 湿原は生物の調査が難しい。面積を指標にとって、それがどう変わっていくかをモ

ニタリングする。航空写真やランドサットに依るなら人手もかからない 
 サイトにしてしまうと人が入りすぎてしまう懸念がある。デリケートな湿地は注意

が必要 
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資料２
湖沼サイト選定のための一覧表
北海道（汽水湖）

魚類の情報

S/N
重要
湿地
番号

重要湿地名
都道府

県
湖沼名

当該湖沼
の選定理

由※1
循環様式

滞留
時間
（年）

緯度 経度
標高
（ｍ）

最大
水深
（m）

平均
水深
（m）

面積
(km2)

湖岸
延長
(km)

自然
湖岸

(％）※
2

表層
水温

（℃）※3
成因

栄養タイ
プ（湖沼

型）

結氷の
有無※4

挺水
植物
の

有無

湖岸の
自然地
割合

（%）※5

在来種
種数※

6

バス、
ギル
の

分布

固有種の
数

（割合）※
7

RDB
種数

主な固有
種、RDB種

特異な分布な
ど

備考

2 4

猿払原野（ポロ沼、カ
ムイト沼、猿骨沼、浅
茅野湿原、モケウニ
沼、猿払川など）

北海道 ポロ沼
複数生物
群

(複循環) 45゜17' 142゜12' 3 4 1.3 2.25 6 100 16 海跡 貧，腐植 12－4月 有り 96.6 14 無 0 (0%) 3

RDB種：イト
ウ、カワヤツ
メ、サクラマ
ス

3 5
クッチャロ湖
※ラムサール条約登
録湿地

北海道 クッチャロ湖 湖沼 (複循環) 45゜09' 142゜20' 0 2.5 1 14.3 29.7 100 18.4 海跡 富 12－3月 有り 96.9 40 無 0 (0%) 5

RDB種：イト
ウ、カワヤツ
メ、ヤチウグ
イなど

4 6

サロベツ原野（サロベ
ツ湿原、長沼湖沼群、
ペンケ沼、パンケ沼、
兜沼）

北海道 パンケ沼
最大面積
348ha

(複循環) 45゜02' 141゜43' 0 3.6 1 3.48 7.5 100 25.1 海跡 貧 12－4月 有り 100 30 無 (0%)

5 9 コムケ湖 北海道 コムケ湖 湖沼 (複循環) 44゜16' 143゜30' 2.5 5.3 1.2 5.53 21.2 99.3 12.3 海跡 富，腐植 12－3月 有り 57.2

6 10 シブノツナイ湖 北海道 シブノツナイ湖 湖沼 (複循環) 44゜15' 143゜33' 3 3 1 2.98 9.5 100 11.3 海跡 富，腐植 12－3月 無し 84.1

7 11 サロマ湖 北海道 サロマ湖 湖沼
複循環
（Dimictic
）

44゜09' 143゜48' 0 19.6 8.6 151 78.5 88.4 10.1-19.7 堰止め 中 12－3月 有り 79.2 68 無 0 (0%) 2
RDB種：カワ
ヤツメ、サク
ラマス

日本最大の潟
湖性アマモ場

8 12 能取湖 北海道 能取湖 湖沼 (複循環) 44゜03' 144゜09' 0 23.1 8.6 57.84 34.1 82.2 10.6-23.1 海跡 富 12－3月 有り 87 83 無 0 (0%) 4

RDB種：イト
ウ、カワヤツ
メ、サクラマ
スなど

日本最大のス
ゲアマモの単
純群落

9 13 網走湖 北海道 網走湖 湖沼
複循環
（Dimictic
）

43゜57' 144゜10' 0 16.8 6.1 32.85 39.5 78.4 0.4-26.5 海跡 富 12－4月 有り 81.8 19 無 0 (0%) 2
RDB種：カワ
ヤツメ、トミヨ
属（汽水型）

10 14
藻琴湖、濤沸湖、小清
水原生花園

北海道 濤沸湖
複数生物
群

(複循環) 43゜56' 144゜24' 1 2.5 1.1 9.01 30 99.3 24.4 海跡 富，腐植 12－3月 有り 61.8

12 21

根室湿原群（根室半
島湿原、ホロニタイ・フ
レシマ湿原、タンネ沼・
オンネ沼、南部沼、長
節沼、落石岬湿原、落
石西湿原、落石湿原、
ヒキウス沼、沖根辺
沼)

北海道 オンネ沼
最大面積
47ha

(複循環) 43゜20' 145゜38' 1 7 1.2 4.93 15 100 21.1 海跡 貧 12－3月 有り 100

13 23
風蓮湖・春国岱・温根
沼および周辺湿原群

北海道 風蓮湖
複数生物
群

(複循環) 43゜17' 145゜21' 0 13 1 60.53 93.15 100 9.2-20.8 海跡 貧 12－3月 有り 96.4

14 25 火散布沼・藻散布沼 北海道 火散布沼
最大面積
356ha

(多循環) 43゜03' 145゜01' 1 2 0.9 3.56 16.45 78 17.5 海跡 貧，腐植 1－2月 無し 78.1  

 

（以下、略） 
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湖沼型

富栄養  (24)
貧栄養   (8)
中栄養   (6)
不明   (1)

750

km

150

茨散沼

塘路湖
然別湖

阿寒湖

育素多沼

袋地沼

ウトナイ湖
倶多楽湖

大沼

宇曽利山湖

声問大沼

0 100 200
km

湖沼サイト選定のための位置図（抽出された淡水39湖沼の湖沼型）

資料３－１ 
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資料３－２ 

150

km

0 300

涸沼

宍道湖 中海 水月湖

河北潟

北潟湖

浜名湖

十三湖
小川原湖

湖沼タイプ

富栄養  (14)
貧栄養   (5)
中栄養   (5) 0 100 200

km

大池

750

km

150

網走湖能取湖
サロマ湖

シブノツナイ湖

濤沸湖

コムケ湖

クッチャロ湖

火散布沼
厚岸湖

オンネ沼

風蓮湖

ポロ沼

パンケ沼

湧洞沼

十三湖

湖沼サイト選定のための位置図（抽出された汽水24湖沼の湖沼型）
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資料４ 

 
汽水湖

貧栄養 中栄養 富栄養

北海道

ポロ沼
パンケ沼
オンネ沼
風蓮湖
火散布沼

サロマ湖
厚岸湖

クッチャロ湖
コムケ湖
シブノツナイ湖
能取湖
網走湖
濤沸湖
湧洞沼

東北
なし 小川原湖

十三湖
なし

関東～近畿

なし 浜名湖 涸沼
河北潟
北潟湖
水月湖

中国以南

なし なし 中海
宍道湖
大池

淡水湖
貧栄養 中栄養 富栄養

北海道

茨散沼
然別湖
倶多楽湖

育素多沼 声問大沼
塘路湖
阿寒湖
袋地沼
ウトナイ湖
大沼

東北

宇曽利山湖
十和田湖
五色沼
猪苗代湖

尾瀬沼 伊豆沼
蕪栗沼
相野沼
男潟

関東～近畿

中禅寺湖 芦ノ湖
山中湖
木崎湖
琵琶湖

霞ケ浦
菅生沼
湯の湖
佐潟
朝日池
鳥屋野潟
福島潟
河口湖
ジュンサイ池

中国以南

なし なし 多鯰ケ池
上江津湖
小田の池
藺牟田池
鰻池

※宝蔵寺沼は不明
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資料６
■湿原サイト選定のための一覧表  

新
S/
N

番
号

湿地名 都道府県
最低
標高

最高
標高

面積
ha

湿原
植生

水草
淡水
藻類

ガン･
カモ
類

その
他鳥
類

爬虫
両生
類

淡水
魚類

昆虫
類

淡水
貝類

底生
動物

海草 特異な生物分布

◎北海道

1 6
サロベツ原野（サロベツ湿原、長沼湖沼
群、ペンケ沼、パンケ沼、兜沼）

北海道 3 7 3585 ● ● ● ● ● ● ●

2 8 松山湿原・ピヤシリ湿原 北海道 790 920 27.5 ● ●

3 16
知床半島山稜湿原（羅臼湖、二ツ池、知
床沼高山湿原）

北海道 700 1330 64 ●

4 19 標津湿原 北海道 0 10 371 ● ● ● 国指定天然記念物

5 21

根室湿原群（根室半島湿原、ホロニタイ・
フレシマ湿原、タンネ沼・オンネ沼、南部
沼、長節沼、落石岬湿原、落石西湿原、

（注） （注） （注）

落石湿原 ヒキウス沼 沖根辺沼)

北海道 0 30 281 ● ● ● ● ●

6 24 ユルリ島湿原 北海道 30 40 53 ●

7 26
霧多布湿原・幌戸湿原およびその地先沿
岸（琵琶瀬湾・浜中湾） 北海道 0 10 3104 ● ● ● ● ● ● ●

8 29
別寒辺牛湿原

北海道 0 30 12391 ● ● ● ●

9 30
釧路湿原（赤沼、塘路湖、達古武沼、遠矢
採草地、シラルトロ湖などを含む） 北海道 0 20 17271 ● ● ● ● ● ● ● ●

10 38 浮島湿原 北海道 865 870 21 ● ●

11 39
大雪山系トムラウシ山周辺湿原群（高根ヶ
原、忠別沼、五色ケ原、沼ノ原、ヒサゴ沼、
銀杏が原湿原、トムラウシ南麓湿原など）

北海道 1140 1850 572 ● ●

12 41
雨竜沼湿原（恵岱岳湿原、群馬岳湿原な
どを含む）

北海道 850 990 165 ● ●

13 42 原始ヶ原湿原 北海道 1000 1300 115 ●

※ラムサール条約登録湿地

※ラムサール条約登録湿地（「厚岸湖・別寒辺牛湿
原」として登録）

※ラムサール条約登録湿地

 

 

（以下、略） 
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資料７ 

南八幡平山稜湿原群

加田喜沼

鳥海山湿原群

苔沼
栗駒山湿原群

八甲田山湿原群

八幡平周辺湿原群

月山・湯殿山湿原群 虎毛山湿地

朝日連峰湿原群 蔵王山周辺湿原群

湯の湖・戦場ヶ原・小田代ヶ原湿原

田代山湿原

仙石原湿原

大峰沼湿原

尾瀬ヶ原・尾瀬沼

利根川源流山稜高層湿原群

矢の原湿原

会津駒ケ岳周辺湿原群
苗場山周辺湿原

霧ケ峰湿原群

草津周辺湿原群

志賀高原周辺湿原群

乗鞍岳湿原

天生湿原

八丁平湿原

大フケ湿原およびその周辺湿地

吾妻山周辺湿原群
雄国沼湿原

小田の池

屋久島花之江河周辺

別寒辺牛湿原

霧多布湿原・幌戸湿原およびその地先沿岸

根室湿原群

知床半島山稜湿原

原始ヶ原湿原

釧路湿原

美唄湿原

後志山地湿原群

標津湿原大雪山系トムラウシ山周辺湿原群月ヶ湖湿原

雨竜沼湿原

ニセコ連山の湿原群

サロベツ原野

歌才湿原

松山湿原・ピヤシリ湿原

浮島湿原

面積区分（ha）

300 - 17,300   (9)
200 - 300   (2)
100 - 200   (4)

0 - 100   (34)

湿原サイト選定のための位置図（抽出された49湿原の面積）
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資料８ 

■湿原についてのサイト選定の進め方（案） 

 
 第１回作業部会での議論を踏まえると、以下のような絞り込みの手順が想定

される。 
 
 
 
 

 

 

 

 

重要湿地５００ 生物多様性の観点 

 

 

 

 

 

 

高層湿原 温暖化影響の把握 

 

 

 

 

 

 

 

大面積 多様な環境要素 

 

 

 

 

 

 

 

植物 
＋ 

特異分布（南限・北限

変化の現れ易さ 

 

 

 

 

湿原サイト 
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資料９  

 

 

■調査実施者、調査内容について 

 

 第１回作業部会での議論を踏まえ、以下のような方向で検討を進めたい。 

 

 ○調査実施者について 

 

・コア／一般サイトの区別はしない 
  → 全体で３０ヶ所であるため、このなかでの区別はしない 
    （なお、ガン・カモ調査サイトは、陸水域分野の一般サイトと整理） 
 
・都道府県の研究機関と大学を調査実施者の候補とし、サイト位置・調査内容と合わ

せて検討する。 
 

 ○湖沼の調査項目について 

 

  ・湖沼の調査項目は、以下を基本に検討する。 
 
    ①生産者として植物プランクトン（衛星画像？） 
    ②高次消費者として魚類 

  ③生息環境として湖辺植生 
 
・湿原の調査項目は、以下を基本に検討する。 
 
  ①空中写真による面積把握（モニタリング開始時の現況把握） 
  ②生物調査は要検討 
   → サイトごとに既存調査を収集したうえで判断？ 
   → 生産者として植物、消費者として水生昆虫（トンボ？） 
     を中心に検討？ 
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参考資料１ 

 

○湖沼が特定できない、あるいは極めて小規模なため湿原で扱うこととした重要湿地(計14ヶ所）

重要湿
地番号

重要湿地名 都道府県 備考

26
霧多布湿原・幌戸湿原およびその地先沿岸（琵琶瀬湾・浜中湾）
※ラムサール条約登録湿地

北海道 ポロト沼９ｈａは、代表性に疑問

70
屏風山湿原池沼群（平滝沼・ベンセ沼湿原、コケヤチ湿原など） 青森県 平滝沼43ha、ベンセ沼13ha

72
八甲田山湿原群（田代平湿原、睡蓮沼周辺、八甲田山高層湿原・雪田草原、黄瀬
沼周辺、蔦沼周辺）

青森県 蔦沼6ha

75
八幡平周辺湿原群（赤川源流域湿原、八幡平湿原、八幡沼、黒谷地、夜沼、蒸ノ湯
大谷地、長沼、大沼、大場谷地、熊谷地、前谷地など）

岩手県、秋八幡沼6ha、夜沼2ha

93
田谷地沼・かば谷地・すげ沼湿地池沼群 宮城県 田谷地沼1ha

95
米代川河口湖沼群（小友沼、一ノ沢堤、能代大堤、落合沼、須田湿地など） 秋田県

98
雄物川中流域湖沼群（高屋敷低層湿原、大浦沼、乙越沼、湯の台・小方角沢湿原） 秋田県

106
鳥海山北麓湿地群（南由利原の湿地、冬師のハンノキ林、桑ノ木台湿原、仁賀保高
原湖沼群（平石堤など））

秋田県

114
月山・湯殿山湿原群（月山山頂東側一帯、弥陀ヶ原湿原、念仏ヶ原、皮松谷地、田
代沢湿原群など）

山形県

191
白馬岳周辺湿地群（朝日岳～唐松岳の雪田、白馬大池、八方池、長池などの高山
湖沼、かもしか平、兵馬の平、天狗原湿原、栂池湿原、八方尾根湿原など）

新潟県、
長野県、

200
黒姫山湖沼・湿原群（黒姫山大池、種池、古池、御鹿池、古池湿原、大だるみ湿原、
御鹿池湿原、赤谷地湿原など）

長野県

241
桶ヶ谷沼・鶴ヶ池 静岡県 桶ヶ谷沼・鶴ヶ池ともに湖沼調査対象外

287
沼池 和歌山県 湖沼調査対象外

306
地倉沼 島根県 湖沼調査対象外

 
 

○人工のもの、ため池などで、除外したもの（13ヶ所）

重要湿
地番号

重要湿地名 都道府県 備考

214 ガンの池 石川県 不明（ため池？）

336 出羽島の大池 徳島県 湖沼調査対象外

362 千鳥が池 福岡県 湖沼調査対象外

395 野依新池 大分県 湖沼調査対象外

492 大正池付近 沖縄県 不明

37 朱鞠内湖とその上流域 北海道 人工湖

43 金山湖とその上流域 北海道 人工湖

86 仙台湾および仙台海浜（松島湾、蒲生干潟、井戸浦潟、広浦、鳥の海など） 宮城県 潟湖干潟

90 化女沼 宮城県 人工湖

113 上池・下池 山形県 ため池

156 はきだし沼 千葉県 ため池

205 氷見市周辺の河川・ため池群 富山県 ため池

219 九頭竜川下流域および流域湖沼（九頭竜川、大堤） 福井県 ため池
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 参考資料２
■重要湿地としての選定理由（湖沼）

S／N 番号 湿地名 都道府県 湿地タイプ 生物群 生育･生息域 選定理由

3 北海道
中間湿原､低層湿
原、湖沼、河川

湿原植生 メグマ沼湿原
北海道最北の湿原として重要。ワタスゲ、エゾゼンテイカが優占する。ヨシ－イワノガリヤス群落。ハンノキ
林。イソツツジ－チャミズゴケ群落など。ガンコウラン、ヒメシャクナゲが生育する。

3 北海道
中間湿原､低層湿
原、湖沼、河川

ガン･カモ類 大沼
コハクチョウの渡来地。１０年ほど前から人為的にコハクチョウを誘引した場所。現在３万～４万羽のコハク
チョウが４月と１０月に飛来する。

3 北海道
中間湿原､低層湿
原、湖沼、河川

淡水魚類 声問川 イトウの生息地。

4 北海道
高層湿原､中間湿
原､低層湿原､汽水
湖沼

湿原植生
浅茅野湿原（モケウニ沼、カ
ムイト沼、瓢箪沼を含む）

北オホーツク沿岸湿原の原形を残す重要な湿原。湿原生アカエゾマツ林が特に貴重、湿原のケヤマハン
ノキ林も珍しい。ホロムイイチゴ－ムラサキミズゴケ群落、ヤチスゲ－サンカクミズゴケ群落、ヌマガヤ－ム
ジナスゲ群落、ヤチヤナギ－ムジナスゲ群落、ヨシ－イワノガリヤス群落。ハンノキ林。オヒルムシロ、フトヒ

4 北海道
高層湿原､中間湿
原､低層湿原､汽水
湖沼

水草
猿払原野湖沼群（ポロ沼、カ
ムイト沼他）

北海道北部の腐植栄養湖沼の植生の典型。

4 北海道
高層湿原､中間湿
原､低層湿原､汽水
湖沼

ガン･カモ類 ポロ沼、猿骨沼
コハクチョウ、ヒシクイ(亜種オオヒシクイ）の渡来地。毎年2000～3000羽のコハクチョウが日本に飛来、飛
去する際にクッチャロ湖に立ち寄る。また、一時避難などにも利用しており、7000～8000羽が確認される場
合がある。

4 北海道
高層湿原､中間湿
原､低層湿原､汽水
湖沼

淡水魚類 猿払原野のイトウ生息地
知来別川、鬼志別川、猿骨川、猿払川など猿払原野のイトウの生息する大小河川と周辺湖沼群。カラフト
マスの自然産卵も見られる。

4 北海道
高層湿原､中間湿
原､低層湿原､汽水
湖沼

淡水貝類 猿払川 カワシンジュガイ（絶滅危惧Ⅱ類）、ミズシタダミ類、マメシジミ類。種の多様性が高い（北方系貝類要素）。

4 北海道
高層湿原､中間湿
原､低層湿原､汽水
湖沼

底生動物
猿払原野湖沼群（ポロ沼、モ
ケウニ沼など）

ヤマトシジミ、ヒメシラトリガイなど汽水性ベントスの生息地。

5 北海道
低層湿原､潟湖干
潟のある汽水湖沼

湿原植生 クッチャロ湖
ヨシ－イワノガリヤス群落、ヤチヤナギ－ムジナスゲ群落、ヤラメスゲ群落などの低層湿原植生と湿原生ア
カエゾマツ林およびハンノキ林。

5 北海道
低層湿原､潟湖干
潟のある汽水湖沼

ガン･カモ類 クッチャロ湖 コハクチョウの渡来地。

5 北海道
低層湿原､潟湖干
潟のある汽水湖沼

底生動物 クッチャロ湖 ヤマトシジミなどの汽水性ベントスの生息地。

6 北海道
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

湿原植生
サロベツ原野（サロベツ湿原、
長沼湖沼群、ペンケ沼、パン
ケ沼、兜沼）

サロベツ原野にはホロムイイチゴ－イボミズゴケ群落、ヌマガヤ－イボミズゴケ群落、ホロムイソウ－ミカヅ
キグサ群落、ナガバノモウセンゴケ－ウツクシミズゴケ群落、ヌマガヤ－ホロムイスゲ群落、ヨシ－イワノガリ
ヤス群落、ハンノキ林。湖沼にはオヒルムシロ、ジュンサイ、ヒシなど多種の水生植物群落が分布。

6 北海道
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

水草 サロベツ海岸湖沼群 稚咲内砂丘に成立した湖沼群。コウホネ類などが多産。

6 北海道
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

ガン･カモ類
サロベツ原野（ペンケ沼、兜
沼、旧天塩川）

ヒシクイ(亜種オオヒシクイ）の渡来地。

6 北海道
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

爬虫両生類 サロベツ原野 コモチカナヘビの生息地。

6 北海道
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

淡水魚類 サロベツ原野のイトウ生息地 サロベツ川などサロベツ原野のイトウの生息する河川、湖沼。

6 北海道
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

昆虫類 サロベツ原野 チャバネエンマコガネ、カラフトマルガタゲンゴロウ、イイジマルリボシヤンマの生息地。

6 北海道
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

底生動物 天塩川（河口域） ヤマトシジミなどの生息地。

6 北海道
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

底生動物
サロベツ原野湖沼群（パンケ
沼、ペンケ沼など）

ヤマトシジミなどの低塩分性ベントスの生息地。

大沼・メグマ沼湿原、声問川

猿払
サルフツ

原野（ポロ沼、カムイト沼、猿

骨沼、浅茅野湿原、モケウニ沼、

猿払川など）

クッチャロ湖

サロベツ原野（サロベツ湿原、長

沼湖沼群、ペンケ沼、パンケ沼、

兜沼）

1

2

3

4

※ラムサール条約登録湿地

 

 

（以下、略） 
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参考資料３
 
■モニタリングサイト 1000 ガンカモ調査位置図 
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##### #

0 250 500

km

きらら浜（阿知須干拓）および土路石川河口

松岡・敷戸の溜池群

小野湖

宍道湖（斐伊川河口）
中海

琵琶湖
西池 九頭竜川流域水田

大堤
片野鴨池

河北潟
邑知潟

鵜の池
朝日池

佐潟
瓢湖
鳥屋野潟

福島潟 上池・下池
最上川河口

化女沼
蕪栗沼
伊豆沼・内沼

長沼

八郎潟
角助堤
小友沼 陸奥湾南部（原別海岸、小湊浅所海岸など）

廻堰大溜池
砂沢溜池
狄ヶ館溜池

小川原湖および周辺水田

尾駮沼
陸奥湾北部（大湊湾など）
下北半島沿岸北部

九十九里（栗山川）

三番瀬
葛西臨海公園

盤州

北浦

菅生沼
霞ヶ浦

涸沼

蒲生海岸

南三陸海岸

湧洞沼生花苗沼 長節沼
池田キモントウ 三日月沼

育素多沼赤沼
達古武沼
塘路湖

厚岸湖
琵琶瀬湾

弁天沼
ウトナイ湖

旧長都沼および周辺水田
シラルトロ湖三角沼

手形沼
宮島沼

茶志内沼
袋池沼

浦臼新沼
浦臼沼

風蓮湖

野付湾

濤沸湖

旧天塩川

クッチャロ湖
ポロ沼

猿骨沼

大沼

兜沼

ペンケ沼 能取湖

シブノツナイ湖
コムケ湖

ガンカモサイト

# うち、重要湿地500選定あり  (47)
重要湿地500選定なし   (34)

0 125

km

250

モニタリングサイト1000ガンカモ調査サイト
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 参考資料４
■湿原サイト選定のための一覧表（面積順） 

新
S/
N

番
号

湿地名 都道府県
最低
標高

最高
標高

面積
ha

湿原
植生

水草
淡水
藻類

ガン･
カモ
類

その
他鳥
類

爬虫
両生
類

淡水
魚類

昆虫
類

淡水
貝類

底生
動物

海草 特異な生物分布

◎北海道

9 30
釧路湿原（赤沼、塘路湖、達古武沼、遠矢
採草地、シラルトロ湖などを含む） 北海道 0 20 17271 ● ● ● ● ● ● ● ●

8 29
別寒辺牛湿原

北海道 0 30 12391 ● ● ● ●

1 6
サロベツ原野（サロベツ湿原、長沼湖沼
群、ペンケ沼、パンケ沼、兜沼）

北海道 3 7 3585 ● ● ● ● ● ● ●

7 26
霧多布湿原・幌戸湿原およびその地先沿
岸（琵琶瀬湾・浜中湾） 北海道 0 10 3104 ● ● ● ● ● ● ●

11 39
大雪山系トムラウシ山周辺湿原群（高根ヶ
原、忠別沼、五色ケ原、沼ノ原、ヒサゴ沼、
銀杏が原湿原、トムラウシ南麓湿原など）

北海道 1140 1850 572 ● ●

4 19 標津湿原 北海道 0 10 371 ● ● ● 国指定天然記念物

5 21

根室湿原群（根室半島湿原、ホロニタイ・
フレシマ湿原、タンネ沼・オンネ沼、南部
沼、長節沼、落石岬湿原、落石西湿原、

（注） （注） （注）

※ラムサール条約登録湿地

※ラムサール条約登録湿地（「厚岸湖・別寒辺牛湿
原」として登録）

※ラムサール条約登録湿地

落石湿原 ヒキウス沼 沖根辺沼)

北海道 0 30 281 ● ● ● ● ●

12 41
雨竜沼湿原（恵岱岳湿原、群馬岳湿原な
どを含む）

北海道 850 990 165 ● ●

13 42 原始ヶ原湿原 北海道 1000 1300 115 ●

3 16
知床半島山稜湿原（羅臼湖、二ツ池、知
床沼高山湿原）

北海道 700 1330 64 ●

6 24 ユルリ島湿原 北海道 30 40 53 ●

15 45 月ヶ湖湿原 北海道
値記入
なし

12 41 ●

14 44 美唄湿原 北海道
値記入
なし

17 38 ●

 

 

（以下、略） 
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  参考資料５

■重要湿地としての選定理由（湿原）
新
S/N

番号 湿地名 都道府県 湿地タイプ 生物群 生育･生息域 選定理由

6
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

湿原植生
サロベツ原野（サロベ
ツ湿原、長沼湖沼
群 ペンケ沼 パンケ

サロベツ原野にはホロムイイチゴ－イボミズゴケ群落、ヌマガヤ－イボミズゴケ群落、ホロムイ
ソウ－ミカヅキグサ群落、ナガバノモウセンゴケ－ウツクシミズゴケ群落、ヌマガヤ－ホロムイ
スゲ群落 ヨシ イワノガリヤス群落 ンノキ林 湖沼にはオヒルムシ ジ ンサイ ヒシな

6
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

水草 サロベツ海岸湖沼群 稚咲内砂丘に成立した湖沼群。コウホネ類などが多産。

6
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

ガン･カモ類
サロベツ原野（ペンケ
沼、兜沼、旧天塩川）

ヒシクイ(亜種オオヒシクイ）の渡来地。

6
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

爬虫両生類 サロベツ原野 コモチカナヘビの生息地。

6
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

淡水魚類
サロベツ原野のイトウ
生息地

サロベツ川などサロベツ原野のイトウの生息する河川、湖沼。

6
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

昆虫類 サロベツ原野 チャバネエンマコガネ、カラフトマルガタゲンゴロウ、イイジマルリボシヤンマの生息地。

6
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

底生動物 天塩川（河口域） ヤマトシジミなどの生息地。

6
高層湿原など複合
型の湿地､湖沼､河
川

底生動物
サロベツ原野湖沼群
（パンケ沼、ペンケ沼
など）

ヤマトシジミなどの低塩分性ベントスの生息地。

8 高層湿原 湿原植生
松山湿原・ピヤシリ湿
原

松山湿原には、ミネハリイ－ワタミズゴケ群落、ミガエリスゲ－ムラサキミズゴケ群落、イソツツ
ジ－チャミズゴケ群落、ミカヅキグサ－ワタミズゴケ群落、ヤチスゲ群落、湿原生アカエゾマツ
林 ピヤシリ湿原は 3 5h の小規模な湿原 ホ ムイソウ ミカヅキグサ群落 ムラサキミズゴ

8 高層湿原 昆虫類 松山湿原 トンボ類が豊富で、トリキンバエを産する。

3 16
知床半島山稜湿原（羅臼

ラウス

湖、二

ツ池、知床沼高山湿原）

北海道 高層湿原 湿原植生
知床半島山稜湿原
（羅臼湖、二ツ池、知
床沼高山湿原）

羅臼湖岸とその周辺に点在する小湿原にはミズドクサ群落、ヤラメスゲ群落、ムジナスゲ群
落、オニナルコスゲ群落、ヨシ－イワノガリヤス群落、チングルマ－イボミズゴケ群落、チシマ
ミクリ群落など。二ツ池：高山湿原。ヤチスゲ群落、チングルマ－イボミズゴケ群落、タカネク
ロスゲ群落、ミネズオウ－クロマメノキ群落。知床沼：チングルマ－イボミズゴケ群落。

19 高層湿原、河川 湿原植生 標津湿原
国指定天然記念物。イソツツジ－チャミズゴケ群落、ヌマガヤ－チャミズゴケ群落、ヌマガヤ
－ホロムイスゲ群落、ハンノキ林。エゾゴゼンタチバナ、ガンコウラン、コケモモ、ミツバオウレ
ン ミガ リスゲなどを多く産す

19 高層湿原、河川 その他鳥類
標津湿原（ポー川、標
津川、当幌川などの
流域）

タンチョウの生息地。

19 高層湿原、河川 淡水魚類
根釧原野のイトウ生息
地

伊茶仁川、標津川、当幌川、春別川、床丹川、西別川、風蓮川、琵琶瀬川、別寒辺牛川、釧
路川、阿寒川など根釧原野のイトウ、ヤチウグイの生息する大小河川と周辺湖沼群。

21
高層湿原など複合
型湿地､湖沼

湿原植生
根室半島湿原群（根
室半島湿原、ホロニタ
イ フレシ 湿原 タン

歯舞の台地には高層湿原が発達している。主要な植生はヌマガヤ－イボミズゴケ群落とイソ
ツツジ－チャミズゴケ群落、ムジナスゲ群落、ミクリ属群落、ケヤマハンノキ林。ガンコウラン、
イソツツジ ゾ ルバシモツケ ク メノキ ケモモ ゾゴゼンタチバナ ホ ムイクグ

21
高層湿原など複合
型湿地､湖沼

水草
南部沼・オンネ沼・長
節沼

ネムロコウホネ、沈水性ヒルムシロ属等の種の多様性が大きく、特に南部沼・オンネ沼は環境
が悪化しておらず道東本来の湖沼植生が残る。

21
高層湿原など複合
型湿地､湖沼

その他鳥類
根室湿原群（フレシマ
湿原、タンネ沼・オン
ネ沼 ヒキウス沼 沖

タンチョウの生息地。営巣数の約４%が存在。

21
高層湿原など複合
型湿地､湖沼

昆虫類 落石岬 カラフトルリシジミ、オクエゾマメゲンゴロウ､ノサップマルハナバチの生息地。

21
高層湿原など複合
型湿地､湖沼

淡水貝類
根室湿原群・別寒辺
牛湿原・釧路湿原

ミズシタダミ類、マメシジミ類。種の多様性が高い（北方系貝類要素）。

1

サロベツ原野（サロベツ湿原、長

沼湖沼群、ペンケ沼、パンケ沼、

兜沼）

北海道

4 標津湿原 北海道

2 松山湿原・ピヤシリ湿原 北海道

5

根室湿原群（根室半島湿原、ホロ
ニタイ・フレシマ湿原、タンネ沼・
オンネ沼、南部沼、長節沼、落石
岬湿原、落石西湿原、落石湿
原、ヒキウス沼、沖根辺沼)

北海道

 
 

（以下、略） 
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モニタリングサイト 1000 陸水域作業部会 

第２回 議事概要 

 

日時：平成１９年１２月１７日（月） 

場所：環境省近畿地方環境事務所会議室 

 
■サイト選定について 
＜湖沼サイト＞ 
○自然湖沼から選定する。 
○霞ヶ浦や琵琶湖、浜名湖のような既に調査体制がある場所はサイト候補に含め、これら

の場所では他調査のデータを入手する。 
○サイトは知名度の低い場所のみではなく、社会的に知名度が高い湖沼も必要である。 
○以上を踏まえ、魚類の全国的な生息状況、調査実施体制の面から 27 湖沼（淡水 17 湖沼

＋汽水 10 湖沼）を抽出する。 
 
＜湿原サイト＞ 
○サイトについて、湿生植物の研究者にヒアリングを実施し、その結果を基に選定する。 
○サイトについては、調査員が常駐できる場所が望ましい。 
○泥炭の花粉分析のような、過去の植生情報がある場所が望ましい。 
 
■調査体制、調査内容等について 
＜共通事項＞ 
○生物多様性及び生態系機能がモニタリングできる設計にする。そのため、調査項目は生

き物中心になる。 
○全サイト共通の調査項目と、各地でテーマに応じて調査する項目の２本立てにする。 
 
＜湖沼サイト＞ 
○ベースとなる植物と高次消費者の魚類を軸として検討する。植物では、抽水植物の調査

が必要であろう。 
○魚類の調査は漁獲データを利用するなど、漁業関係と連携して実施すると良い。 
○希少種よりも環境の状態を反映するような指標種、優占種を各場所で選定して調査する。 
 
＜湿原サイト＞ 
○植物調査は必須である。 
○希少種に限らず、温暖化や乾燥化などの変化を指標することが可能な種を選定するべき

である。 
○気温や降水量などの気象データも必要であろうと考えられる。 
○植物の調査については、衛星画像や航空写真などの活用も検討する。 

以上 
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資料１ 

第 2 回作業部会 議事概要 
 

■サイト選定について 
＜湖沼サイト＞ 
○自然湖沼から選定する。 
○霞ヶ浦や琵琶湖、浜名湖のような既に調査体制がある場所はサイト候補に含め、これ

らの場所では他調査のデータを入手する。 
○サイトは知名度の低い場所のみではなく、社会的に知名度が高い湖沼も必要である。 
○以上を踏まえ、魚類の全国的な生息状況、調査実施体制の面から 27 湖沼（淡水 17 湖

沼＋汽水 10 湖沼）を抽出する。（後掲図参照） 
 
＜湿原サイト＞ 
○サイトについて、湿生植物の研究者にヒアリングを実施し、その結果を基に選定する。 
○サイトについては、調査員が常駐できる場所が望ましい。 
○泥炭の花粉分析のような、過去の植生情報がある場所が望ましい。 
 
■調査体制、調査内容等について 
＜共通事項＞ 
○生物多様性及び生態系機能がモニタリングできる設計にする。そのため、調査項目は

生き物中心になる。 
○全サイト共通の調査項目と、各地でテーマに応じて調査する項目の２本立てにする。 
 
＜湖沼サイト＞ 
○ベースとなる植物と高次消費者の魚類を軸として検討する。植物では、抽水植物の調

査が必要であろう。 
○魚類の調査は漁獲データを利用するなど、漁業関係と連携して実施すると良い。 
○希少種よりも環境の状態を反映するような指標種、優占種を各場所で選定して調査す

る。 
 
＜湿原サイト＞ 
○植物調査は必須である。 
○希少種に限らず、温暖化や乾燥化などの変化を指標することが可能な種を選定するべ

きである。 
○気温や降水量などの気象データも必要であろうと考えられる。 
○植物の調査については、衛星画像や航空写真などの活用も検討する。 
 

以上 
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第 2 回作業部会で抽出された湖沼サイト候補位置図 
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資料２ 

 湖沼の候補地における調査体制の状況（Web検索による調査結果）　－淡水湖沼－

実施体制の状況 漁業 アメダス観測点

湖沼名 研究機関 ※1 NPO・団体 ※2 備考 漁業活動 備考 地点名 観測項目

1 30 塘路湖 △ △

国立環境研究所や北海道環境科学研究センターが過去
に環境調査をしている。また環境省が自然再生事業で環
境調査を実施した。施設は塘路湖エコミュージアムセン
ターがあるが、研究機関ではない。釧路湿原自然再生協
議会関係の団体は複数あるので、簡単な調査の担い手
はある。

○ ×
塘路(トウロ)
標高： 25 m

降水量

2 31 然別湖 △ ×

北海道立水産孵化場がミヤベイワナの資源調査を、北海
道大学の院生がウチダザリガニの調査を過去に行ってい
る。環境省がウチダザリガニの駆除を実施。遊漁管理を
委託されたNPOやエコツアーを行う会社はあるが、環境
調査能力をもつNPOは見当たらない。

× 遊漁のみ ○

西ヌプカウシ山
(ニシヌプカウシ
ヤマ)
標高： 760 m

降水量

観測を休止中

3 32 阿寒湖 △ △

北海道環境科学研究センターがかつて1次生産や物理環
境の調査をおこなったことがある。阿寒湖エコミュージア
ムセンターあり。センター内にあるマリモ研究室が水生植
物を主とした調査を実施している。簡単な調査の担い手
にはなりうる。水環境ではないが阿寒国際ツルセンターも
ある。

○ ○
阿寒湖畔(アカ
ンコハン)
標高： 430 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間 積雪深

4 58 大沼 △ △

近年、北海道教育大がNPOと共同で水質調査を行ったこ
とがある。環境NPOは複数あるが、調査実績は不明。施
設としては道森林管理局の駒ケ岳・大沼森林環境保全ふ
れあいセンターがあるが、主に対象は森林。

○ ○
大沼(オオヌマ)
標高： 165 m

降水量 積雪深

5 － 摩周湖 △ ×

地球環境観測システム（GEMS）のベースラインステーショ
ンであり、生物調査ではないが国立環境研究所と北見工
業大学が水質データをとっている。環境省が以前ウチダ
ザリガニの生息状況調査をおこなっている。調査の担い
手となりうる環境団体などは見当たらない。

× ×
川湯(カワユ)
標高： 158 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間 積雪深

6 67 宇曽利山湖 △ ×
酸性環境に適応したウグイの研究は行われているが、環
境調査のようなものは見当たらない。NPOなどの団体も
見あたらない。

× ×
湯野川(ユノカ
ワ)
標高： 162 m

降水量

7 87 伊豆沼 ○ ○

宮城県内水面水産試験場がバス駆除と魚類調査を実施
している。また、現地組織としては伊豆沼・内沼環境保護
財団があり、環境調査を実施している。環境NPOも複数
ある。

○ ○
築館(ツキダテ)
標高： 25 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間

8 121 猪苗代湖 ○ ○

福島県環境センターが水質調査を実施している。福島県
が猪苗代・裏磐梯湖沼水環境保全対策推進協議会を立
ち上げていて、この助成事業でいくつかの団体が水質調
査などを実施している。

○ ○
猪苗代(イナワ
シロ)
標高： 522 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間 積雪深

9 127 尾瀬沼 △ ○

福島県が水質調査を実施。群馬県立尾瀬高校が水質や
植物などの調査を行っている。尾瀬沼尾瀬保護財団が2
つのビジターセンターを置いており、数名の自然観察指導
員がいるが水環境よりは陸上。

×

漁業権はある
が漁はほとん
ど行っていな
い

○
片品(カ

降水量

10 130 霞ヶ浦 ○ ○

JaLTERコアサイト。国立環境研究所がモニタリングを実
施。霞ヶ浦環境科学センターも水質やプランクトンの調査
を実施。地球環境観測システム（GEMS）のトレンドステー
ションでもある。アサザ基金などの環境NPOもいくつかあ
る。県内水面水産試験場も調査実施。

○ ○
土浦(ツチウラ)
標高： 26 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間

11 193 山中湖 △ ○
山梨県の機関である水産技術センターが近辺にあり、過
去に生物調査をおこなっている。県の活動団体では富士
北麓生態系調査会が過去に調査を実施している。

×
ほとんどが遊
漁

○
山中(ヤマナカ)
標高： 992 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間

12 195 木崎湖 △ ×
特に見当たらない。信州大学山地水環境教育研究セン
ターが木崎湖観測ステーションを持っているが、詳細は不
明。

×
ほとんどが遊
漁

○
大町(オオマチ)
標高： 784 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間 積雪深

13 － 諏訪湖 ○ △
信州大学山地環境教育研究センターがあり、水質モニタ
リングの他、さまざまな調査を実施している。環境活動団
体も複数あるが、調査能力は不明。

○ ○
諏訪(スワ)
標高： 760 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間 積雪深
湿度 気圧

14 256 琵琶湖 ○ ○
滋賀県琵琶湖環境科学センターが様々な調査を実施して
いるほか、様々な主体が調査を実施している。環境系
NPOも多数ある。

○ ○
彦根(ヒコネ)
標高： 87 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間 積雪深
湿度 気圧

15 298 多鯰ヶ池 × × 特に見当たらない。 ×
少なくとも大
規模な活動は
ない

×
湖山(コヤマ：鳥
取空港)
標高： 15 m

気温 降水量
風向 風速

16 385 上江津湖 △ ○

かつて九州東海大学が地下水環境の調査を行っていた。
江津湖研究会という大学や高校の教員が所属する団体
がある。この他環境団体が複数ある。また、過去に九州
電力が生物や水質の調査を行っている。

○ ×
熊本(クマモト)
標高： 38 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間 湿度
気圧

17 427 鰻池 × × 特に見当たらない。 × ○
指宿(イブスキ)
標高： 5 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間

※1 研究機関（都道府県の機関を含む）
○：現在何らかの環境調査を実施している機関が近辺にある。
△：過去に何らかの環境調査を実施した機関がある。
×：特に見当たらない。

※2 NPO・団体等
○：調査能力を持った環境系NPO・団体等がある。
△：調査能力は不明だが、環境系NPO・団体等がある。
×：特に見当たらず。

通し
番号

重要
湿地
番号

公共用水域
水質データ

タシナ)
標高： 868 m
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 湖沼の候補地における調査体制の状況（Web検索による調査結果）　－汽水湖沼－

実施体制の状況 漁業
湖沼名 研究機関 ※1 NPO・団体 ※2 備考 漁業活動 地点名 観測項目

1 11 サロマ湖 △ ○

かつて北海道大学が調査をしたことがある。サロマ湖養
殖漁業協同組合が底性生物（水産有用種が主）や水質の
調査を実施している。調査には専門家も協力している。た
だ、現地漁協のほかに調査実施団体等は見当たらない。

○ ○
湧別(ユウベツ)
標高： 5 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間

2 12 能取湖 ○ ×
東京農大の臨海研究センターがあり、水質やプランクトン
の調査を実施している。NPOなどの団体は見当たらない。

○ ○
常呂(トコロ)
標高： 4 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間

3 27 厚岸湖 ○ △

北海道大学の臨海実験所があり、厚岸湖の生態系に関
する様々な調査を行っている。この他にも、施設は環境省
の（厚岸町運営）厚岸水鳥観察館があり普及啓発活動を
おこなっているほか、研究助成もおこなっている。植樹活
動をしている漁業者中心の地元活動団体があるが、調査
能力は不明。

○ ○
太田(オオタ)
標高： 85 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間 積雪深

4 64 十三湖 △ ×
過去に青森県水産総合研究センターがシジミの資源調査
をおこなっている。団体は特に見当たらない。

○ ×
六ケ所(ロッカ
ショ)
標高： 80 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間

5 69 小川原湖 △ ○

過去に東京工業大学がシジミの生息環境調査をおこなっ
ている。地元の河川事務所が生物調査を実施したり、官
民で環境を考えるネットワークを構築したりしている。環境
系NPOもいくつかある。国土交通省の総合観測所がある
（クロロフィルaを含む15項目の自動観測）。

○ ○
市浦(シウラ)
標高： 20 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間

6 129 涸沼 ○ ×

平成15年くらいまでは茨城大学と茨城県が共同で環境保
全･活用のWGをつくり水質や生物の調査を実施していた
が、現在は不明。霞ヶ浦環境科学センターが水質やプラ
ンクトン調査を行っている。少し離れるが、施設としては
霞ヶ浦環境科学センターがある。

○ ○
水戸(ミト)
標高： 29 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間 積雪深
湿度 気圧

7 222 水月湖 ○ ×

県が水質や生物などの情報をまとめて公開している。福
井県自然保護センターが近年水草の調査を行っている。
信州大学の研究室が湖沼堆積物中の細菌類の調査をお
こなっている。環境系NPOは見当たらない。

○ ○
美浜(ミハマ)
標高： 10 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間

8 242 浜名湖 ○ △

東京大学の水産実験所と県水産試験場があり、水質や
底生生物の調査などが行われているが、生物相調査の
ようなものは見当たらない。浜名湖を対象とする研究者の
集まりがある。NPOはあるが調査系ではなさそう。

○ ○
三ヶ日(ミッカビ)
標高： 2 m

降水量

9 300 中海 ○ △

JaLTERコアサイト。島根大学汽水域研究センターがモニ
タリングを実施。島根県も水質調査や市民参加型環境調
査を行っている。一部で鳥取県栽培漁業センターも調査
を行っている。NPOもいくつかあるが調査能力は不明。

○ ○

松江(マツエ)
標高： 17 m
境(サカイ)
標高： 2 m
米子(ヨナゴ)
標高： 6 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間 積雪深
湿度 気圧

10 301 宍道湖 ○ △

JaLTERコアサイト。島根大学汽水域研究センターがモニ
タリングを実施。島根県も水質調査や市民参加型環境調
査を行っている。また、博物館も市民参加型の生物調査
を実施。NPOもいくつかあるが調査能力は不明。

○ ○
松江(マツエ)
標高： 17 m

気温 降水量
風向 風速 日
照時間 積雪深
湿度 気圧

※1 研究機関（都道府県の機関を含む）
○：現在何らかの環境調査を実施している機関が近辺にある。
△：過去に何らかの環境調査を実施した機関がある。
×：特に見当たらない。

※2 NPO・団体等
○：調査能力を持った環境系NPO・団体等がある。
△：調査能力は不明だが、環境系NPO・団体等がある。
×：特に見当たらず。

通し
番号

重
要

公共用水域
水質データ

アメダス観測点
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サロマ湖

能取湖

参考資料１

 
（以下、略） 

 
 

（参考資料２（第２回作業部会議事録）は、省略） 
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モニタリングサイト 1000 陸水域作業部会 

第３回 議事概要 

 

日時：平成２０年２月２１日（木） 
場所：環境省近畿地方環境事務所会議室 

 
■湖沼サイト選定について 
○資料に挙がっている 27 箇所から、どのくらい減らすかを検討する必要がある。目安は

淡水湖沼、汽水湖沼、湿地を合計して 30 箇所ということになるが、それぞれ 10 箇所ず

つにするのであれば、汽水湖沼は資料のとおりで良い。 
○調査に責任を持って実施する機関がなければ、長期モニタリングは難しい。 
○その地域に関わっている方々や団体に調査していただいた方がよい。 
○植物プランクトンのサンプリングや同定、衛星画像解析というのは素人には難しいため、

専門家に１箇所から数箇所お願いし、自前で実施できるところはそれぞれで行うといっ

たように、切り分けることもありうる。 
○地理的に均等に配置することを選定基準にしている。その条件に基づき絞り込んだうえ

で、現在研究が実施されているか、データがあるか、地元に協力団体があるかなどを考

慮して選定する。 
○単に「変化を捉える」ということが重要。原因等は、モニタリングサイト 1000 の調査

では把握できないが、モニタリングを継続していけば、少なくとも変化は追っていくこ

とができる。森林分野でもそういう考え方であると理解している。このデータをどう捉

えるかは別の次元で、異変等に関して鋭敏に反応する場所を選ぶ方が良いと思われる。 
○100 年間継続して調査しなければならない。なるべく人為影響がないことが望ましいが、

湖沼にはそういう場所がないため、そうしたサイトの選定は湿地分野に任せることとす

る。 
○何も調査を実施していなければ、知らないうちに生物多様性が低下してしまう。まずは

モニタリングを実施し、５年、10 年後に生物多様性が低下していれば、その原因を調査

しなければならないといったモチベーションが上がる。このモニタリングで原因を捉え

るような調査設計は難しいと思われる。変化を検出するという最前線であり、各湖沼の

個別の問題であるのか、似たような湖沼でも起きているのかなどを検出するためのもの

である。 
○湿原も含めて 30 箇所であるため、湿原の数が問題である。湿原が 10 箇所以上も挙がっ

てくることはないのではないか。 
○塘路湖とシラルトロ湖が候補であるが、これらは 1 箇所として考える。然別湖は阿寒湖

との関係で選定しないこととする。北海道での地理的な観点に基づき、支笏湖を取り上

げる。摩周湖は候補として残すが、実行上は透明度等について、GEMS との連携を考え

る。尾瀬沼も尾瀬ヶ原湿原と併せて候補とする。木崎湖については、信州大学と調整し

てみる。諏訪湖は選定候補から外さず、既存の調査とのタイアップで行うことを検討す

る。鰻池は池田湖に振り替える。汽水湖沼では、人為影響が大きく湖岸改変が大きいサ
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ロマ湖は選定候補から外し、近隣の能取湖を候補として残す。水月湖は、範囲の捉え方

としては三方五湖としてまとめて扱い、実際の調査場所については、調査実施団体と相

談して決める。宍道湖と中海は「宍道湖・中海」として一つのサイトと捉える。 
 
■湖沼の調査項目・手法について 
○植生は、ふたつの軸で考えてはどうか。ひとつは面積である。長期的変動を押さえる手

段として良いのではないか。航空写真などを用いてリモートセンシングにより把握する。 
それに加え、いわゆる植生学的なライントランゼクト調査等を実施してはどうか。ラ

インは湖岸から垂直方向に設置する。 
また、漁業が行われている湖沼では漁獲統計があり、いくつかの魚種については相対

的な統計値は出るため、指標になると思われる。更に魚類では、共通種として広域分布

種であるウグイ等が指標となるのではないか。一定の方法で捕獲した全国のウグイの体

長等を測定することで、一つの指標になるのではないか。また、サイトごとに指標種が

考えられると思われるため、それらを調査してはどうか。 
加えて、植物プランクトンは沖合いのクロロフィル量を把握することが必要であろう。

日変動が激しいが、まずは実施してみる。一つの湖で１箇所、多くて２箇所で良いと考

えている。様々な調査を実施するに越したことはないが、最小限に絞り込めば、調査項

目はこの程度が妥当かと思われる。 
○衛星データの解析技術は、まだ発展途上のため進展を待つしかない。一方、航空写真の

方が調査に使えると思われる。しかし、衛星画像は過去のデータがストックされている

ことから、手法が確立されれば過去に遡って把握することが可能である。 
○ウグイについては、毎年の成長を調査する。春先に川に上がってくる個体をまとめて捕

獲するなど、一定の方法を決めて実施すれば、定量的なサイズ組成が把握できるのでは

ないか。ウグイは漁獲の対象になっていないことが多いため、漁業とは競合しない。 
○プランクトンについては、種組成は調べずにサンプルを保管しておくだけで良い。保管

は小さいビンで済むため、サンプルをきちんと残しておく方が重要である。 
 
■湿原のサイト選定について 
○湿原は、大学の研究者が調査を実施している場所が少ないが、愛好家は多い。そうした

方々に担っていただくことが良いと思われる。100 年間の継続をどのようにするかとい

う問題はあるが、調査方法は写真でも良いのではないか。 
○場所をどのように選定するかが問題である。湿原の専門家に学術的な観点から候補を示

していただくこととする。 
○湿原の専門家の意見を踏まえ、事務局と環境省、座長で相談する。調査手法も、今回湖

沼で示した案程度のものまでは作成する。 
 

以上 
 
 
 



■情報システム作業部会 第１回 配布資料 

 

- 167 - 
 

資料１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調査サイト 主要調査項目 備考

カテゴリ
2007年2月

現在
2007年度

予定

コアサイト
（毎年調査）

①植生概況調査
②毎木調査
③落葉落枝調査
④地上徘徊性甲虫類調査
⑤陸生鳥類調査

16 1

準コアサイト
（５年毎に調査）

①植生概況調査
②毎木調査
③陸生鳥類調査

17 6

一般サイト
（５年毎に調査）

①植生概況調査
②陸生鳥類調査

385 42

コアサイト ①土地利用の変遷調査
②植物相調査
③水環境調査
④指標動物調査

14 5

一般サイト 調査内容未決定 150 調査内容、実施方針、公募基準等条
件を決定し、公募型で調査サイト募集

コアサイト 検討調査項目
①土地利用、植生概況調査
②指標種調査
③水生生物調査

30

一般サイト ①植生概況調査
②横断的指標種調査

80

砂浜 ①海浜概況調査（面積、植
生、砂粒度組成）
②ウミガメ産卵上陸状況調査
③後背地植生調査

41

コアサイト 調査項目未定 30

一般サイト ①干潟概況調査
②シギ・チドリ調査

111

藻場 調査項目未定 30 ・基礎調査結果を踏まえ、サイト、調査
項目、調査手法を検討

サンゴ
礁

①概況調査（底質、底質中懸
濁物含有量の計測）
②サンゴ被度、生育型、オニ
ヒトデ個体数調査等

24

島嶼の
うち小
島嶼

①植生概況調査
②全生息鳥種調査
③対象種調査

28

716 294

707

・基礎調査の結果を踏まえ、調査項
目、調査手法を検討

重複箇所を除く合計（暫定値・今後精査が必要）

モニタリングサイト1000　調査項目及びサイト設置状況

分野

・サイト選定
・調査項目及び手法を決定

森林

干潟

合　　　　　計

海
域

沿
岸
・
浅
海
域

サイト数

陸
域

海
域

陸
水
域

里地

河川
湖沼
湿原
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資料２ 
 
 

モニタリングサイト1000情報システ
ムに関する説明

平成19年9月11日
財団法人 自然環境研究センター

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

1

モニタリングサイト1000における
Webを用いた情報システム

• モニタリングサイト1000では、以下の2つのWebサイトを構築済み
• モニタリングサイト1000広報サイト（以下広報サイト）

一般国民を対象に、モニタリングサイト1000調査の概要や調査サイトに関す
る情報を提供するWebサイト

• モニタリングサイト1000情報システム（以下モニ1000情報システム）
調査参加者を対象に、モニタリングサイト1000調査で得られた調査データを

収集・管理するWebDBシステム

画像（キャプチャ）
MOTS

モニタリングサイト1000広報サイト モニタリングサイト1000情報システム
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2

ーで

報
ーバ内
採用

生物多様性センターにおける情報システムの構成

モニタリングサイト1000のサーバ機器は、
生物多様性センターサーバ室内に設置

インターネットへの接続回線は、生物多様性センタ
運用している他の情報システムと共通の回線を使用
昨年度末より100M光回線で運用

生物多様性センターの情報システムは、DBサーバ内の情
を保護するために、DBサーバへのアクセスをWebサ
のアプリケーションを通じてのみ行うシステム構成を

生物多様性センターにおける情報システム構成概略図

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

3

モニ1000情報システム開発の背景

調査設計及び
調査実施の準備

一般への情報公開・調査
データの利用

調査票の記入
調査データの検証、修正

調査データの電子化
（データベース化）

調査票・調査マニュアル等の
印刷、

郵送などによる配布 調査終了後、
J-IBISへの反映作業を実施

調査票の提出

再提出

調査データ確認・修
正指示

調査データ整備の流れ

これまでの調査データ整備における問題点

○調査データの電子化などに多くのコスト（時間・労力）が必要
にJ-IBIS用のプログラム開発が必要

結果として、調査開始から調査データの公開までにタイムラグが生じており、
このタイムラグの解消が求められていた

○調査毎
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4

こと

モニ1000情報システム開発における留意点

○調査毎に異なるデータベース構造に対して、柔軟に対応可能なDBシステムとすること

○検索、表示、データDL等処理プログラムを共通化し、システム開発にかかるコストを低減させる

○調査データの修正・更新内容についてもDBへ記録し、履歴管理が可能なこと

○調査データ及び調査者に関する情報を、適切に管理可能なセキュリティ機能を持つこと

モニ1000情報システムの開発を進めるにあたり、これまでの調査データ整備に関する問題点を
解消する機能が求められた
そこで、以下の留意点を設定し、モニタリングサイト1000の調査データ管理の中核となる
データベースシステムとして基本設計を行った

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5

モニ1000情報システムの機能

調査データ管理機能
○調査データの登録・承認機能

コード入力支援機能等を実装

○調査データの検索・表示機能

検索、表示項目は調査毎に設定が可能

○調査データDL機能

CSV及びXML形式で調査データを配信

調査実施支援機能
○情報提供者の登録・承認機能
○掲示板機能

主に環境省・調査管理団体からの連絡用として設計

○同報メール機能

Webメール機能を実装

○調査マニュアル等の配付ファイルの登録機能

位置情報管理機能
○調査実施位置情報の登録機能

Webブラウザ上で位置情報を作成する機能及び調査データとの関連付け機能

○調査位置情報（Shpファイル）DL機能
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7

これまでにあげられた機能要望

• 調査データの集計、グラフ描画機能

（難易度高）

• 調査データ一括登録機能の機能拡張

（難易度中～高）

• 掲示板機能の拡張

（難易度低～中）

• 添付ファイル機能の拡張

(難易度低～中)

• WebGIS背景画像等の拡張

（難易度低～中）

• システム全体の高速化

（難易度中～高）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （資料３（CD-ROM－モニタリングサイト 1000 情報システム操作マニュアル）は省略） 
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資料４ 
 

2007 年 9 月 11 日（火） 
 

モニ 1000 における情報システム検討の今後の方向性について 

 
環境省自然環境局生物多様性センター 

 
１．各分野のデータベースに係る取り組み状況 

 
調査分野 データベース整備関連 データの取扱い関連 

森林調査 調査マニュアルは整備済み。 今年度の検討会において、データの

取扱いルール案について同意済み。

里地調査 調査マニュアルの完成度の向上と併

せてデータベースを整備中。 
今年度中に作成予定。 

陸生鳥類調査 データを登録、集計するシステムを

運用中。調査員の情報も併せて管理

している。 

今年度中に作成予定。 

ガンカモ調査 データベースは未作成だが、シギチ

と同様の仕様で整備を進める予定。

今年度中に作成予定。 

シギチ調査 データを登録、集計するシステムを

運用中。同分野内でのデータ共有を

先月開始した。 

昨年度業務で作成済み。 

サンゴ礁調査 今年度中にデータ様式を確定。 データ公開の方向性について検討。

ウミガメ調査 今年度中に調査マニュアルを作成。 データ公開の方向性について検討。

海鳥調査 今年度中に調査マニュアルを作成。 未調整。 
陸水域調査 今年度中に調査要綱を作成。 未調整。 
沿岸域調査 今年度中に調査要綱を作成。 未調整。 
 
 
２．データベースの要件について 
データベースとは、データが一定の様式（行列、書式など）によって入力され、検索・

抽出などの情報処理がしやすいように整理整頓されたもの。 

モニ１０００におけるデータベースとは、調査マニュアルで規定されたデータのすべて

が含まれ、いつ、どこで、誰によって、どのようなデータが得られたのか、容易に把握で

きるものである。 
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３．データベースの納品について 
・今年度以降は、報告書だけでなくデータベースも納品することになる（今年度仕様書に

この旨を明記した）。来年度以降は、原票の納品も仕様書に明記する予定。 
・今年度納品するデータベースには、過年度のすべてのデータを含めるものとする。 
 
【昨年度まで】 

 

各 調 査 団 体 
 

原票 
データベース

入力 解析

納品 

報告書 

（成果物として永久保管） 
環  境  省 

 
【今年度以降】 

 
入力 解析

環  境  省 
（成果物として永久保管） 

報告書 
データベース

原票 

納品 

一般 
公表 

納品納品 

各 調 査 団 体 
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４．データの整備・共有の手順について 
① 各調査分野のデータベースを整備して、各調査団体と生物多様性センターの間でデー

タベースを共有する。 
② データの取扱いルールを策定し、調査員同士によるデータ共有や他主体へのデータ提

供などを可能にしておく。 
③ 上記①、②により、データの提供依頼があれば、生物多様性センターの担当官自らが

データベースを操作し、ルールに則ったデータ提供が可能となる。 
④ 各調査分野において、どのようなデータベースの操作・解析が必要とされるのか検討

し、優先順位を勘案しながら、システム開発を進める。複数の調査分野に係るシステム

開発の場合、関係調査団体と十分な連携のもと行う。 
⑤ データ様式を統一化することにより、データベースを横断的に検索できるようにする

（例えば、ある特定の地域における、複数の調査分野に跨るデータが抽出できるような

こと）。 
⑥ データ様式の標準化を進め、他主体のデータベースとの互換性を高める。 
 
 

 

ル
ー
ル

○○調査 

 
データベース 

ルール 

△△調査 

 
データベース

△△調査員 

による参照 

□□調査 

 
データベース ル

ー
ル

他
主
体
に
よ
る
参
照ルール ルール 

M O T S 

による参照 

□□調査員 ○○調査員 

による参照 

他
主
体
に
よ
る
参
照 
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資料７ 
 

2007 年 9 月 11 日（火） 
 

請負団体が Web サイトを構築する際の取り決めについて 

 
環境省自然環境局生物多様性センター 

 
【試案】 
モニタリングサイト 1000 の請負団体が、運用または賃借するサーバーにて、当該事業

に係る Web サイトを構築する場合、以下に基づくことを原則とする。 
① Web サイト内容の検討に当たっては、事前に当該内容について、生物多様性センター

に相談する。 
② Web サイトの構築に際しては、当該サイトの URL を生物多様性センターに連絡する。 
③ Web サイトの構築後は、下記の条件を満たすコンンテンツであれば請負者の判断で随

時掲載しても構わないが、掲載と同時に必ず生物多様性センターに連絡する。 
 ・調査の効果的な実施に資するもの。 
・生態系等保全上の観点から保護すべき情報など、非公表としている情報を含まない

もの。 
・報告書、調査マニュアル、調査サイトリストに該当しないもの。※ 

④ ただし、上記に係る事項が仕様書に記されている場合は当該仕様書による。 
 
※ 報告書、調査マニュアル、調査サイトリストは生物多様性センターの Web サイトにて

掲載する。 
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モニタリングサイト 1000 情報システム作業部会 

第１回 議事概要 

 

日時：平成１９年９月１１日（火） 
場所：自然環境研究センター会議室 

 
■モニタリングサイト 1000 の現状説明 
○平成 15 年度より開始した。基礎調査は二次元的な情報が多かったが、生態系に関する

きめ細かい情報収集のため、わが国の代表的な生態系について、森林・里地・陸水・沿

岸域などの状況を把握し、長期モニタリングすることで生態系の異変をいち早く捉え、

保全政策に活かしていくことが目的。 
  ５年間の目標は、調査サイトの設置（全国均等配置、調査体制なども考慮）。現在 707

箇所設置しており、さらに 300 箇所程度を追加することで 1000 箇所達成を目指す。生

態系の中の指標生物をピックアップし、調査して把握。細かく調査できればよいが、予

算に応じて効果的に調査できるように、指標生物を選んでいる。 
 
■モニタリングサイト 1000 情報システムに関する説明 
○現在２つのサイトが構築されている。広報サイト：一般国民に調査や調査サイトについ

て情報提供。情報システム：調査参加者を対象。調査データを収集管理する WebDB シ

ステム。モニタリングサイト 1000 システムには調査データ管理機能、検索・表示機能、

ダウンロード機能を実装した。本作業部会によってシステムのあり方について検討する。 
 これまでに、集計・グラフ、一括登録、掲示板機能、WebGIS の背景画像の改善、シス

テム高速化などの要望が挙げられている。 
 
■情報システムに係る意見交換 
＜モニタリングサイト 1000 情報システムの役割について＞ 

○モニタリングサイト 1000 情報システムは、当初の予定では調査実施者によるデータの

登録・調査管理団体による承認などの調査実施を支援するとともに、調査結果の共有ま

でをシステム上で一元的に実現することを目的に開発されたが、まずは調査データ（加

工前の RAW データ）の保存を優先事項とし、モニタリングサイト 1000 情報システム

をストレージとして利用することが提案された。 

○しかし、システム化のニーズは、そもそも調査分野によって異なるのではないかとの指

摘がなされたため、オブザーバーが各調査分野における情報の取扱い状況を説明した。 

○その説明を受け、環境省が情報の取り扱いに関する基本的な考えを示すことの必要性が

確認された。 

 

＜共通項目の検討必要性について＞ 

○オブザーバーからは、各調査分野から見た場合において、調査を跨いだ横断検索的な機

能の必要性・検索結果の有効性などが低いのではないかという意見が挙げられた。 
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○一方で、各調査分野で共通化可能な項目（例えば標高や緯度経度の表記ルールや共通の

種コード・種名テーブルなど）を検討することは、調査の実施及び調査データの利活用

に有効であるため、今後検討を進めることとした。 

 

＜データの一般公開のあり方について＞ 

○自然環境保全基礎調査など従来の調査結果の一般向けのデータ提供では、RAW データ

に一定の処理を行ったものが使用されている。 

○モニタリングサイト 1000 調査においては、調査結果を環境省に提供する際の取り決め

について議論が進められているが、調査データの一般公開についての整理は十分に行わ

れていないのが現状である。 

○そこで、今後調査データの集積が進み、調査データの一般公開や調査実施者以外からの

データ利用の要望等が求められる前に、データ提供のあり方について更なる議論を行う

ことの必要性が認識された。 

 

以上 
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資料 １

 

第１回 モニタリングサイト 1000 情報システム作業部会の整理 

 

9月 11日に開催された標記作業部会において挙がった主要な意見等を以下 3点に整理

した。 

 

○モニタリングサイト 1000 情報システム（MOTS)の役割について 

MOTS は、当初の予定では調査実施者によるデータの登録・調査管理団体による承認

などの調査実施を支援するとともに、調査結果の共有までを MOTS 上で一元的に実現す

ることを目的に開発されたが、 

まずは調査データ（加工前の RAW データ）の保存を優先事項とし、MOTS をストレ

ージとして利用することが提案された。 

しかし、システム化のニーズは、そもそも調査分野によって異なるのではないかとの指

摘がなされたため、オブザーバーが各調査分野における情報の取扱い状況を説明した。そ

の説明を受け、その上環境省が情報の取り扱いに関する基本的な考えを示すことの必要性

が確認された。 

 

 

○共通項目の検討必要性について 

オブザーバーからは、各調査分野から見た場合において、調査をまたいだ横断検索的な

機能の必要性・検索結果の有効性などが低いのではないかという意見があげられた。 

一方で、各調査分野で共通化可能な項目（例えば標高や緯度経度の表記ルールや共通の

種コード・種名テーブルなど）を検討することは、調査の実施及び調査データの利活用に

有効であるため、今後検討を進めることとした。 

 

 

○データの一般公開のあり方について 

自然環境保全基礎調査など従来の調査結果の一般向けのデータ提供では、RAW データ

に一定の処理を行ったものが使用されている。 

モニタリングサイト 1000 調査においては、調査結果を環境省に提供する際の取り決め

について議論が進められているが、調査データの一般公開についての整理は十分に行われ

ていないのが現状である。 

そこで、今後調査データの集積が進み、調査データの一般公開や調査実施者以外からの

データ利用の要望等が求められる前に、データ提供のあり方についてさらなる議論を行う

ことの必要性が認識された。 
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資料２－１ 

 
 

環境省 一般
行政

研究者

入力完了

整理整頓

請負者調査員

精度管理

原票データ
（調査実施中）

一般公開可能な
原票データ

データ入力

現地調査

原票データ
【年度確定版】

報告書

原票
（紙媒体） 原票

（紙媒体）

原則として調査原票
に含まれる情報を
すべて入力

各種データ処理の効率
化やデータ利用の利便
性向上のため、データ
の標準化が必要

原則としてHP掲載
可能な仕様で作成

スクリーニング

閲覧希望者への開示

一般公開

ＨＰ掲載、国会図書館への納本など

一般公開

現地調査を依頼の際
データの取扱いについて
調査員の承諾が必要

調査実施されて
いる間に原票
データを共有す
る場合、特別の
ルールが必要

情報の共有化と提供のためのフロー

情報共有 情報共有 実施状況の把握
インセンティブ
の向上やネット
ワーク化の促進

開示の可否を判断
（規定に基づく）

非公開の
原票データ

抽出

集計・解析

報告書等の作成

ＨＰ掲載、GBIF登録など

納品

納品

納品

原票データ
【年度確定版】

速報・ニューレター
Webコンテンツ

速報・ニューレター
Webコンテンツ

報告書
非公開版報告書は
必要に応じて作成

納品

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

メタデータを核とした
情報提供基盤の整備

JaLTERなど他の
ネットワークとの
互換性を備えた
データ仕様

メタデータ 一般公開

メタデータによる
原票データの検索

※1

※4

※2

※6

※5

※3
※7

yes

閲覧

閲覧

検索

閲覧

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題 今年度の対策 来年度以降の計画

※1
調査員に対し、提出したデータをどのように取り扱うの
かについて具体的に説明していない。

-
現地調査を依頼する際に、データをどのように取り
扱うのか説明し、必要な場合、承諾を得る。

※2
環境省に原票が保管されていない。
（18年度までは、原票を納品することを業務仕様で定め
ていない。）

-
各請負者に対し、過年度の原票について提供を依
頼する予定。
業務仕様において原票の納品を明記する。

※3
原票データの様式について標準化がなされていない。
（標準化の具体的対象：、各種コード、種リスト、調査日
時、調査サイトの基本情報など。）

-

メタデータ仕様、ＧＢＩＦ登録の検討と合わせ、原票
データを標準化するための検討を進める。
データ様式を標準化するためのガイドラインを作成
し、それにしたがい過年度の原票データをコンバー
トする。

※4
環境省に原票データが保管されていない。
（18年度までは、原票データを納品することを業務仕様
で定めていない。）

業務仕様において原票データの納品を明
記。
各請負者に対し、過年度の原票データにつ
いて提供を依頼する予定。

業務仕様において原票データの納品を明記。（継
続）

※5
原票データのうち一般公開可能な範囲が定まっておら
ず、スクリーニングができない。

一部の調査分野において、一般公開可能な
範囲を検討中。

一般公開可能な範囲を検討し、スクリーニングを可
能にする。

※6 メタデータの仕様について検討されていない。 -
メタデータについて、ＪａＬＴＥＲの情報管理委員会と
調整を図りつつ、データ仕様を固める。

※7 報告書をＨＰに掲載していない。 -
ＨＰ掲載にむけて報告書の公開基準を検討し、そ
れに従って報告書を作成する。

情報の共有化と提供のための留意点

資料２－２ 
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資料３  
調査データの共有化・提供を進める上での留意点 

 
＜調査担当者・請負団体・環境省間で整理しておくべき事項＞ 

○調査データの取り扱い 
 調査データは、環境省の施策検討作業に利用されるなど、モニタリングサイト 1000 調
査の範囲を超えて利用されることが想定されるため、少なくとも環境省内で調査データが

自由に利用できることについて、調査実施者の承諾を得る必要がある。 
 また、全国を対象としたモニタリング調査の結果として、これらデータが広く一般（調

査に参加していない研究者等も含まれる）に利活用されることが望まれるため、一般公開

時のデータ利用についての理解と承諾を得ることも必要と考えられる。 
 
＜請負団体・環境省間で整理しておくべき事項＞ 

○データの標準化 
 整理しておくべきデータの標準化には以下の 2 つの項目があると考えられる。 
・データベース構造（項目）の標準化 
 異なる自然環境を調査対象としていても、標高や緯度経度など共通の仕様が利用できる

データベース構造（項目）が存在する。これらについて表記やデータ型などを項目毎に標

準化したデータベース構造を検討し、各調査分野で採用することで、請負団体のデータベ

ース作成時において入力規則の確認や異常値の検出などが効果的に実施可能となるだけで

なく、データ利便性が格段に向上することが期待される。 
・調査に使用する各種コードの標準化 
 調査では誤記入・誤入力を防止するために、様々なコードを使用するが、そのコード体

系は調査毎に異なる場合が多い。一方、自然環境保全基礎調査では、種コードを設定して

おり、各回の調査で利用されてきた。モニタリングサイト 1000 調査では各調査分野ごと

に調査対象が異なるため、これまで各調査分野共通で利用可能なコード体系の標準化につ

いては議論が行われていなかったが、種コードを初めとして標準化をしておくことが、調

査実施のみならず今後のデータ利活用でも有効と考えられる。 
 
＜環境省内で整理しておくべき事項＞ 

○データの公開とその手法についての検討 
 モニタリングサイト 1000 調査の調査データは、国内の生物多様性を示す貴重な情報で

あると考える。 
 そのため、メタデータや公開可能な情報については国内だけでなく国外も視野にいれて

広く公開し、生物多様性保全等に利活用されることが望ましい。例えば、上述データ標準

化とも関連するが、データベース項目の一部に GBIF で定められた項目名を採用するなどの

対応により、本調査データのメタデータ提供もスムーズに行われることが期待できる。 
 このように、データの公開においては国際的な情報公開の仕組みも視野にいれて、その

手法について検討することが必要と考えられる。 
 
 



 

 
モニタリングサイト 1000 情報システム作業部会 

第２回 議事概要 

 

日時：平成１９年１２月１３日（木） 
場所：自然環境研究センター会議室 

 
■モニタリングサイト 1000 調査結果データ 情報の収集から提供について 
○原票の保管について。調査が続いているときは翌年まで保管し、調査終了後に渡すよう

にすればよい。また、原票が無くならないように保管する体制をしっかりしてほしい。 
○現状の環境省の考えは理解できた。しかしこれは情報を集める側には良いが、請負者の

方のインセンティブ、メリットからみてどうか、皆さんから意見を伺うとよいのでは。 
○請負側の作業の効率化と、環境省が一般に公開するという話は別であろう。両方が一緒

になってしまっている。 
○これは、全部環境省にデータが集まってくる重いシステム。たとえばそれぞれの団体で

永続的にやっており、組織化もある程度されていて、自分のところで出せることもある。 
 それぞれの団体が、この図で環境省がやることになっている部分を個々にできるように

して、環境省はそれをコントロールする、というのが理想的ではないか。 
○モニ 1000 は生データこそが重要。この図の中でも原票データの情報共有と書かれてい

るのは、大きな意味がある。生データの共有をどうするか、が重要。文書にして取り交

わしておく必要がある。どこがどのようなデータを共有しているのか、ということを出

し合って、整理をしておく必要がある。 
 
■第 1 期調査結果の集約について 
○標準化ということでは、モニ 1000 だけではなく生物多様性センター全体のデータをど

う検索できるのかを考える必要がある。 
○ワーキンググループを作るなど、今後進める上で大事な点であると思うため、対応すべ

き。 
○データ形式などは早ければ早いほどよい。もうすでに始めているため、形式が決まるの

が遅れれば、それだけデータがたまってしまう。 
○第１期データは、請負者が最も負担のすくないデータ構造・型を採用するのが良いと考

えている。 
○いわゆる先進事例調査でも必要なことが出てくると思う。標準的なものは何なのかとい

うこと、先進国では何を実施しているのかということも共有したほうが良いのではない

か。 
○何年か前に調べてみたところ、海外で使われているものはいろいろあるが、よく使われ

ているものは実はない。どれも国際標準になるものは無いのが現状。そのため、さほど

標準を意識しない方が良いのではないか。規格はあっても、使われているものはないの

ではないか。 
○各分野からデータを提供していただいて、データベースに入れる段階で、様々な問題が
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見えてくる。まず請負者に分析をしていただくのであるが、その段階で問題が見えてく

るのではないか。 
○まとめるときは、それぞれの分類群やそれぞれの団体が実施したものから結果が出てく

るわけであるが、相互に関連付けて変化が説明できるかなど、基礎調査の調査とどのよ

うにリンクするかが出なければならないと考える。そうすれば、情報が活きてくる。 
○今日の議論を更に見直して、こちらの宿題の整理、データベースの先進事例の調査など

を進めていく。相互に意見を出し合いながら、この情報の流れがうまくいくように、情

報共有など理解を得られるように今後も進めて行きたい。 
 

以上 
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